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理想的な蛍光照明方式

自由 ｊｾ ミ ｉｴ ネ ｊｾ
に よ る 光 り 天 井

ま ぶ し さ と 協 の な い l!}i正Ji の 照 明 が 光 1) 天 井 ( ノレミナ

スレノーリング Ｉ で、 ｩｬｬｾ 照明の以品 目 ＨｪＱ Ｇｊｊ !J 式 と い わ

れ て お り ま す 。

・目 立 ル ミ パ ネ ル ( 特 妹 プ ラ ス チ y ク 板 ) の i1: IJ 仙 111 に

よ っ て 光 リ 天 井 が T' 院 に 経 済 的 に ' 人射できます。

・目 立 ル ミ パ ネ ル は 透 過 半 が よ く 吸 音 性 に 催 れ 燃 λ に

<  < 、 粍 〈 、 光 1) 天 井 の た め に 特 に っ く り れ た 材 料

です。
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ｊＨ［Ｂｾ 尻島ＺＭＮｩｔＭ ｾ帥
の補強税料 ＱＱＳＰ 与の経 ￭ｾ 誇 Ｕ

! Pでグ
目Ａ盟 ￞ｩｬｦｾ

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して居ります

ドッグ印 ア ス フ f ノレ トノレーブ f ング

ア ス フ / ノ レ ト フ ェ ノ レ ト

H  砂 i.J ノ レ ー フ ィ ン グ

H  メノレタ イトノレ ー ブ ィ シ グ

キ ンマ ν アタイ ト Ｈ向級ｩｽｦ，ｾ ，'j '金昨 .(ti)

へツi / ヤンブァブ リツク (i Jf l ，'; JltJt t;.(li )  

H  コ ッ ト ン フ ァ プ リ ツ ク ( 泌 i'Tf布市)

!'-I If正 ブ 7 プ リ ツ ク (iiff ，';'..!j'; ｉｪ［ｾ 布Ｉ

グ オ ン タ イ ト( 仲縮I d Jllif反)

J引録 ・見本 ・仕線香

御報 呈 |二

Qう

株 式 会 紅 Z 英語土

大阪市西成区橘通 9丁目 24番 地 電 話 天 下 茶 屋 @8Bsl ・8862番
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・耐 震、耐 風の 不 燃kH築 が/1¥来ます。

・適 当 な 被 絞 に よっ て 耐 火 伶i貨にも /1¥来 ま す。

. 腕 t止なため施てが簡単一でて慢がほ慌です。

• .I:i(; 式構造t : .t ｉｾｉ 能で ｢ｴｑ 涯に適し工ｷ，が 婦桁 ｩ できます。
Ｎ 榔 ｩ 告品ｦｩｬＡがＡｾｾｾＧｩ ［ｉ なため合ｬＧｬ Ｑ 的な設 立 ｼが 出 来ます。
- 鋼材の使用可; がぐんと節約出来 て仕上』と寸づ子費 用 を

かけられます。

・木 浩 被 み の 予 訴 で、 白 餓 に も 犯 さ れ な い耐久 辿築 が

1-1¥米 ま す0

. 外 観 が 軽 快 優 美 で 近代 的な社宅誌にな ります。

主 要 製 品 ……一一一

: 軒 蹴 形 鋼 簡 劫 鋼 矢 ! l i ;

::r ' ; 1 キプ ν ー ト ff ー ド ν ー ル 1

1サ ッ i / 、 ー す' ; 1 i / 7  1/ ー ム i

，ffi 続 鋼 管 ロY クV ームナユープ i

③ 中 之 島 製 鋼 株 式会 社

本社 ・工場 大 阪 市 東 区 弁 天 町 4 ｲｮ 型ｾ ＵＰＳＱＭＵ
京事務所 東京都中央区西八丁踊 Ｔ ー Ｑ Ｐ 電 Ｚｾ Ｑ Ｕ Ｑ Ｕ Ｍ Ｖ

{ S) 八 幡 製 銭 株 式 会 社

げ
染

し

建

r  

リノリ且・.

皆様の設計と施工に 東洋 の床材

リノタイル

1: : 号ートタイル

ヌボシヂシート

東 京 支 庖

大阪事務所

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

fB話伊丹( 代) 3531 ・大 阪 (48) 4490

* 京都中央区銀凶 4 丁臼 三平[1ピ ノレ

屯話京橋1 @ 1 7 0 1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 IIIJ 2 T 白三和ピノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフトな感触

。優秀な耐久力

。美 し い 色 彩
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セ メ ダ イ ン を 用 い て 施 行 さ れ た

ノ ン ス リ y プ ( 新車月 日 ピ ル )

施 工 法 を 一 変 し た

〆ij夜イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5 … 木 レ ン ガ ・ ノ ン ス 1) .; ; プ

テ y ク ス ・ハ ー ド ポ ー ド 等

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O .  6 0  I … 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 類 の 接 着 I  J  

N O .  I  5 0 0 ・ ・ 金 属 ・ ガ ラ ス ・プ ラ ス チ y

ク ス の 持 者

建築周 ｉｉ ｉｉｉＢｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉ ｉｉｉｉｉｉｉ ｉ ｉ ｉｉｉｉｉｉ ｉ ｉ ｉ ｉｉ ｉｉｉｉｉｾｉ ｉｉ ｉ ｉ ｉｉ ｉ ｉ

ＱＺ ＣＷＱｾ［ＧＢ＠
発 売 元 東 京 セ # ず イ ン 商事株式会社 東京都千代目区神田五軒町 3 仰')3131

大 阪 セ メ タ イ ン 商 事株式会社 大阪市間区大宝寺町東之T 41  (Z1) 3456 

名古屋セメダイン商事柑式会 社 名 古 屋 市 中 区 上 前 湾 町 白l) 0845

⑩ 
特 許

平川トMPボイラ

煙管式ボイラの「華命児現るノ

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

望

株式鰍平川鉄工所

経費節減 527万円♂

利益をｾも
女 高 性 能 語 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間)の燃料節約額

T x 30' ランカ 乙/ ヤボイ ラ と

比較 して

、4

本-IJ ・工場 大阪市大淀区大仁白2のl 屯 JIi福島@ 1 9 7 5 - 8

Jt f京営業所 M!，i ;r 剖i 中央区八重州6の7 氾お @ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九州出張所 福 岡 県 小 倉 市 宮野545 m 話 小 書 ⑤ 1 3 6 2  
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f支や1百 ・・性 向包 ・イ言 用 を 543 る

安 全 度 の 高 い

/ / 1  
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強 力 型

重 荷 用
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 償 型 引 張 試 験機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ っ て 試 験 す

f  
住1I用 命 は 全 固 有 名 土 木 機 械 工 具

合 物 庖 へ 御 照 会 闘 い 孟 す

、

/  

( M，K ，K. )  

¥ ' レール接続の革命!

新 製 品 完 全 防 錆

: : ? - I 、シt i -

種 目

トラ ックレール ガイドレール

グ雇用 (22工μ 丈人) 複 車 ・ 単 車ノ、' / j i ー

続 50務 ，60務， 70協

プ ラ ケ ッ ト 附);.(:， 品 一 切

カープレール

';::? 

ｦ， ｾＱ 灯 ｬ 命は全国各地有名建築金物ｽ， ｉ［ へ御 Ａ｜ｈ 会版います

、v
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ア サ ヒ 印 耐 火 ボ ー ド の 新 製 品 化 粧 ボ ー ド の 決 定 版 ノ

I ヌ日- ，措: -E4・

- 而t 火 ボ ー ド

・ ア サ ヒ ト ー ン

・ ラ ス ポ ー ト

・ポート周フ.ラスター

由ラーｾ・ポ｟ｾ
d  

{カタログ進 呈 )

大 阪 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 大| 宮市 J t l { 耐i 税制r50 .; ;;: t' ノレ

'，Il，;，r;大限@5453・5454・5455・5456

東京営業所 'E 京 都 港 ぱ 苫 祈 陥 4-- 38 

;Il ，話 ' 紅。;( @  6 8 1 4 ・8 4 1  7  

驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

調ヲti

l

9 目-x
原紙に着色せる慢秀製品

こッボンクロース

、s

ｾ ｗ ｬ｟＠ Ｚ ｾ ｉ γ 泳 Ｍ ， ー ﾭ
J く. ( u ) C ν υ 1し

;可 津 装 飾 株 式
ゐ
一
品社

イ日 }Tj!， )，'; 

株 式会 社 京橋松屋商庖

米京 ffl l 'I' 央区八可決i 5 - 1  

T E L @ 1 8 0 3 ・7 61 5大ｼ仮ｲＡ ￯ 北 区 Ｇ ￬Ｚｾｾ 山仁 一 ノ ニ凶 T E L 大 阪 @1351- 3  



株 式 会 社 木 下 謹 商 庖

関 西 三 星 タ イ ル 会 員

和 泉 産 業 株 式
. 6.  

-= 

大 阪 市 南 区 日 本 稿 筋 2 ノ 36

、
石 井 建 材 有 限

. 6.  

士D;

神 戸 市 兵 1，1" 区 荒 川 BIJ 1  

タ フー Jτ ヤ ユノ 商

京 都 市 上 以 |ヌ大 'H'・illlPV，条下ノレ

大阪市西区江戸期南illi 5 ノ35 電 話 上 佐 煽 @5408 ・5486

株 式 会 社 久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 A 砂 IIIJ 5  電話 北 ｾ ＲＰＷＭＸ ・ ＴＸ Ｓ Ｖ Ｍ Ｗ

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大阪市西区南郷江上通 1 ノ35 ｾ辺諸 ｾ Ｑ ＲＷＸ ・ Ｑ ＶＴＳ ・ ＰＷＸ Ｓ ・ ＰＹＶＱ

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長期締筋 2 ノ20 Cill 頓煽電 時前) ｭｾ ，丹市 ｀ Ｔ ＷＱ ・ ＴＷＲ

京都営業所 京拘li 1i '1'京区河原町夷川 下ノレ fE訴 ③ 3 2 9 9

社

fE 訊ー 1主 @) 3 2 8 6

社

EG 話 淡 川 ③2697 ・2140

庖

ｦｵ 話ｉＺ ｾ｀ ＴＴＶ Ｘ

施 工 代 理 唐
カタログ見本 ご請求下 さい

カタ ログ見本 ご請求下さ い
施 工 代 理 唐

合資会社 岡 田 建 材 庖

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 田J 2 ノ 12 電 話 @ 0121 ・2057

株式会社 名 建 商
. 6.  

コ'"

可v
ぷ古屋市 '1-'区宮出町41ノ 2 屯 ￢ｾ 中ｾ 1329 ・2106 ・2817

青 盛 建 材 株 式
4

Z

 

社

Fi '  ~ jぶ j斗 i ! J 鉄砲 111]' 1  0  8 屯 話 If' ② 228 1 - 4

U 青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

';;;- .- 間 11 1 市 東 山 IIIJ 3  ｮ｟［［ｊｾ ＨＲＩ Ｗ ＹＱＱ ・ Ｘ Ｑ 6  9  

関 西 三 星 タ イ ル 会 員

青 盛 建 材 福 岡 営

稲 岡 r1i 万 行 寺 前 IIIJ 1 4  

業 所

' E 話 東 @ 1 2 2 5 - 6



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2 にイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ヒール ・アパート は も と よ り 一 般 住 宅

ミフ句5お え i " 御愛用頂い ていた 製品 し- 9  2  

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小 倉 市 篠 崎 町4 5  8  

T E L ⑤ 2481- 5  

大阪営業所 大阪市東 l孟伏見町 5 の3 ｔ ｅ ｌ ｾＴＵ Ｑ ＸＭＹ＠

各 地 営 業 所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広 鳥 ・おl 1 ・札 械

最高の品質を保証する

ヒ シ ク ル (防熱ガ ラス)

ペ ヤ グ ラ ス ( 断熱ガ ラス)

テ ン パ ラ イ ト (強化ガラス)

テンパライト・ドア

茅ケ崎工場

神奈川県 j，' 'T 崎市

T  E  L  2 105 - 8  

定 価

陶 器 ( 1級 ) L  220 ￥ 2. 750  

金 具 ( 9' 砿陪U 印)

立 水 伐 T 2  0  5  Y  

@ ￥ 600 ( 2  ｩｬｾ ＱＩ￥ Ｑ ＮＲ ＰＰ＠

止 水 怜 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2  ji. 1) ￥ 1. 340 

排水金具 T 6 P ￥ 1. 210 

パ y クハンガ

取 付 木 ヰ ゾ T L  2200 ￥ 200 

ｾｴ ￥ ＶＮＷＰＰ＠

参 考 定 価

陶 器( 並級 ) L  220 ￥ 2. 200 

金 具 ( . 7.・7 1<. J: n)  

立 本 件 K 2 0 5  Y  

@ ￥う10 ( 2 @) ￥ 1. 020 

止 本 将 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2 f日n ￥ 1. 1  ｾ Ｈ｜＠

排水 金具 K 6 P C ￥ 1. 03J  

4  

、f
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2 月

旭 硝 子 尼 崎 工 場

見 学 会

第 6回 建 材 工 場 見 学 会

旭 硝 子 K. K. 尼 崎 工 場 見 学 会

1  . と き 2月 28 日( 土) 午後 1 時( 集合) - 5 時( 解散〕

1  . 集 合 所 本 会 前

1  .  申 込 往復ハガキで 20 日までにお申込み下さいo :111卜せんの

上参加者 (40名) を決定お知らせします。

1  お 願 い 同業関係者はお申込みをお断り申します。

1  . 行 程 木会前 (13 時) 発ー( 旭硝子 K. K. 乙' 提供の貸切パス

を利用Ｉ → 旭 ｬ ｩｬＧ ￭ 子尼崎工穆ｾＭＨ工場見学 ・ 懇談Ｉ → ｃｦ ｩＺ

切ノミス〉→大阪駅丙口 ( 17時) 解散の予定。

旭 硝 子 K. K. 尼 崎 工 場…… … 乙の工場は， 旭硝子の発祥のところで，

わが国で初めて板硝子が製造されたと乙ろでもあり， 満51年の歴史を

有しております。工場敷地約30，000坪の広大なと乙ろで，板硝子 ・普

通板硝子 ・変板硝子 .w仮硝子等を製造しているわが国の代表的な1i向

子工場であります。



i 近 刊 図 書 案 内 - 実例図面を中心とし た 鉄骨の計算便

覧 愈 々 4 月初め発刊予定 ・

- ・ ・ 実 際 に 役 立 つ 鉄骨 の 計 算 便 覧 内 容 ・ ・

- 編 集 円 木 建 築 協 会 実 際 lζ 役立つ欽告の計算便覧

編集小委員会

- 出 版 社 同 法 人 円 本 建 築 協 会

- 装 備 表紙特製アート紙 2 色hJ: 1] ビニー J レ引

木 文 ・特賞菱絞

。目次・執筆者

序 文 工 学 博 士 側 桁 諒 氏 ( 京 伺:k. 学者t綬)

第 1 :y": 鋼構造の概説 工 学 博 士 総 尼 健 三 氏

( 大阪大学教授)

ｭＧ Ｒ ｾ 材料および許容応力度 斧 出 正 隆 氏

( 大阪再W!築部防災強I疋係長)

江ｾ Ｓ Ｎ ｾ＠ 荷重及び外力

1引11 迷郎氏 ( nm設計工f 6K K技師)

近藤 誠吉氏{ 竹股処築市務所技師)

ｾ［＠ 4  7;1: 応 力 の 計 算 工 学 的 七 石 崎 滋 維 氏

( 京都大学助教授)

第 5 ];1: 断面の決定及び細部設計 平田 定男氏

( 平間m築構造研究所長)

おr; 6  ｾ 熔 接 高 稲 盛 夫氏

( 大阪m策事務所専務取締役)

!;p; 7  I.'f. 軽量型銅構造 椋代 仁朗氏

{ 神戸大学助教授)

第 8 ，立 基 磁 の 計 算 馬 場 善 雄氏

( 大阪大学助教授)

知 9 T江 鉄骨の実例図集 ( 計算告も含む〉

・小学校の体育館 ・発電所の修理工場

・製鋼会社の焼鈍工場 ・三輪車組立工場

・屯機会社工場 ・公民館兼体育館

• I決函館 ・軽量鉄骨による応舗付住宅

・特別資料 ( 鉄骨 lこ関する各会社のデータ)

- 半IJ 型 B5判 ( 182 X 257mm)

. 頁 数 約250頁木文約100頁実 f9l ] 図而約50枚 (綴込み〕

特別資 料約50頁

- 編集小委員会委員氏名 (50音順〉

災害委員長

主 査

委 員

"  

"  

"  

"  

"  

"  

"  

馬場 善雄氏( 大阪大学助手そ授)

石崎滋雄氏 ｯ［ｾｭ 大 Ｇγ 助教綬Ｉ

斧 山 正 隆 氏

( 大阪府主s築部防災強度係長)

小泉 昇氏

(K K竹中て務E11; 役;n1部次長}

陶 決 貞 彦 氏

＼ｭ水磁波 ｋｋ 大阪支Ｑ，Ｑ［投 ｊｨｾ 型良Ｉ

寺沢 一夫氏 ( K K大林組研究宅)

長田 正雄氏 (K K I;:阪m築事務所)

平田 定男氏 ( 平田建築締法事務所長)

益尾 辰雄氏( 仰向工業高校教諭)

増本研太郎氏 ( 判明ilimi 役局係長)

tE川 達郎氏 ( 円胞救Jrて務K K)

椋代 仁郎氏( 神戸A ; "j ' :助教授)

-・床 の イ士
上 内 容 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 附IJ 140頁 ・・・

。 目 次
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第 4 i立 繊維系統

第 2部 塗 り も の

ml f;L ポートラ ン ドセメン ト系統

節 2 立 マグネシアセメント系塗床

第 3 立 渡青系統

第 41主 合成樹脂系統

第 3部 特 殊 床

作 ｾ ｬ ｾ＠ 特殊床

2  

め・ 2 :1立 電 気伝導性床

Ａ［ｦｾ＠ 3  ￮ｾ＠ 滑り 止め塗仕上

・監修並びに執筆者 (50音順) +

大井弘治郎氏( 日建設計工務KK技師)

奥島 正一氏 ( 大阪大学教授工学博士)

北 山二十三氏 (KK竹中工務j苫技術部長〕

斉 藤 四郎氏 ( 内外木材工業KK取締役)

後 川 春雄氏 (KK大阪建築事務所取締役)

竹内 孝氏 (近後日本鉄道KK建築部長)

武 下 政 治 氏 ( 住 江 織 物KK)

谷口 尚武氏 (KK大林組工務部技師)

I11
内 政 一 氏 ( 円 本 打 背 工 業K K)
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西 日 本 村 工 株 式 会 社 本 館 ・研 陪 工 場
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設計施工 大 成 建 設 株 式 会 社
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サ フシ・ドアー工事 ;良 材速 建

IILj  11 本 中lY 工 株 式 会 社

Tr ue ｇｵｮＭａ ｌ し は京 ｾ ｾｈ Ｎｬｬ ，没の ｔ によ っ てすでにわが ｉｊｾ の工引にも泊

川されております

-{i は内 11 -1(tt'! ，'，のスラブ ".'J トを胞 工 '1 'の'I /!'.hです

東 建 株 式

4 企』

=  
興 設

4  

工 業株

. 6町

コ'"

ネ土式

ネ土

f  
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サ ン ス タ ー 歯 磨 株 式 会 社 大 阪 工 場

施 工 清

段 計 サ ン ス ヲ ー 歯 磨 徐 式 会 社 営 繕 課

日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

水 建 設 株 式
. 6.  

τ"" 
社



ナ ン ス タ ー 雨 前 株 ベ 会 社 大 阪 工 場
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議 Ｇ￬Ｚｾ の ｪ 木ピニラートタイノ レ

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

晃 金

ノ" ｩｲｾ＠ !I( 1:;- 'm 

属 株 式
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社
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塗装工場の{換気設 li iH

タ ー ン ス タ ー 歯 隣 株 式 会 社 λ 阪 工 場

賀 エ 業 株 式

. 6.  
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社
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電 気 工 事 近 畿 電 気
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工 事 株 式

業 株 式
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松 下 両 子 工 業 株 式 会 社 両 槻 工 場

段 計 白 建 段 計 工 務 株 式 会 社

、

施 工 株式会社 大 林 組
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住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 4 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

戸庁業工素美
株 式 会 社

電話@493B ・5BBB ・⑪B050大阪市東区五町二丁目 ( 三和ビル)

ター出現/

赤外線焼付加工 )

完全防錆シャツ

( ノぐーカラィジ/ グのよ

シャッター業界最新最文の設備を誇る

パ ー カ ラ イ ジ ノ グ 工 場 白 州

赤 外 線 焼 付 工 場 克 此

掠武書，jt EID!J や'u?・譲住'6
全国に有力なる

代理広を求む

( カタログ贈呈)



経 護 1 ...1... ‘

- _'.，.・1 ロンカ h

東レナイロン紙艶 ・鍛通は10096スパン

ナイロン糸を使用したもので・摩擦に強く

・弾力性に富み・吸盛性が少なく

・虫の害を全く受けません

紋彊毛・鍛通

乙のほか価絡低限な 1005ぢレーヨγ による

京 レカーペ ットも好評を博しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
発売元 ( 株) 泉 商 会

ｾ＠， 

新 し い 塗 料 か

ま れ る 新 し い

ら 生

環 境

米 国特許 No. 2， 591， 904 

英 国特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231，698 

開茜ベイント

大阪市東区伏見町 5 丁目 27

コ ンクリ ー ト ・モ ル タ J レ ・プ ラ ス タ ー ・木 材 ・金属

紙・ 繊 維・ 皮 革 ・そ の他 あ ら ゆ る 材 料 に 深 さと 魅 力

を与える高分子粒子状多彩塗料

リラヨート
- カタ ログ御希望の方は当社宣伝課迄御申付け下さい 。
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表 紙

デ ダ イ ン : 付 尾 栄

右上写 n : 1司鉄大井町工J.[J P C タイド

アーチ伊 ｾｪ｡ ( スパン 25m)

有 山写真 ｊ 出始 γ＿ 鈍ｾ技術研究所風洞

J! 験主アーチ号'! P C匁〔ス

ハ ン 20 m)

;j，下 '1;' J.'J;と ( 1 てキ閃巾l 怯下o[! 子日槻

ＮＮｌ均 ｐ ｃＢ ～ＺｾＨスパン Ｒ Ｑｭ Ｉ

と Double  Tee スラプ

( スハン 6. 25m- 写真〉を

'1<す

橋 ｾＩＧｉＯｬ ＧＴにぞいては本文に記 載して あ

る iDy wi dag 工 il について」を参

Eヨ，) ニと。

建 築 と 社 会

第 4 0 集 ・ 第 2 号

売 価 l 部 1 8 0 円・送料共

昭Tl l 3  4 年 2 月 2 0 日印刷
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編 集 人 訟 ' " H日 光
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色' : " ‘
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P C 構 造 特 集 に 当 っ て 奥 島 正 一

鉄筋コ γ クリート +IYfJ sは Ifli -t idl fM火構造として極めて優れた構造であるから ，わが国では

主要な挫築物 lζ 乙の構造が1 1 ) 刊されている 。 しかし乙の構法では使用材料の性質上その重

量が大きくなるために ，柱，基礎の受ける負但も大となるという欠点があり ，また平而計

画のいかによ って梁の張聞が大となる場合は梁断而の大型化はさけられず，それによる自

主の駒大，その他，主主問の利川↑ ''1=. ，美観の損傷23: の欠点を生ずる乙とはしばしばわれわ

れの経験すると乙ろである 。

EEの張r: nが大きくとれを鉄筋ゴンクリ ー トiti とすると ， その阿: ifli が大となりすぎる場合

には鉄骨造とする ζ ともよくあるが，都市 IC. } I ! ; つものや， また ，たとえそれ以外 lζ 建つぬ

合でもそれが l耐火+Nf h2で、ある ζ とを 12求される場合には欽' 胃 iti のままでは済ましておくと

とはできない 。 こうい っ た問題を解決する 一方法 として ， 最近わが ｉｊｾ でも笑用 ｬ 乙供されて

きた P S コY ク Y ートの} ，G} 日があろうと忠われる 。

P S コンクリートは ， もとより極めて最近生れt I 'l たというものではないが，わが固にお

ける研究としてはここ数年来行われつつあるという現状であ って， P  S コンクリ ー ト桃iti

のこまかい問題になるとまだ未解決の点もあるが， ｾ反 ｭＧ ｬＴ ｴ 博士をはじめとする多数研究ぷ

の絶えざる 研究の結果として ，今 11 ではまづ姥築物のような不 I' i ' f ' 定当日柄にまで乙の桃 jむを

応川し作る段階になり ，名iilr で次却にその尖施を見るまでに発以している 。

しかし今 I1乙の椛法の採 j 日の決定をにぶらせるのは ，技術的な川j泊よりもその他にある

ように思われる w-r.' も以前本誌に P S コγ ク 3 ート 構造の利点，欠点 l乙関する小文を述

べたことがあるが，そ乙でも己及したように ， P  S コンクリ ー ト桃山は従来の桃造にく ら

べて ，その tiiztれ乙当り 主u抵抗が Jit;; さむのではないかという ζ とがそのjiR弘lの一つであ った

ようである 経治上の問題 にはり ｉｦｼ と ｾ ｙ ｪＧ ＪＭｴ 1血工上との問題が合まれている 。 P S コγ ク

リートの付! I 'jーについては ，欧米がわが同よりも先き! こ実胞の段| 併に入 ったH寺から苦しんで

きたところであ った《幸いにも P S コンクリ - t  +.Yf法を用いる乙と lζ|到する根本的な点に

ついての ｾ， ｾＺｊＯｉ は ， ＢＧ ｐＺず ［ の記憶に川ｾいなければ ， 現在は その ｊｾ｝ ｉ［ｈ がきれているから今 ｉＱ で

はとの問地はなくな っている 。 こまかいこ とをいえば梢iii 上必 'f! tJ 部品には特許のあるも

のがあるが， それは経済上大した問題点とはならないであろう 。材料としては高強度のコ

ンクリ 一 人鋼材を使用するに伴う白川の増大があるが，ープIJ !i:' ，1::刊行If il 積の減少に応じて

ζ れまた大した不経済を生ずるという ζ とは考えられない 。 乙うなると差当 っては ， P  S  

コンクリート椛jti では胞工経1'11乙解決を求めねばならないように，巴われる 。

いつのｬｉ ｾ ｦ で‘も新しい椛 ｩｚｩ は日れｬｊＧ，る ｉｉｎＡ ｣Ｎは秘々の附 Ｇ［ＱＧＭＨ もあろうし ， その Ｑ ＱＧ でも 経抗上の

Igji 必は故も )fui I 側に とって切J 夫な IgjJ 説として残 ってくる乙とであろう けれども施T . ｉ ｾ の

}.Iょに ついては経験の累積によ ってユ J 、し解決しうる ζ とが多くあろうと思われ施工する人

々に今後の粍出化への努 Ｉｊ も ｊｾｪ ｦＮＧｊしたい 。

いたずらに HL状[ 乙乙だわ っていては ，到民新しい技術の進歩7 f : ， JJ{ を世みれ} べくもあるま

い。今i I 必1 f : な乙とは何よりもわれわれ礼子築技術行が新しい柿 il、と取り h:ll んで乙れを消化

し ， さらに先 ｉｊＧｾ をとげる礎台となる，む以がなければならないととではなかろうか 。

司

.. 
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天井. トムレ γ クス.

サ ン ス タ ー 歯 l併 株 式 会 社

大阪工場

段 計 サンスヲー歯 磨 株 式 会 社 営 繕 課

日 建 段 計 工 務 株 式 会 社

監 理 サンスヲ ー歯 磨 株 式 会 社 営 繕

施 工 主 体 工事 蒲 水 越 怨 株 式 会 社

附帯工

衛 生

換気工事 須 賀 工 業 株 式 会 社

電気工事 近畿電気工事株式会社

17 



位 計 者 の こ と ほ 一意匠についてー

当工場 ｉｴ 規模設備て ｾＧＡＮＡＮｈｬ 下ーであり ， 世界でも

珍らしいチューブ小らf Hf将までの ｬＧｩｬＧｉ Ｇￍｾ＠ 1: ｦｾ＠

をも ってしる。

，Ｚｾ，ｩｉにあたってはとくに機能 上 と地ｽＨｩ ｊ の ， 号 ｬ 直

から点州に約2∞米におよ ぶ長L、が '"1とな った。

平 ｬ 制的にーみから容 ［ｭ 製造 工犯 として ， 百 ＡｾＧｦ ，

l正延，打t' ， プ ν スIftl 工，内面塗装 ，rotJ ｉｾｉｊ ， と

いう流れがあり ， 立体的に上から業 Ｑ 刊現 ［ｦｩｊｾｦￆ

として薬剤調合. Ａｬｾ 漫 ｮ 装置を通る流れがあ

り，その交点に自動注入，包誌などがある 。 こ

の流れにモって見学 E 通路を配した; l I 融l となっ

た。

なお 7階H l の部分は外装を長パ鉄竹 J { 悼式アノレ

ミナベイント塗と L ，食堂の屈服の折 If I i 悌治と

ともに長トHl 物のーつのT タセソトとして J[X扱

った。

右 南 面 図

下 1 階 平 面

股 計 監 理 者 の こ と は

lcUJ) の平市計画lについて問題点を列，むすると

( 1 )  ｴｕ ｕ ｊ をどれだけにするかに つ ト て ， 全体のｴＺｦｾ ， 邑Ｚ世機械 のノ ｫ さ ｦｪ 励半 ｩｾ ， 両刷になる

ため悦治上のmJ 題等を 考慮し て，少々狭い去らいがあ ったが一九、 5 Mと決定したニと。

( 2  Ｉ師寺尚に つ い てけ比三 ［＼ｭ ギ ｡ ラリーを ｊ 立けるＺｩ￫必 止 と ＺＧｗｬ の ｉｾＺｊ 凶も号えて ， 制 ｩ 監部分以外

的作業部分をすべて ＵＮＵ ｍ とし ， その 他 の創業部分ｾ ，t. I1Yt) j_] _I ・の，山も あって 門業に Ji. l 少必要な川

さに決定したこと 。

( 3  Ｉ見学通路については民近の新しいコ劫に所々比られるように ｗ ｾ ，ｾ のＡｦｴ￭ ｾ誌 になら山ため

と ， 全体がよく比渡せるＱ］ｊＨ Ｑｾ で ｉｾｉ 2階，'1'  3慨にし和も南側のキャシティレバーの{ 部分 IこE没げ

たこと。これは併せて夏季の出射円光を遮蔽する小、をJU! 侍したこと。

( 4  ) 金属Ml 料関係部分については，とくに溶解がの関係上換気を ifi 1J l して鉄1' ( ス ν ートとし

Tニこと 。

( 5  ) 倉山部分につトても副資材はすべて 1'1'::1';平面j を避けて，¥， 2 階 ・出 3 隣部分 v二ギ 4 ラ 3 ー

をつけて，そこがらコムベアーその他で下の作業 lui に送り込む}i 式をtll 則したニと 。 また ftH去

の， ｮｾ ｬ ， の ＯＱｉ ＨＮ［ｪ 口を信端部にも って企てｬＺＢ ｦ 付の 搬入 との混乱を避けたこと。

( 6  ) 音響の関係についてはプレス陵等の皿機械の 7T符が心配であったが，車tz 却i は系外; ( にな

らない脱皮で済んだこと 。食堂の折紙鼠胤にしても 1:1: 上材トム ν y タスの成紛がよ いのが良針

な状況である。

( 7 ) 拓! 利厚生部分として食堂，/JI ! i i 配』車五( 給食関係) ，浴室，洗湘'ii'f ，小泉会五( 米初出

当) 士事でいつれも皆評判がよいことは設計円としてもうれしいこ とである。

以よ大略を列記したわけであるが，細部にわたってはまだj ;lJ らぬ点が所々あり ，もって後'γ

のためとしたいと思う。 (33. 12. 15.  世ンスター酎If!i K K ｽＮＧｩｩ ｉ ｴＮＴＡ ｉｙ ｊ， ｉｾＩ＠

LJJ 11 1111子!と:: ;i!??T111:11日】

' L. _. _ー」乙一一2 .oM

L 工 場 2. 別，lJ1合W 3.  }I;( 料U' }，I'， 4 ホ ノレ 5. 機 同 宣 6. ｾｊ＠ h V C  7. k  f W C  

8. 調 介 五 9.  IJI !i} 10. 食 虫 11. 洗 溜 主 12. 位 煉 京 13.  53 1- 浴五 14.  ! ( 子浴室

15. 塗 技 16. 工 作 宝 J  7. i'セ 鈍 出 18. 溶解工劫 19. >>をり廊下
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チ ンス ター歯 磨 株 式 会 社

大阪工場

位 置 大 阪 府 高 槻 市 芥 川 10 7 1の l

工 期 昭和32年 l 月 ~ 昭 和33年 3 月

構造大要 鉄筋ヨン夕日- f 造 地 上 7 階

鉄 骨 造 地上 l 附

敷I由fflih'l 7  3， 9  7  3.  4  2 4 m
2  

ｾ稿 ｔｦｬｩｴｬｬ 4， 4  0  4. 0  4  3  m"  

延 1M 111 1  1， g  6  9.  2  2 9 m 2  

内，)< (.-j>: 1:場) 1附 4， 4  0  4. 0  4  3  m "  

中2 隣 1， 2  5  7. 1  0  9  m
2  

2 陪 2， 6  4  6.  0  9 4 m2  

中 3 附 1， 0  2  O. 3  1 5 m "  

3 隣 7  1  5.  3  5  0  m "  

4 11!'i 6  5  5.  1  4  6  m "  

5 1l¥守 5 0 8.  7 0 3  m"  

6 陪 5 0  8.  7  0  3  m"  

7 r1.'i 1 5 3. 7 6 6 m"  

合計 1  1， 8  6  9.  2  2 9 m "  

{ 溶解工場) 1， 0  1  5. 0 0 0  m "  

{J 上概要 外 装 噌 色 モ ル タ ル 吹 付

長尺鉄板卦アルミナ

ペイント

波' 1' 1ス ν ート

足 恨 アスフプ ノレ 十日'i l/( 豆

砂利コ Y クリート

砂 付 ノレ ーフバ γ グ

法 相 ス レ ー ト

i句史 作J控室 j革 ピニラート及

コy クリート打放し

rl 川、 モ，レタノレベ γ キ

腰 モルタノレベンキ

壁，天 井 プ ラ ス タ -

ｾ 只内 外 共 スチー，レナ νν

ドアー及木製サァ V

ドアー

施 工 者 の こ と ば

ナシスター附熔 株式会判n槻工場新築ユ τFの施工に際しとくに参考 となる 'If耳i も二与えられませ

んが ， 二三感じた ｾｴ を述、べさせて い ただまます。

ごみ知のごとく ｬ［［ ｪ 槻 地区 新 工 場 地帯 Ｑ Ｑ 問 先ｬｉ ｾｬｬ 立 地 にて ， 当工場敷 地 も附近の ＱＱＱ 土を用立てたも

のにて，その土質が粘土11 1土のため吸水性なく 一 円降雨があれば各所に水市1りを生じ ， トラッ

クの迎行不能となり 械めて難渋を宕たして ')1進 捗上; W1i¥" に苦労を味わい ました。

従つで Ｑｦ ｈ 品 ｾｉ ｛ 良型 ｆ もプノレトーずーを 使 ｊｬ ｊｃ 、 たし宣したが ， 土 質 の関 係上 ｦ 提唱がＺｉＡｪ < ，わけ E も

降雨の¥"- 11 はしばしば. i l l i 転不能となり ，復111に時 II lJ と11" /1)を貸 しました。

ニの状態はJ : ' )l竣工時 まて寸':!j 統L - ， ｙ ｩ 材 辿搬ト ラ γ クの 轍 のため ｾ Ａｕ 血 全般にわた ってプノシ トー

ずーにて政均しを胞1 ーする 状態でした。

与えるに ，今少し砂泌 りの 111- 1 : ならばかかる昨労もなかったものと! よl われました 。

kJ l物の特長としては，桁行止が畏く ，r.:; 低が多く ，かっ階段，ギ十ラ日一等の筒所が見l 慨を側

めたるため ， 胞 ｊ 上の 寸 法 Ａ 日 Ｉ ｩ 主等な占ょうＧｩ ｩｾ にむを ｽｉｈ ‘ました島 ｩＱ ＡｬＡ Ｎ 所 ｊｾｉ の ｮｲ 内を ｩ 生成し向

たことを再ばしく忠、っ 7 おります。

とくに食堂の折面，屋轟i 施] に際して I t ，今までに例の少ない情造とかつ相吋に坪数 (640 平

米Ｉがあるため ， 車 Ｑｩ 々研究し ， 仮枠ｾ情にけとくに ｩ むを用い ， 政小の材料で充分なる成果を Ｑｾｽ

たものと止川、ます。

なお本工事はあらゆる点で不急不要費沢なる面を考慮の上，実質的に建設された雄物にて，例

え1;[ ，1干階床面のm要ならさる簡所はすべてコ y ク9 ート打股し鰻押え仕上とし ， ＺＨｴＯｩｬｬｾ宇も天

井! 理ともコンクリ - f 打設しのままです。

ただ L 製品( 1 上宅，包装宅等は実に立派なi ! 上げにて，見る人をして好感をうえられるもので

す。

以上ただ感じたままにて 繰 りな い 氾述となりましたが ， 同鉄 幹 線に沿 ＱＮ Ｇｮ 州、る近 代 的 ｬＩＡＩ をｾ

ｮ された ， サシスターＨＡｩｬｦＡｩ 輔 、式会 ｾＡ のこ・ｩｴＺ耐 ｬ に対し敬む脅去しますとともに ， ｴｉ のご附ハを 祈

ってやみ 主せ止 。

昭和33年 12月 hT水処設i't 式会社大阪支! 占 悶 ｾ＠ lf1 PI! 

上 溶解工場ライトゲーヂトラス

左 折 面 構 造 部 分 配筋

一一ー 構 造 に つ い て ( 3 つの特色〕一一

1. 折前橋足iーー食吹田i分ωOm:J のF;{ 艇をス

パ γ 20 mの '1¥純なコ γ 夕日ート折而lでt' i J i ' <し亡

い る 。 比較的純コ千 ｾ ｾｪ ， かつ絞済 Ｈ ｉ Ｇｊ ， ま十む庇

的に見て特長のあるｾ物と ト う ｩ Ｇｾ［ｒ をある ｴ Ｇｩ ｬＨ｛

i前している。

2.  エ干スノミン ν ョンジ可イ Y ト一一一コ γ ク

日ート治 l1! 分全民 159 mノィヱキメパ γ ν a - ; / v

司 -1 y トで ， 2 つのゾロ γ クに分けて トる。こ

のためジョイント部分 IJ . 税白ーかなり !11 l いていて

ｾ 物全体として収縮ＮＩＧ )"t つらしトむのはほと ん

ど見あたらない。

3.  ライトゲーデスチールーーー溶解工場 1120

m
2

はすべてライトグーヂで博成している 。設

計に当ってはとくに株主1にもr( ，I.' . i ，をお .... '" ， . J i {線全

体を通風孔とする特y，のmi 古を深川l したが，そ

の結集はかなりの効 '-" を 1:1/ てL 、る。

! 日後に. . 1- ＯＧ［ぇタ一件 ｩｬｲｾ の ｭ 再 ｊＧ ｉ Ａｉｂ ｩｉ ｜ｈＺ はじめみ

なさまのこ:l i ' t ' 阜に深 O s . : l l いたし主す。

33. 12. 15  日建 中 村叩ー ， 川村政尖 ｾ￨
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玄関ホー ｊｾ

役 員 室

20 

，、 西 日 木 精 工 株 式 会 社

本館 ・研 l蒋工場

段計施工 大 成 建 段 株 式 会 社 大 阪 支 応

，［ｾ， ｩｬｪｬｬＮ＠ "i 縦 dl'I ，i 1:: )、，件 久1111公 ， JI J下 一

( 構造) Ji J下制! j I ，j'i 川 'i1・11'(

l立 iJI 大 i l' i[ j 架 i l' JJ ，' i 凪町

'!l' U也Jf，ifli 1  5， 8  0  0  Ii 

1: 11: 情 込

_，j，: 肯ff 鉄筋ヲシ夕日- ｾ＠ j i.] .  f也上 2

隣i . l !

日fl i! J )J J  外 ｉ ｜ｾ ， 鉄筋コン ク ＧＱ ー ト

独立 t HHr鉄 筋 汁 ン ジ リ ー ト

ｉ［ ｬ ｬ ｦＡ鉄 ＱＧ ＱＮ ｬｴ ｾ ク リンプ網 Ｈￌ ｊ ｉ￬Ｇ［虫

筋人) 1的

ジマットク ｾｊ - ｾ打干ｩＨｩＮｬＡ

. i j ! 喰而fi I 1  陪 1. 2 7 2 11'. 

r!1 2 附 ( ギ 竺ラリ ー) 6  2  l'j'. 

2 隣 2 9  1  Ii 

{ t  ，ir 1. 6  2  5  Ii 

外間; ( I : J : 性相 J土明 モ ル タノ 塗 サ γ ゾール

n Hj"fJ上一間; 2丁掛タ

/ . ) レ IL¥

生n J.¥ ス チ ー ル サ γ ジコ ， ド

アー ， i / 々フター ， オ

イノレベン 刊 I: J

ヴロァク 1/1}. え下問 プ レ t ベスト

づ' / ｾ＠ ｾｊ ートヰ Ｒ

内問;(1: 1:  

(  J  

腰 モ ル タル 絞 日 上 ， オイ ノレ

ベ ン キ

ｉｾＧ 警 Ｈｊ .1と )  ; /ト' 1}，: H  (1; 1:  

y、; 1 ノ' j ( f l ベ ン キ 吹 1-1" (1;  1  

(-!-Hf ，;'，Nil  給 排 水 ， 衛 生 ， j ( J 軒， fU'，(， 代

JJ} ， fl 降険 l: ・J'

工 期 ＱｾＱＱＱＱ ＳＲ 年 Ｓ 月 ｾ 昭和 ＳＲ 年 ＱＱ 月



西 日 本 精 工 株 式 会 社

本館 ・研磨工場

f ，・

、

段 骨+ 者 と し て の こ と ば

遊覧船で，石lli から浜大I"i 'に/Iij って I J. lr海道本

線瀬 111の鉄備をt)，けると; f i/i! にfL i ぐ比えるのが

このjJ! 物であります。ー般の工場と見り事務所

と述統して - ('j した外観をj j ! f り 1，げるところに

造型的低労があったのて' すが，さっ l - f りした外

観は労働する 人 々へ安定した ｪ ｾｩｗ がでまるＵ＾閲

% を造っていることと止礼、ます。彩光換気およ

びｾ線 ｾ ｉ 聞には工助長の御 ｩｴ 窓もあり充分な Ｑ 没

計配l置をされている机りです。とくに構造計算

上難点であったのは，鉄筋コンクリート造 2 階

jJ! 本的に接続する 49mx 66m ( 1，∞0坪) のフ

ラット昆線の工場で，被械配置の関係上柱をな

るべく少くとの要求により ，それぞれ l l m. 12m

のスパンにしたことであります。 階日もかなり

/.1; ¥.、ので鉛位向置と地震力をとくに 写I置に 入

れ，でまるだけ事Hi l にするため主体を鉄1' rt 1' l 造

に，尽根版 It 関西でmめての " J ) レ- f l ; / ユe 法に

よる 4cm l早の V 冒ツ トタリート版とし ，7 7.  

7 7 /レト防ノ比例のよにアノレ 1 ン fJ 上 をしまし

た。 12mの栄1111に小5誌を 2 本入れ，そのIlI jにE

ＧｬＧ ｬｾｪＢ ｬＮを仮枠パヰ、 ｊ レに合せて ， 4 尺ピ ';J j に配

列しました。スハンの大企いため，同11性の少し

鋭、1' tの大栄小! 震と ffj J，l .の 鎗 み が 探 偵 さ れ て，

l l mx 12 m版の中央部て' はかなり大企な銭み

を生じ ，フラット} 五l lf l として採川されたJ j l . 1*排

ノ主に支障がe E ずる懸念もありましたが，完成後

においては計算上ll J られた数値 よりも 遥かに少

L 、挑み L 'I>.e E じない結集を得ました。

また E X P A NSIO N J O INT も問題にな

りましたが，鉄筋コソタ Hート itt とのt長続出lに

お い て ， 鉄 ｦ ｬ ＭＭＩＺｾ 程をコンクリート柱にピ ｹ 接合

として鉄1't : i 巡と鉄筋コンクリート造の 1111に沼田h

時の違和を調節するに止め宜した。
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階 平 面 図

IL_一..l4R

2. 応 姥 " I { 3. 詰: Ill 便 所

5.  IJJ 子 使 ifr 6. 湯 沸 地

8.  :1:1崎市務所

1. 玄関ホール

4. 女 子 使 所

7. I : 場

• 
/  

• • .  

• .  • • 
11 

• • • 
.  " ・

.  .  

1  

2 階 平 面 図 3. ｾｉ＠ 長応援宅

6. Yll 務ヨド.

9. 洗 fm i9i 

12. 魁 胞
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it't ノ主 TIi iJ'< JII 

本 J: J時 お よ び 'JI 務 所

鉄 tl 浩平安jJ! 一部割、竹鉄筋コンク

リート」也

Ｒ ｾ 守挫 同県長尺ア ルミ ニューム

伊{ 瓦持H

延面的 6.  9 6 3  m"  

附 属 ' ま

，1: 1 ラ一本 鉄竹治 96111" 

':I'ito9i 鉄筋- : 1 : ; / グリート

浩 140m"

他 にＱＧ Ｑ 転 車 ｊｯｉｩ Ｎ 同 ｾｾｊｾ 情 ， 対 ｩ ｊｩ 司 Ｕ

Ｉｾ ｊ＠ II I{ Tll 3  2  ｾド ｉ )J .， J: 

IIH Tll 3  2 年 5 )J 崎 1:

位

井t

。
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ド

t

H

y
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清 水 建 役 株 式 会 社
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!日; ムロ

イ立 1u: 名古1 _11 市 東 区 大 苛 mr この聯合紙日刊のrlt 水 ・名古底工場の主主物 ( ;t，

本 ユ !!J 以 規

o、竹泊三1三家! . l ! 鋸底機長尺鉄
トワれも延7，∞O m"を際単としてL 、る。! . l !

品iii

f正 器 ・名 古 屋 工 場 延岡叶"1 6， 4  1 0 m"  

物のー端小らbit 紙 が人 るとあとはコ y ベヤ

阿J E見 !ぷ"  規 {$¥ 

段 計 東 畑 建 築 事 務 所

事 務 所 収 iil 鉄 廿 治 430m"

施 エ 清 水 建 股 株 式 会 社 守衛所 鉄筋コンクリート造

にのって段ボールとなり裁断， 印刷されて

170 m
2  

他 に 自 転 車 W，ノK 柵窃:
別 の 端 か ら パ ッ 有 ン グ 7 - ; 7. . となって /JJ

ユニ WI H日高1 3 3 if 1 2 月 ｩＡ ｾｦ＠ ヨ二

附 品13  4  il' 4 月 竣 工 予 定 てくる工場である。

θ  
o  10 20 羽 紛 嗣

1. '.j 神'j J9i 2.  'I( . f 賀会i

4. 民 衣 室 5. 浴 室

7 本 工 場 8.  bit 紙 倉 Jil _t 9. ｾｬＡ＠ 5t ｾ＠ 10. J :  1' 1 五 11. 蒸気発生機宝 12.  i出

3.  ， 試 験 出

6 食 堂

13 正 門

14 自転車 置場
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ロ ー カ ル カ ラ ー

ー 飛丸 ・ ＨＱ 鳳 ・ 奈良の時代を通じ ， 大和ではｾ ｾ 地その他

の［ｲ ｩ Ｍｩ￭Ｇｩｾ造物にしばしば松布引がＱｊｬＮＡ ｊｔｊ され ， 現 ｩζ 法隆奇

の金古ｾ Ｎ 五ＧｂＺ地の Ｉｉｾ 檀，東院長 ｆ 般の八 ｦ ｌｪ 仏 ｉ 立にもそれか

のこっている 。 乙れは破璃'l'l 集! >l ! 縦Jj ( 穴 で 忍GJ ，成山系の

一上( ふたかみ) 山が産地とな っている 。但馬の玄武洞

といえば，かの夫司王な節酒! のある/、f( j 村: をすぐに恕起す

る。撤撹玄式忠の一種でプロ ック 1( ' ，甲l裂する特質をも っ

ている 。械的温泉町を貫流する大鈴川は li l繁華街の桜，

新 繁 信 街 の 柳 と も に 四 季 そ れ ぞ れ の 景 観 を 添 え て い る

が， ζ のi: f l ( 域中約1200米の護岸T i 垣が北但震災後全部乙

の玄式先で築造された。料iJJ1の/ 、角形の一辺が流心側に

みえる特徴ある石毛!i で 旅行者にもすぐ1 ( . それと気がつ

く 。 ｉ ｊ￭ｪｾ 己の必苔石 といい， 乙の玄式れといい ， ともに川

途 lζ 対 し て は 必 ず し も 最 適 の 娃 築 資 材 と は い い が た い

が， その地 ) j rft. 資材を活用してえli 搬伐とかl工伐とを低白石

にあげ， しかも豊かな地方色をみせてくれる 。 (YK)

公 害 と 建 築 と

liill)) ょ11の経世l 古の追放は見中 lζ 成功した。響笛がなく

な ったからとい って街頭に充満する白 Jl レベルそのもの

は， ｾｾｾ ｧ［ｍｴ｣ 減 少したのではないけれども ， 不愉快な符 ｦ む

が i成ったのだから湘飲が下る 。駁i "'dW. t l ニは紡についたば

かりだが，初I r! J の駁音追放には祁虫がj!j てる 。

次1 ( . 大きなl I ¥j 組は煤煙防止である 。

煤灼! 防止は大気汚染対策の大きな部分を占めている 。

大気汚染 (A ir Pol luti on) は段近位!N的な問題 として，

仏l珂は新しく研究段階lζ 入 っ て い る し ，最近米国から

[" INT E R NA TI ON A L  J OUR NA L  O F  Ai r  Pol l ut i onJ な

る維誌が発刊された。

Ｚ煤￬Ａｴ似以ｾ日拡ｾよ ｵ 川訓 ｾｩ州州 ｩｖＡ引＿型刊 Ｑリｼ防 ｹ山 ｉｪ｟凡Ｎｬ止 ｬ

うμ<¥よりも7汚5染されていたなんて乙とがfれlヒA 々 lκζ してある 。

i故l泣止j近丘λ火:1阪以 1リ市li が」μ4イ休本策を品紛紋!見点i主iつていると 11山l片川，1くが， l' 品dζ 、円をね

た迎! fYJ で諸手を挙げて賛成したい。

以上は主主築家 にとってうえんにたえない 。箇々の泌物

を設，11ーするに当 って線源的になくな れば， もうそれらの

対策については教えなくともよい。金をかけた建築もか

24 けない辿築も一様 K 騒音， 煤灼! から IJ 月以されるのであ

る。 (TR)

‘ '  

‘  r  

建 物 の 取 壊 し 工

建物の取法i しについては ー般の関心 が i速いのも尤もだ

が， とれまた主要な分野であると考えたい。

乙の作業は普通，安定の状態から不安定へと進められ

るもので，(i :I] t ' 丸子高下等がその主流となるから狭隙なr ! i

街地ではー l門j白書、を伴い易く知事業となる乙とも多い。

またその後に新築工事が予想されることが多いので，正

月i も工1'1も 一段ときりつめたいのが当然となる 。

乙うした厄介な条件を充すような機械部以の改良，考

案や合理的経済的な取壊し工法の工夫，研究が望ましい

ものである 。

何故なれば九郎市』 ζ は取と起し行業の図矧さや，ユ ｾＮＱＧ ｩＮ

カ112む乙となどの] : 1 J l 由から，取壊しが時総されて} 氏自さ

れているｾ物や ， やむなく応急修却して使 ｊｔ ｊ している袈

L1必、建物が京外あるよ うであるし，それにもまして U4:

の都市計阻iはその災施 lζ 当 ってはまづ建物の取壊しから

始めなければならないのが実状だろうから 。 (Gy )

安 全 と 強 制

安全五 ｬｩ 動の ｩ 丹波さにかかわらず‘上総工事場の死亡 ｾ ｍ Ｖ｣

一一 保護 ｉｾｩｬ を被るという簡単な対策だけで防止できたと

思われるものも合めてーーはなかなか減少しない。[ "工

事場内が保設中iiを被 っていない ζ とを 発見 された 11寺は懲

役一 i f l C処す」 一 一あらゆる安全対策にすべて乙の磁の

ヲ! 則をつけたら，とヨ5・えたくな ってくる 。

か つ て ｲｬ Ｇ ｉｉｾＱ 乙 蚊や蝿 がいなくな っ た ＱＱ 寺 ， その方法を憶

￰ ｛ｬ ｊ して種々の議論がなされた 。 中Ｉｾがこんな方法を探 っ

たとはいわないが，蚊，蝿の発見から 100m平方内の住

民はすべて' I i :労働何年かlζ 処せられる乙とにしたら ， 日

本でも ←イ| 以内 IC! 紋，出品の大、「は駆逐できるだろう 。

しかし: b: +;'li 助の終}nJ 目標と JI 民:¥"1主議の J I人 I: .:WI とは

あまりにもうらはらのものだ。功をいそぐととなく ，勤

労 者一人ー人の 1"I :1' t l ( . 基く若笑な安全迎lfYJ を今年も辛抱

iJrti くつみi T i : ねてゆきたい。 ( TH)
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P C 構 造 特 集

プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト の 建 築 へ の 応 用 例

河

刀く

. A.  

ロ

回

11 ，. . f ，; におけるプレストレス トコンク リー ト構造は橋梁

では鋼構造や R. C.  ;構造を凌駕するほど』ζ 発展してきま

したが，主II 築関係でもようやく試験時代を脱して乙乙数

年の間I C . 種々 の実施例が出現するにいたりました。

その特徴利点も ，これからの発展途上でさらに種々と

見出され利用されてゆ くでしょうが，いままでの実施，

ii"l' i函の伊lから見てつぎのような点が採用の理由になって

いるようです。

1. 大スパンあるいは大きな荷重を要求されて R.

C 構造では困難か不利となる場合。

2 .  現場外での部材製作をあらかじめ行うことによ

り，現湯での作業期間を短縮できて有利になる甥合

3.  鉄骨に耐火被僚を施す構造等に絞べて安いコスト

で耐震耐火構造が得られるため。

4.  同ーの条件の下で R. C.  tr . 較べて，重量を軽く ，

あるいはメンバーを小さくまたは薄くできる ζ と。

以上のような乙とですが， 巧 Ir. 現場打コンクリ ー トと絡

み合わせると十分 R. C. 構造と引き合うコストでできる

とJAいます。

耐火性能についても，在来プレストレスト板( スラブ，

J レーパ一等) の試験から誤解されている方もあります

が，ｗｩ［ 色村 ｖｗｉ してはｾ 研に依頼した試験 で所ｾ 耐火被

綴 6 c mとt 、つ結果があり， 乙u は品計上困難なし札とる

乙とのできる債です。

以下Ir. オリエンタ J レコンクリート K . K. でぷ，;1-胞工し

た例を初期の簡単なものから最近まで数例について紹介

.f! s  

憲 男

してみます。

(  1  ) 霞ヶ関電話局玄関庇 ( 1956年Q ，東京)

設計の動機は庇を片持で長く薄く出したいとい う乙 と

でした。( 写点 1，2 ; 図 1 参照)

ζ れは現場で足場を組み場所打コンクリートとしたも

ので，梁には 5 mm12 本引きの P. C . 銅線 1 ケープルで

プレス トレスを与え，様方向にも庇鼻を緊張してあって

亀裂は生じていないよ うです。

このよ うな片持梁ある いは単純梁で，曲げモーメン ト

の方向が一定の場合は P. C. の構造としては最も有利な

状態で， プレス トレスの偏心を大きくとるととができ，

乙の場合でも 4. 94 mの片持案付根で染高 4 0 c mで納っ て

います。

( 2) 都庁舎渡廊下 ( 1956 年 8 月，東京)

人と車の動線を分けるための渡廊下の下を自動車が自

由に通れるために柱列の中の 1 列を除いても桁高はもと

のまま低くしたいという理由で， P. C. 構造を，とくに

Ｒ 次応力を避ける目的で坂先 生 ｾ ＱＵ ・ Ｒ 長の ｐＮ C .  $剣持 。1 吋

による 2 段緊張の方法を使用しました。( 写点 3，4 ; 図

2 参照)

ヌ2は℃場で製作，プレス トレ スを 17えて迩搬し，現場

ではilll 搬車から 3 屯の クレ ーンカーで直接支持台上に据

えられ， P.  C. 鋼棒をカップラーで後続し白地を打っ て

接続郎のフ。レス 卜レッシングまで現協の工Jtj は 1 週間ほ

どで終りました。

25 
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図 3写真 5

ミ ツ ワ 石 鹸 工 場

写真 7写真 6

るようにしてあり， 水平荷量は張関方向は両妾 R. C.  

耐震壁!C 8096 ほどを，桁行方向は P. C . 筋違lζ 60 %

ほどを負鼠させてあります。

P.  C . 筋j / j Aは筋i主部のコンクリートにプレストレスを

与える乙とにより，引張力を受けてもラーメン材と同

じ開性的変形をするように考えたものです。

t i e-bar もP. C. 部材とすること κ より，大きな変形な

しに必要な引張力を保つようにしてあります。

2 階床は R. C. 場所打，屋根スラプは R. C . プレキャ

ス ト版の上アスフア ルト |妨水。

部材集量生は 17屯ガイデリックで行い，足場lよ各位の周り

に柱梁接合部作業用 として設けただけで， 2 階床 R. C.  

場J. 9i}Tの仮枠も支持七百匁材を P. C. 梁の下フランデ』ζ 載

せかけて取付けたので，サポー トを要しませんでした。

27 

( 3) ミツワ石鹸工場 ( 1957 年 1 月- 4月 ，東京都)

建築面積 196. 2 坪， 柱，梁，小梁， 桁，繋梁，プレス

延 面 積 392 .4 坪， トレスト

コンクリ ー ト造 2 階建

i ) 階下は流れ作業の石鹸の成型機械， 階上は同 じく 包

装機械が据えられるため，室内の柱を除 く乙とが非

常lζ 有利となる乙と。

ii ) 在来の工場を解体してその跡に新工場を II て る の

で，現場での工事;Ilj J聞が短くかぎられたこと。

iii ) 鉄骨造耐火被覆とする設計 κ 較べて P . C 構造の方-

が低コストであった。

以上のよ うな理由ではじめてヨーメ ン構造の P. C. 姥築

が実現したものです。( 写真 5，6， 7 ; 図 3 参照) ・

［訂 ｼ ー概ｾ

常時荷重は張間， 桁行方向とも P. C_ ラーメンで受け
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平 曲i 凶

耐 風 材

凶 4 西 鉄 香 椎 花 園 温 室 骨 組

y  



( 4) 西鉄香椎花園温室骨組 ( 1958 年 9 月，福岡)

福岡市近郊の植物園の熱帯植物用温室の骨組lζ P. C. 三

鮫アーチを使用した例です。

鉄骨造 IC比較して，断面が簡明で内観がす っき りする乙

と， 1略目ーによる |妨鋳の心配がな く， 保全 {ζ 使平11であると

いうことの理由で P. C . 造 とな ったようです。 工期， コ

スト lζ 関しては両構造とも同程度 と思われます。( 写ょ・1

8， 9， 10; 図 4 参照)

設計要旨を少し詳しく記してみます。

材料強度

コン ク リート P.C . ポステン材 F  2  8  =  400kg/
c m

O  

P.C . プレテン材 500 11 

R 目 C. 基礎 120 11 

P.C . 銅線 神5 mm 世2. 9 mm 

引張強度 5仰 = 16 ，500
kg/cmo  19 ，500 11 

降 伏 点 Opy = 14 ，500 11 16 ，500 11 

有 効 01>6 =  9 ，000 11 10，500 11 

A. 常時荷重

自重 W o =O. l 92 11m 

屋i根，ア ンクツレ母屋ピニライト葺 W 1= 0 . 027 11m2  

繋梁 P = 0. 48 I  

。. アーチの常時荷重による各部1111げモーメントお

よび軸方|句力は図 5 (0) のようになる。

b.  プレ λ トレッ シン グには P.C 銅線 。5 mm 124ド

米を 1 ケープ J レ伎川した。

有効緊張力 p . =21 目 2 I  

PI. 0  PI .  1  Pt. 2  PI 目 3 PI .  4  

偏心 e (cm)  0  2  5  5  0  

各点のプレス トレスによる l出げモーメン トおよび

軸方向力は図 5 ( b) のように なる。

c. プレストレス+ 常時荷重応力( 圧縮+ ，引張 ー)

ブレストレス|  常 時 荷 邸 力 |合 計ｼ ト川 ＱＶｾＺｾ ｾ ｭＺｾ I  o'  - D .  _  1 .  N .  M I  

元 ヲ I oC= A : % : Y  I  6cp+ 6c  

P t. 0  ! f奇I + 26. 5  I  + 57. 3 I  + 83. 8 

I ' ，u I  11 I  11 I 必

Pt. 1 幸;
+  6. 6 + J 5. 5 + 22. J  

+ 46.4 - 6.7  + 39. 3 

Pt . 2 幸;
+  6. 6 + J 4. J  + 20. 7 

+ 46.4 - 8. 7 + 37. 7 

Pt . 3 幸;
十19. 5 +  1. 6  + 21. 1  

+ 33.5  ト1. 0 + 34 .5 

Pt . 4 上汐 + 26.5 +  1. 2  + 27.7  

下グ / 1 

"  
/ 1 

B. 短期荷重

短期荷重としては風荷重が決定的である。

正面 W 四 = 0. l Ol / m2

背面 0 . 05 

P . L  

IIt 'T't -川、 車砲才向』

(t，.民) ＯＢヴｾ (t )  

， I  

I'l斗 3 2 1
0

1 2.. 3 4

( b)  
図 5

rt .4  3  2  1  0  I  2  :J 4-

( a)  

凡j f . .

2.守宮

l吐<1 3 2 1 0 1 2 3 4 Pt . 4  3  ;z. L  0  I  2. i1 q. 

図 B
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|Nω 1  3.49  1  

ｾ＠

ｾ＠
E  

ぉ「3 2-

Pt. 2 己ュl

INω |  

Pt.  1  1 一一一 |

I  N  ( t )  1  

Pt. 3 について各安全率を検討するとつぎのようにな

ります。( 図 7 参照〉

疋の曲げモーメント l乙対して

P. C. 銅線 12 - 9 5 T  1  =At oJ ) V=2 .357 X  14 ，500 二.

= 34 ，200 kg 

鉄筋 5X 世13 T 2= A 2
osV= 1. 327 X  2 ，400 

= 15 ，950 kg 

T l ， T 2の合力 T = 5 0 ， 150 kg 

T の上縁からの距離 d= 2 7 . 8  c m 

圧縮部背 a = T j b・F 2s =50 ，150/20 X 400

= 6. 3c m (b : 部材巾)

応力中心距離 j  =， d  - a/ 2  = 24 .7 c m 

曲げ破壊抵抗モ ーメント M R = T ・j = 12 . 4t m

きれつモーメントの計算にはコンクリート引張強度を

50 kgj cm2
とし簡単に弾性変形すると考えると断面係

数 Z = 5 ，330 c m3
であるから，

M = ( 33. 5 + 50)  Z = 446 ，000 kg. c m 

安全率はおのおの

F n ー 抵抗モーメン卜 12. 4 

一 =一一一一= 2 1. 0> 2 . 0

長期設計モーメント 0. 59 

F n' '='  抵抗モーメント ］ｾ＠
一 一一一一ー= 2. 8> 1.4  

きれつモーメント 4. 46 

F n" =  抵抗モーメント 12. 4 

= 一一一= 1. 46> 1. 2  

( ' . 常時+ 風) 荷重モーメント 8. 50  

各点について 土曲 げモーメントに対して同様な検討を

する。

三銭アーチでは常時荷重ではほとんど l出げモーメント

を生じないのが普通であって， F J l の検討は不玄1とな

る。

b.  7 ーチに iflflJ 方向はラ ーメンとして目指算してあります。風圧によ

る幽げモーメント，軸力 ， ｾ断力は図 Ｘ の とおりです。

( 図 8，図 9 ( a) ， ( b) 診照)

柱 M =2. 79t m

P. C. 銅線 12 - qS 5 T 1= A l  ' 1)v=34，2∞k g  

鉄筋 4 - qS 13 T o=A o  S叩 = 12，750 k g  

合ブ'J T = T ，+ T 2=46，950kg 

合力から上級まで d=11. 3  c m 

献 の 影 響 を 糊 す る と 鴎 鮒 は F d r 2 9 c m

応力中心距舵 j = d- a/2=9. 8 c m 

抵抗モーメント MR = T' j = 4 ω t m 

f n' =4 ω/ 2. 79=1. 65>1. 2  

m M = 3. 53t m 

P .C . 鋼紙112一世 5 T ， = 34，200 kg  

鉄筋 2X 世13 T 2= 6，375 kg  

イ' ;;J T = T ， + T o=40. 575 k g  

合力から上総まで d=22 .4 c m 

コンヲリート圧縮部背 a=  T /b. Fos =5.1 c m 

応力中心距般 j = d- a/2= 19.8 c m 

抵抗モーメント MR = T.j = 8. 03 t m 

f n" =8.03/3. 53= 2. 27>1.2 
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施工は現場附近で鵠材製作l乙約 1 月かかりましたが，

架設，部材取付は坊主丸太 2 本とかぐらさんだけで 17 日

関で終り非常:1乙手際よくいきました。

(筆者オリエンタルコンヲリ ート K K技術部)



D Y WI D A G 工 法

本文は，神奈川県相模湖嵐山橋の

架橋銭術指導のため来日した，ディ

ピダークネ士の技師l - I einz . Peter Schol z 

氏の話を筆者等がまとめたものであ

ります。

Dywidag 社は. 1865 1f .1乙カールスルーエで設立され，

当時は手練のコンクリ ー トを扱う工場でありましたが，

コンクリートの品質改良lζ 研究を積み重ね， 1873年にい

たりはじめて現場打のコンクリートを施工しました。 ζ

のζ ろには会社も発展し， カー J レスルーエの工場のほ

か. ヴ ィースパーデン. ニュウ J レンベルグ， ドレスデン

に三つの分工場を持つにいたりました。当時構築された

ものは煉瓦積支柱の上にコンクリート ・スラフーを打った

ものとか，水槽タンクのようなもので，配合はコンクリ

ート 1 m3  rt セメン卜 100 kg 程度のものでありました。

1880年には無筋コンクリ ートの橋をは じめて施工し.

1904年にはケンプテンに Fig. 1 の 65 .5 m の鉄道橋が施工

されました。 ζ の鉄道橋は現在も使用されております。

1907年には ドレスデンでアウグスト橋をつくりました。

19001p代に入りますと鉄筋コンクリートの橋ができてお

ります。すなわち 1903年にはパンベルク{ 乙鉄筋コンクリ

ー ト橋がつくられております。乙の乙ろから建築への応

用が考えられ， 1906年lζ はオぺノレの工場， 1909年ライプ

Fig. 1  

つ て

中 島 儀
八込

山
武**

チッヒの駅がつくられました。乙のライプチッヒの駅に

はスパン 35 m の祭がつかわれました。 乙の梁は工場で

実物大のものをつくり荷重試験をして採用されたもの

で，他社ではできなかったものです。 1912年スパン 65 m

の 100 年記念、堂 Fi g. 2 がプレスローに工期 15ヶ月でつ く

られました。これは惜しくも戦争で破壊されましたが，

ロー 7 のセントベ ータース寺院よりも，またノ f ンテオ ン

よりも大きなもので， ζ の建物の成否が会社の巡命を左

右するほどのものでした。乙の成功の後会社は非常に発

展し， 1909年を境[ζ して国外への進出をしました。すな

わちイタリーのヒユーメで長さ 312 mで24 ，000 トンの船

をつくり得る船台工事 Fig. 3 を施工し，同年アルゼンチ

ンでは長さ 2 15 m巾 42 m 水深 11. 5 m の乾ドックがつく

られました。 ζ の ドッ クには延長60 ，OOOmの鉄筋コン ク

リート杭と 200 ，000 m3 のコ ンク リー卜が使用されまし

t::_ 。

第一次大戦後にはどんどん発展して10位の支庖をもつ

にいたりました。 1922年カ ールツアイスと提携 して シヤ
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Fi g .  6  

!二み 官

Fi g .  2  

Fi g.  3  

ーレをつ くるようになりました。 ζ のシャ ーレはアイデ

イア はツアイスのパウア ースフェルト博士で. 当社のデ

イシ ンガ一博士が構造計算をしたものです。屋綴面積

1  m
2

当り 9 kg の鉄筋が格子に組んで使用されました。そ

の後，当社のフインスタ ーヴア J レダ一博士がシリンダー

シャー レ，あるいは鋸屋根のシャ ーレを考案しました。

シャー レがいかに経済的であるかはすでによくど存じと

思いますが. Fi g. 4 によっ て鋼材量を比較しますと，セ

ントピーター ( 上) 10 ，000 トン‘ 100年記念堂( 中) 1 ，500 

トン，シャ ーレ( 下) 330 トン， であります。シャーレ

の実施例をあげますと Fi g. 5 が1926年. フランクフル卜に

つ くられた青果市場で 1927 年にはライプチッヒに.

1937年にはケルンに Fi g. 6 の建物 ( 132 mx &7 m) がつく

られました。ブエノスアイレスでは 70 ，OOOm
2

の広大な

紡絞工場がこのツアイスーデイシンガーシャーレででき

てお ります。

1930 年代lζ はベルギーでアルパート迩河の 15. 5 km分

を分担し， 1 日 30 ，0 0 0 m3
の土を動かした乙ともありま

す。 1934年には 120 km分のアウトバーンの施工に当り.
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Fi g. 4  

Fi g.  7  

Fi g.  5  Fi g.  8  

乙れに伴うトンネ J レ，橋梁 も施工 しました。 1935年 lこは

テンペルホフ飛行場を， 1938 年 I L はハンフツレグの長さ

350 m 巾 6 0 m水深 14 . 5 mの乾ドックを錐工 しました。

第 2 次大戦後ドイツが二つに割れたため 3 支庖 4

出張所 2 工場を失う 乙と にな りましたが，西ドイツ内

の支出， 工場を再統合して 機械等を務備再出発 し ま し

た。これが現在のデイ ッカーホフウン トビッドマン ド1:で

あります。

P S コンクリ ー トの工法はいろいろありますが， デイ

ビダーク工法は，緊張された鋼棒がその緊張力を鋼棒の

末端で. 転造ねじによっ てコ ンクリ ー トに伝える方法で

あり，ほかの同様な方式のものと比較して適用範囲は広

く，プレストレスを コンクリ ー トに導入する方法の簡単

さと安全さとにおいてはるかK優秀な ものであります。

乙の工法ーは前述のどとく緊張体として向性能の鋼持勢

を用います。鋼持の末端はねじになっており，同じくね

じを具えたアンカ- Fi g. 7 !ζ よっ て コンクリート へ 緊張

Ｄ鋼陣直径は Ｑ Ｒｾ Ｒ Ｖｭｭ ， 引張強度 ｬ 主 Ｘ ＰｾＱ ＳＰ k g/ m m
2  

J・
マ

ア
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Fi g.  9  

Fi g .  10 

カを伝えます。また末端がねじになっているので. Fi g.8 

のようにカップラーの助けによって鋼棒の継足しが可能

となり ，希望の長さにするととができます。すなわち建

築物を部分的につくって逐次継足してゆく乙とが可能に

なります。鋼棒はプレストレス導入後，はじめて鏑棒と

シースの聞の空間がグラウチングされ，鋼棒とコンクリ

ー トの結合がなされます。 Fi g. g は鋼棒を緊張するジャッ

キで，鋼棒を緊張すると 同時にナットをコントロ ールし

て，アンカ ープレートを通してコンクリ ー トへ緊張力が

伝えられます。鋼棒のfEt ひq;t. 1/ 1 0 mmの精度でジャッキ

のハンドルと述絡された自主E盤で読むととができます。

Fig. 10 のようなカンテイレパ一方式が僑梁架設に用 い

られております。橋の先端についているフォ アパウパー

ゲンの助けを借りて足場なしに 1 プロックごとに両側か

らつながれて行きます。大きなスパンを架けられること

と，足場がいらないことは，深い谷の上であるとか，下

の交通を自由にしておくとか，橋脚が非常K 高くつくと

か，不定、lζ 出水のおそれがあり橋脚が危険lζ さらされる

可能悩があるとかいった場合に偉力を発揮します。

1950'<1主ノわレドウインスタインでつくられた橋がカンテ

イレノミ一方式の最初の橋です。 1952年ライン河のボルム

ス近郊につくられたニーベJ レンゲン橋 Fi g. 11 は，巾 14 m

スパン 104 .2十 114. 2 + 101 .65  mのもので当時世界長大

Fi g.  13 

Fi g.  11 

Fi g.  12 
F ig.  14 

のスノマンをもっ橋でした。コンブレンツのモーゼノレ府も

同じ年 fC建設にかかりました。

1953 年には Fig. 12 のホ ーレムの鉄道橋がラーメン構

造でつ くられ. 1956年にはデインゴルフイングのイザル

橋，つづいてカ ールスタッ 卜のマイン橋 2 階建のミ ュ

ンへンの 7 グファ J レ橋と架設されて行きました。

Fi g. 13 のユンケルスタイン橋は桁下空間の高い道路橋

でスパンは 32- 41 mです。カンテイレバ一方式は 橋梁

架設のみに用いられるのではな く. Fi g. 14 ノぐーゼ J レの積

替港では 3 0 mの突出部をも っ クレ ーンの桁梁が乙の方

式でつくられました。飛行場の滑走路，コンクリー卜道

路にも Fi g. 15 のごとく用いられています。

リッサボンのスタジアム Fi g. 16 では 21. 4 mの突出を

もった観覧席の屋根がツアイスデイピダークシャーレを

組合わせてつくられました。

大きな空間を柱なしで支持するためには，プレストレ

スを与えられたシャ ーレが用いられています。ミュン ヘ

ンの 40X 120 mの展覧会場. 1954年につくられたベルリ

ンの 82 X 18 m のアメリカ記念図書館の閲覧室. 1952 年

につくられた Fi g. 17 のハイデンハイムの 12 .000 m2  I乙

及ぶ鋸歯状シャーレのホー J レ， あるいは Fig. 18 のハイ

テツレベルクに 1955年に建てられた停車場の屋板， 1956年

lζ 建てられたヴ ィー スパーデンのラインマイン広間等が
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プレストレスを与えられたシャーレを用いたものです。

ベルリン銀行の金庫室は P S コン クリ ートのラ ーメン

構造を用いたものであり . ミュ ンヘンの精密機械工場は

P  S コンクリ ー トスラプによって重い機械荷重を 処理し

ています。

Fi g. 19 のよう な 浄水槽がアウグスフ勺レグ， フランク

フルト等 ドイ ツの各所で施工されています。乙れもシャ

ーレと P S コンク リートを組合わせたものです。

1951 年にハノーパーの建築博覧会場につく られた Fig.

20 の展望台は 15 .8 m の突出し床版で厚さ 13 c mであ

りますが，乙の上 lζ 1，900 人の人が乗り得るものです。

1953年lζ はカ ーJ レスルーエ のシユパルツパ J レドホ ーJ レ

Fig. 21 が吊屋根構造で建てられました。わずか 6 c mの

厚さで 3 ，000 m
2

を覆っ ています。 メミンゲンの飛行場

格納庫広間も吊屋根構造で，乙れは足場なしにつくられ

ました。

以上のよ うにデイビ ダーク P S コンクリートはあらゆ

る領域K . ，安全に， しかも簡単に適用され. かつ経済的

であり，今後ますます飛躍する乙とと，思われます。

(筆者 .  llU子 四 株 式 会 社 取 締役1

" 別子n般株式会社後術部長代理/

a4 

Fi g. 16 

Fig.  18 

Fig. 17 

Fi g.  19 

Fig. 20 

Fi g.  21 



国 鉄 大 井 工 場 塗 装 工 職 場 の 設 計 と 施 工

1. ま え が き

ζ の職場は 2 棟にわかれており，

第一主主工職場は軒高 6 m，張関 25. 25

m，桁行 68. 8 m，面積 1，700 m
2
，第

二塗工職場は軒高 6 m，張関 25. 25 m 

桁行 90. 9 m， 面積 2 ，3 0 0 m
2

であっ

て， 床面積の合計は 4 ，000 m2
であ

る。

設計ーにあたっ て要求された事項は

(  1  ) 準防火地域K あり ，かつ引火

性材料を取扱うため，主体構造を耐

猪 {変 司

短絡をはかるため，すべての部材を

プレキャストコンクリー卜とし，乙

れらを現場においてプレストレッシ

ングによって結合する工法を採用す

る乙ととした。プレキャスト部材の

重量をなるべく小さくするため，ま

た構造物自重を減少させるため，

梁はボース トリング型式のものを用

いた。これらの梁を 6 . 0 m間隔に配

置し，さらに小東によって結合し，

乙の上に 5c m 厚さの屋根スラプを

ショットクリ ー トによっ て現場施工

. . . . . i l i . .迭単血-

B  ｾ＠
国

ｐ｣ ｉ ｾ ＱＲ φＷ＠

'i'Mη 4 -φq 

PC 2-旧 日 i ' Cアー/ l 何

官世 陥 4・伺 u 桁 4 相

股

火構造と する乙と。 ( 2 ) 建物内の

車両配置 ， 敷地周聞の ｮｾ ｊ 約から ， 張

関は 25. 25 m， 室内は無柱とする乙

と。 ( 3 ) 室内気訟を最小限にする

ζ とおよび十分な採光のとれる乙

と。 ( 4 ) 工期の短縮をはかる乙と ，

などであった。以上の諸要求を満足

させる ために種々の構造方式および

工費について検討を実施した結果，

柱 は 現場打ち鉄筋コンクリ ー トと

し，梁はプレストレストコンクリ ー

ト部材を用 いる乙ととした。 工期の

.  ， 

図- 1 構 造 概 要 図

4C tl lTコ ンワリート

/ '  . . . ! . 室主主主

<> 

.  
.  

制

帖

「
司
4

品

川

口

凶

町
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する 乙とにした。以上のような構造

の概要を示すと 図- 1の よ う で あ

る。

;E静

噌

図

r、3

¥: 

h
v
.

潟

起

草

図

引

l

h
n

設計計算j去の概要 ( 図- 2)

ボースト リング型式の梁で，上弦

材はアーチ形であるから軸方向圧縮

カが大きく作用し，曲げモーメント

は比較的小さいものであ る。乙れに

反して下弦材は軸方向引張力が非常

に大きく作用するが， rlll げモーメ ン

トは比較的小さいものである。 上下

両弦材が霊直部材によっ て結合され

ているので，上下両弦材はほとんど

同ーの捺みを生ずるものと考える乙

とができるので，曲げモーメント は

上下両弦材の断面 2 次モーメ ントの

比lζ 応じて，両弦材lζ 分配されるも

のと近似的1(. 考えられる。以上の理

由ふら上弦材においては荷重による

曲げ応力度は小さいから ，あたえる

プレストレスは小さいもので十分で

ある。下弦材はほとんど完全な引張

材であるから，乙れ1(. プレストレス

トコ ンクリートを用いるならば，変

形の小さいまた部材断面寸法の小さ

いものが造れる乙とになる 。上下両

弦材を結ぶ霊直部材は構造物K 間1] 性

を与えるととも に， 上下両弦材の銭

みを近似的に同ーとするためのもの

であるから，乙れに作用する応力度

は非常に小さいものである。

以上のポース トリング型式の架が

鉄筋コンクリート柱頂にヒンデによ

って結合されているから，ボ ースト

リング梁の設計計算にあたっては換

算 2 ヒンデアーチを考えて，その換

算断面積 S および換算断面 2 次モ ー

メント I をそれぞれつぎのようにし

て求めた。

I = f1 + ]" 

1  1  1  

てE一一吉t F

乙乙 l乙，1'， ] " = それぞれ上下両

弦材の断面 2 次

モーメント

S' ， S" =そ札ぞれ上下両

弦材の断面積

以上のようにして求めた換算アー

2.  
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子の解1. 1 : : において. プレスの補J l : : Xs

を引直したボーストリング構造の近

似解を用いて応力計算が実施され

た。 荷重として考えら れたものは，

Ｈ Ｐ Ｉ 昆線宝誌Ｈ小ｾ，屋根ス ラプ，

IVi ;)(工)， ( b) 雪荷重 60 kgf m
2

(c)  

南側半分lζ のみ雪荷重が作用すると

き，(d) 上弦材と下弦材とのiffiU支差

:t 15

0

C を生じたとき， 以上の各種

の状態で最悪の応力状態を生ずる組

合せを求めて， 計算応力とした。

プレストレスは設計荷重の範囲内

ではコンクリートに引張応力度がお

とらないように与える乙ととした。

このため上弦材にはフレスネーケー

フツレ ( 12が) 2 本を偏心なしに配置

し，下弦材には 12</>7 mmのフレスネ

ーケ ーブル 2 本を偏心なしに配置し

それぞれプレストレスを与えた。

耐火性を考えて P C 銅線に対するコ

ンクリ ートの被複は常に 5cm以上と

なるようにしてある。

プレストレッシングは上下両弦材

の内で上弦材からはじめる乙とにし

た。すなわち，すべてのフ。レキ ャス

ト部材( 上下両弦材をそれぞれ 5 お

よび 7 ブロック K 分け，さらに定着

装置を担込むための両端ブロック 2

ケを造った) を現場架台の上! こ配置

し前記ケーフツレを配置目地モルタ

J レ施工が終了したならば， 目地モル

タJ レが十分な強度( 最低300kgf cm
2
)

l乙速したならば，垂直部材の P C 鏑

彬 (2引3 刑制) を緊張する。つぎに

上弦材のケ ーフツレを緊張定着したの

ち，下弦材のケーブルを緊張定着す

る。プレストレスの計算にあたって

いずれの部材からプレストレスを与

えるかは，プレストレスの分布を求

める上に重放な乙とである。 上弦材

からゾレス卜レツゾングをはじめる

と， 上必材のすべての断T I t iで P C ケ

ーソ Iレ凶心と断面図心とは一致して

いるから，上弦，f ; 1" I C は一線な圧縮応

よ11変だけが作用する。ただ上弦材で

はケーブル lこ角変化があるので摩擦

によって PC 鋼弦引張応力度は引張

端から i毒ざかるに し た が って 減 少

し，プレストレスも上必材スパン 11
1

; J とでは小さくなるので，これは設JI ・

計算に考慮されている。乙のプレス

トレッシングのさいに上下両弦材は

結合されているので，上弦材にプレ

ス トレッシングしても下ii 立材にも多

少紬方向力が作用する 乙とになる。

数値計算の結果K よると， 99 .54 96 

は上弦材に剥l方向として作用する乙

とがあきらかとなった。つぎに下弦

材のプレストレッシングをすると上

弦材K も剥i方向力が作用するが，乙

れは下弦材プレストレッシングカの

1. 129ぢである。ただ乙の湯会，上

弦材 lζ は曲げモーメントが作用する

から ，これにより! 日lげ応力度が，プ

レストレスとして上弦材のみのプレ

ストレッシングκ よるフ。 レストレス

ｬζ 加 Ｓ 草される乙とは注ｾしなければ

ならない。乙の曲げ応力度は上弦材

の下縁に圧縮応力度を，上縁』ζ 引張

応力皮を生ずる結果であって，すで

に上弦材のプレス トレッシンクーによ

ってあたえら れた一様分布の圧縮応

j J 度と合成さ れ，下総のプレス トレ

スが上総のプレストレスよりも大き

い台形のプレス トレス分布と な る。

乙れは荷重をうけた場合の上弦材応

力に関しては有利な ものである。 プ

レストレスの減少計算では， ク リー

プ係数ψ =3.5，乾燥収縮度 ε . =21

X 10-
S
， P  C 銅線の レラクセ ーシ ョ

ン= 596と した。

以上のフ。レス トレッシング施工j順

表- 1 合 成 応 力 皮 の 表

郎名材祢I位断面陸 I応計位力算度置I有張 n効1)J|||有ス効トプレスレ応反(kg力/ 則皮

語( (kt o別度g-/応+1ct5um力0=C皮B  )  )  
(長(温tkο期度gー/応+1ct5am力:0=c皮2  )  )  

霊 能 力 度 1総 力度

( d ) ( to ( k g c/  mg)  
c m2)  Ｈ ｾ 左 ｧ Ｏ 半 ｣ｭ 分 ＩｧＩｻ ｫ Ｈ 右 ｧ Ｏ 半 ｣ｭ 分ｾＩ

。|鴇|鈎 4 I 4 1 3 |

80 86 

48  58 

2  1議ト0.0 1  Ｔｾ＠ 70  79 92 79 

58 49 53  

“  

4  I鴇ド0 6 l i i

69  77  73 

ω  51 49 73 

上

ｾ器卜ＱＮＴ Ｑ u l  ｾ ｉ＠ 97 67 

49 初

8  1議1

4

1. 9 1  ｾｾ＠ 1  

99 63 

切 86 

10  1鴇卜2.7 1 ｾｾ＠ 1 器|
102 61 

49 !y.) 

12

1報1

42

.

8

1 ｾｾ＠ 1  ｾ＠ 1  

1ω 59 

同 93 

弦

ｾ議ト Ｒ Ｒ ＱＲＱＷ ｩ ｼ 53 

98 

16 1議|叶 i i l fi

57 66 

78 67 

ｾ矧 Ｔ ＰＮＸ Ｑ 認 ｼ 誇 ｼ 50 I  

100 

ｾ母 ｒ 話 ｼ 究 ｼ 83 55 

69 

材

221 議1

39

.4 1 ｾ＠ I  ｾｾ＠ 1  

ω  

92 

ｾ報ｼぉ刊誌ｾ 76  70 

75 80 

25. 15情 |い怜川お制刈z1  ｾ器 ｾ 1  器|  

78  

78  

。|制刈 品1 ｾｾ＠ 1  
下

28 20  

30 6  • 

弦
12  1制 715 l J 1

27  31  2  

28 24 21 

ｾ＠ 1

22

ゴ到土
.0 1 i i l i i |

5  

14  

;J: 1)  ' "はJ民頂11 : おいて 0
0
，. x 点において 25.15・とする。

2) to. tu はそれぞれ上位M. 下弦材の温度とする。

3)  積雪荷重は Ar ch の左半分11: 90  ｫｧ Ｏ｣ ｭ Ｒ • 右半分 Ｑ ＱＺ 45  kg/ c m
2
の載病状館とする 。
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序による変形計算結果は，上弦材の

プレス トレッシングでク ラウトはわ

ずか沈下するが，下弦材のプ レスト

レッシングκ よっ て， クラウンは大

きく 上昇するとともに下弦材の短縮

を生ずる乙とを示した。 すなわ ち，

プレストレッシングが終了す ると ，

ボースト リング深は その両端のみで

支ぷ され，体! 台からは完全に浮き上

がる 乙と があき らかとな った。

設計荷重による応力度と有効プ レ

ス トレスとを合成して1常に安全 であ

るζ とが 表- 1か ら あ き ら か で あ

る。

このボーストリング梁の設計 K あ

たっては， その設計仮定の正当性を

uifi める目的で約 1/ 5 の模型をモルタ

J レ部材で造り，本設計と同ーのプレ

ス トレスをあたえるようにゆ 7 mmの

P C 鋼線によっ て プレストレッシン

グを実施し，乙のときの上下両縁の

ひずみ分布を測定し， さらに載荷試

験，破壊試験をも実胞した。乙れら

諸試験の結果，本設計ーに用いられた

計算法の正当性 が証明され，また ｾ主

壊荷重はつぎのi反定のもとで十分正

確に計算される乙と があき らかと な

「た。すなわち， 破壊時には下弦材

はひひPわれを発生するので，変形は

非常 lζ 大となり. P  C 鋼線はその引

張強度にまで達しているものとすれ

ば，乙の構造の不静定反力は下弦材

に配置さ れた P C 銅線の引張強度に

等しく なり，静定構造となる 。よっ

て上弦材にいま 1 ケのヒ ンヂを発生

すれば完全に{ 波域する 。したがっ て

上弦材断面に偏心軸方向荷重が作附

する場合( 偏心訟は荷重とともに変

化する) その破壊荷重を計算する乙

とによって構造物の磁波荷重が計釘ー

できるのである。

小梁は 14本のプレストレストコン

クリ ート桁であ って 4 ケのボ ース

トリ ング梁を結合する 3 径間の述続

梁と して計算さ れている。すなわ ち

3 径閲( 全長 18 m) のつぎκ 1 径閥

の単純支承梁を挿入 し，続いてまた

3 径聞の連続祭としたものであっ

て，乙の 6. 0 m スパンの単純支承部

分( ま硲物のエクスパンシ ョンとして

作用 させるた めのものである。 3 径

問述続決は 12一世7 畑怖 のプレスネ

ーケーフリレ1 ; 本によっ てプレストレ

スがあたえられている。小5誌はプレ

キャス卜され，所定位置κ 架設仮受

けし，目地モルタ J レの硬化後にプレ

ストレツシングされるように設計さ

れた。

柱は鉄筋コンクリートで，下向ii 寸

法は 70X 40 c m上端寸法は 5 0 X 40c m

であっ て地中 ｾｉｌ よっ て述結 さ れて

いる。各柱は桁行方向 K はゆ 32 mm 

のブレーシングκ よって結合され，

j也疫力を分担させてある。柱頭にお

けるポーストリ ング梁 との結合はピ

ンによっ て実施されている。ボー ス

トリ ング梁にプレス トレスをあたえ

るとき，およびその後の小梁配置お

よび屋根版のコ ンク リート打ちのと

きにはボーストリ ング梁と 柱頭との

結合の一端を ローラー構造としてお

いて，乙れ ら長期荷重による変形は

自由にお ζ させるようにした。以上

の屋根荷重が完全に作用したのち，

ローラ 一部を熔接によ ってピ ンにか

える構造として設計された。張関方

向の地震力は両鉄筋コンクリート柱

lζ 等分K 作用するもの として，柱の

耐震計算は実施されたものである。

以上の ようにして設計された本必

物の屋根組構造の床面積 1平方メ ー

トJ レあたりの材料はつぎのよ うであ

る。

ブレキャストコンタリ ート ー 0. 064 m
3  

図- 3 工場における上弦材コン世リート打ち 図- 4 ステ ーヨング上n: : 組まれたプレキャスト部材
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r; r  ｩＺＮＱ ｴＮ ｬ｜κ 楓練停ｾＮ Ｎ ｟ｾＱＧ＠ Ji. n:pc 鋤 使 命 H

(グ守岬司 l云η 1物ゆふ句鴻倒 Ｈヲ ヤ可制ＧＱｩＺ ｾ ｔＷｊＵ￲ ＮｾＮＮＮＮｉ 司刈合 Ｉ

。図- 5 PC 銅 線{申び測定結 果の分布

PC鋼総( 世 5. o  7) ............ ......5.0ω8kg 

PC鋼彬 (ω世13ω) ... ... ... ....…-日.. . . .…... .. 0.3お9kg 

鉄 筋. ……. “…. . . ……..……'口…….日…….“…….“….υ ...…….日…….口…….口…一.リ一. . 一.

7 レ ス ヰ 一 コ - ン . ...….“. . ・・ ・ 0.108ケ

3. 施 工

部材はすべて工 場 製 ( 図- 3) と

して品質の均等性を確保するように

した。コンクリート圧縮強度は材令

7 日および28 日で平均 410 kg/cm
2

お

よび 545 kg/cm2
であった。

以上のように製造されたフ。レキャ

スト部材を，銅製ステ ージング( 図

- 4) のうえにその位置を正しく乗せ

る。 ステージンクーには腕木があって

とれに上弦材の部材をのせればただ

しく所定のアーチが形成されるよう

に してある。わずかな移動はくさび

によって調正できる。所定の位置に

各ブロックが配置されたならば，所

定の PC ケーブ J レをシース内に挿入

し，各プロック聞の目地モルタ J レを

純工する。施工時が冬期で気温がと

くに低い場合，またとくに工期短絡

を必要とする場合，などには目地に

lよア ルミナセメ ン トを用いたモ J レク

ルイ 施工 しr 。こ のモ J レク J レは冬)1) 1

l比iJ' fitll!jl ζ も24時間で350- 400kg/cm:l

の以縦強度となり ，目地施工後241時

間以内でプレストレッシングが可能

となった。気温も高く なり，また工

期にも十分余裕のあ るときには早強

セメントのモルタ J レを施工した。

目地モルタ J レが十分硬化したなら

ば，2 の設計概要でのべたように ま

ず丞直部材の P C 鋼棒を緊張定着し

た。続いて上弦材の P C ケープ J レの

プレストレッシングを実施した。乙

の上弦材では P C 銅線の角変化が大

きいので，両端から雨引きでプレス

トレッシングした。設計 Ir . あたって

摩擦損失Ir . 関する各係数を μ = 0 . 3/

ラジアン ，え= 0 .004/m と仮定した

が，これらの係数が実際にはいかに

なっているかを確めるために，施工

の当初とれら 係数の測定を実施し

た。最初上弦材の P C ケーブルー端

のジャッキを作働させて他端固定側

のケーフV レ引張力を測定すると，固

定側ケーフ勺レ引張力は 51張側ケ - 7"

J レ引張力の77%となっている乙とが

確められた。 前記仮定数値を用 いて

計算すると 79% となるか ら，実際の

構造物では摩擦損失が設計計算の仮

定値より大きい乙とになる。

乙れは実際lζ は μ の{ 直が仮定値よ

り大きいものとなっていた結果と考

えられる。それは PC 銅線表面が相

il ζ 舗を1 : : じた状態にあ ったので，

除擦係数が予定値より大さく なった

のであろう。プレストレッシ ングの

作業において， ジャッキの圧力が

195 kg/cm2
となった場合の PC銅線

の伸び 最の測定結果と，前記 μ =

0. 3 .{ = 0 .004なる係数を用いた計算

伸び畳とを比較すると 図- 5のよう

になっていて，上弦材では計算値よ

り小さいものが多い結果となってい

る。乙れに反し下弦材ではジャッキ

の圧力が 350 kg/cm
2

のときの測定

NJ び誌と え=0. 004 としての計算伸

び品とを比較する( 図ー の と，だ

いたい両者は一致している。乙れは

下弦材では PC 銅線の角変化はほと

んどないから，摩擦損失は係数 えだ

けに関係するものと考えてよいか

ら， μ の仮定が多少小きすぎた乙と

を示すものと考えてよい乙とにな

る。

実際の施工にあたっ ては，所定の

伸びがえられるようにジャッキの引

張力を計算値 lζ 比較して多少変化さ

せるようにし，所定のプレストレス

があたえられるように注意した。

以上のように， 上下両弦材のプレ

ストレッシングが終了すると，ポー

ストリング梁は完全に架台から浮き

上がり，その両端は鉄筋 コンク リー

ト柱頂面のローラーに支承された状

態となる。 図- 6にローラーの状態

が示してある。

図- 6 ロ ー ラ

以上のようにして一組のポースト

リング梁を完成するに必要な日数は

部材を架台に持上げるに必要な日数

をも含めて平均 4 日であった。

梁が完成すると架台を次の柱位置

まで移動させて ， 次のｾの施工を実

胞するものである。 Ｔ ッのｾが完成

する と，ただらK 小! 誌を架設しγ 目

j也( 1レタ j レを施工し， 前記のように

3 径間どとにプレストレッシングを

実絡する。( 図- 7 )

小浜施工が完成すれば吊型わくを

組み， 屋根をショットクリートによ

って胞工し，との友 1!iI( ζ |釣水工を施
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小 ｾ 配置 状 況

図- 8 完 成 し た 正 面

図- 9 内 部 の 状 況

40 

した。 l際壁はブロック紡みで， 上官官

はスチ ーJ レサッシュ lζ よって施工さ

れた。 図- 8および 図- 9 1Cそれぞ

れ完成した工場の正面おぷび内部を

示しである。

4. む す び

本工事は国内におけるプレストレ

ストコンクリートの建築物への本絡

的応用として，かずかず設計施工上

さらに検討を要する多くの問題を含

んでいるとしても，一応の成功をも

って工事の完成をみたととは東京鉄

道管理局建築課長 ・城俊一氏のど指

導があったと同時に，プレストレス

トコンクリート部胞工担当の興和コ

ンクリ ー トKK， 現場係員の熱心な

努力とがあったためと，深じんなる

謝意を表する次第である。

( ! l I 者工l t ' J ・極東鋼弦コンヲリ ー ト

振興株式会社設計部長)



設 計 監 理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組

P. C 工 事 ピ ー ・エス ・

コンクリート株式会社

松 下 電 子 工 業 K K 工 場 の P. c. 構 造

1  . ま え が き 乙れらのうち工騎内の建物の配置，周辺の工場の関係

最近，プレストレストコンクリートのｾ築主体構造へ

の応用がかなり多く自につくようになった。

口述設計・工務 K K  11 : おいても数棟実施してきたが，長

近松下電子工業 K K 高槻工窃でスパン 21. 00 m の大栄お

よびスラプ lζ P. C. を使用したので，その構造設計の考

え方，製作，架設，経費等のあらましを述べる。

読者の重ｾＮ］ｴ Ｖ の一端 ｩ にでもなれば幸である。

2.  構 造 設計 の 考 え 方

主体構造は普通の鉄筋コンクリ ート ラーメンである

が， 2 階の中央部 2 1. 00 mx 55. 80 mの空聞には機械類配

置の関係上柱が立てられなかった。乙の空間を椛成する

ためにはつぎのどときものが考えられる。

(  1  ) 鉄骨によるもの

・普通のトラス

・立体トラス

( 2  ) 鉄筋コンクリートによるもの

- シェル

- 折 面

( 3 ) 釣尽綴

(  4  ) プレストレストコンクリー卜 亡す

でな匠的ICフラットな屋根が望ましく ， ( 2 ) の鉄筋コ

ンクリートは除外した。 ( 3 ) の釣屋般を用いるために

はスパンがもっと大きい方がよさそうだし，また昆恨lr.

材料の防水的なおさまりがむつかしい。( 1  ) の鉄骨は

屋板材を騒E のものにすれば一番経済的に行けそうだ

が，ほかの構造が鉄筋コンク リートな ので昆級のみ鉄骨・

でかけるよりもやはり，コンク リート で単一体に見せた

方が美観上ス 7 ートである( 乙れは多分に主観的である

が… …) し，また耐火的tζ 優れている。 このため P. C  

構造が一番よさそうであると考えたが多分に問題があっ

た。すなわち

・経済的に高価に ならないか

. 工期が長くかからないか

・工湯であるため将来予定外の湯所iζ 吊金物をつけ

る必妥が生じ得るだろう が，高強度コン クリー卜

κ 対して後につけられるかどうか。

以上のような事柄も考えたが， P.  C 構造の探用 lζ 踏

み切った。さて P. C. を使うときめても穏々の方法が考え

られたが，スパン 2 1. 00 m になると P. C 大泉は約 18t on

の自室がある。工事現場の近くで P. C. 大東を一本物で

製作する乙とはできるが 2 階の所定の住の」ニκ 吊上け.

るζ と，はill さ長さから見て大変な仕事となりそうであ
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建 物 概 要

精 進 鉄 筋 コ ンクリ ート逃 (P .C . 併J ID 2 階i l l ( ー 部 3 階)

基 礎 鉄 筋 コ ン ヲ リ ー ト 中 空 既 製 抗n

i I ! 築面積 お05. 10 m'  

延 面 積 ω 79.24 m' 

外装 屋lfi (P. C. 構造上) ア ルミ泊ルーフイング

(一 般) アスフアルト防水間

ｾ＠ モルタル! i l 刷毛号 I "7 ーマ{ コート吹付

内装 モルタル塗

P .C 大祭および P. C .スラブ (D ou bJe T ee) 使m筒所は Fig. J の

断面1<: 示すように 2 階の吹抜部分でその支配商績は

21. 00  m x 55. 80 m = 1l 71. 80  m
2

である。

設 計 条 件

( 1)  P. C.  HI 高強度コンヲリ{ ト
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28日圧縮強度

設計荷量l時許容圧縮応力度

11 1/  11 引狼 H  

許容斜狼応力皮

450 k gj c m
2

以上

150 kg j cm
2  

0  

10. 5 11 

投3十荷illl 時許容附活応力I立 13.5 11 

( 2 )  P .C 銅線( 径 7 m m，12本 を 1 ケーブルとする)

降 伏 点 140  k gj m m
2

以上

引狼強度 160 11 / 1 

{l ll ぴ 5 %  11 

有効磁力 40.7  t j ケー ブJ レ

(  3)  Wi re  St r and  ('Jii" 7本燃)

引張強度 90∞k gj本 以上

降 伏 点 7ω o  11 
11 

{申 び 4  ｾ揺

有効 ｾＱ ｊ 5300  kgj : 本



る。また所定の柱上で製作するのは工期，経由が大変で

ある。それで P. C . 大梁を数個のフ' ロックにわけで吊上

げ，所定個所でしめつけて一本の P. C. 大匁とする方が

架設仕事が容易で早くき れいにできそうだし，かつフーロ

ックを工場で作れば製品の監理もより良好になると考え

工場製ブロ ックを使用する乙とにした。

ブロックを使用すればジョイン卜の関係上鋼様よ りも

ピアノ線の方がよさそうである。ジョイント部分はド ラ

イモルタ J レをつめる方法とコンクリート打ちの方法とあ

るが， ドライモルタ J レ法だとジョイント間隔が 3 - 6 c m

でシースの結合のとき手が入りづらい。それで少し時間

がかかるがジョイント間隔を 12 cmとり， 現.l:tj高強度 コ

ンクリート打ちを用いるととにした。またフ. ロックは支

柱を立てるのに l 階に柱のある箇所が良いし，またモー

メントの最大と なる中央部にジョイン トがくるのをさけ

て 1* の P. C 大祭を 3 ブロックで構成する乙とと し

Tこ。

つぎに P目C . 大梁と柱との結合であるが， P.C . 大梁端

部に大きな曲げモーメントを生じさせれば，普通の鉄筋

コンクリ ー トの柱では大きな断面が必要となる。柱も

P. C 構造とすれば小さな断面ですむが， 仕事が面倒と

なり工期がかかりそうである。それらを避けるため柱は

普i自の鉄筋コンクリ ート で常時はできるだけ柱に直圧だ

けで， 1111け. モ ーメン トはほとんど乙ぬようにしたら断面

が小さくてすむ。大き なIlll げモーメン トK 有利 な P. C .

大梁にできるだけ多くの[ 出げモ ーメントを受持たせて，

ほとんど Si mpl e Beam としてわずかの常時モーメン トと

水平カによるモーメン トのみを梁端および柱にもっ て く

るよう lとすれば予定の架構となると考え Fig・2 Iζ 示す

ような結合方法および施工JI貝序( 後述) を考えて長期応

ゴJ を Fig. 3のよう K 生じさせ，柱を 60 cmx 80 cmの断面

でおさめた。

Fi g.  3  
鉛直荷窓時モーメント図単位 t ・m

乙乙で問題 lζ なるのは柱および深端に生じた常時で23

I- m のモ ーメントを普通の鉄筋コンクリートで受持たし

た点である。 P.C . 大梁の応力， 変形状態と鉄筋 コンク

リート柱の応力，変形状態とが弥性理論にもとづくラ ー

メン計算を行ったモーメン 卜の変化に対して，どのよう

な釣合をたもつかという乙とである。厳密に考えると差

がでてくるであろうが，終局耐力は鉄筋コンク リー トの

耐力と P. C . の耐力の和1 [ . 一致すると考えて差っかえな

さそうであり，また実際設計としては P. C 大梁の中央

モーメント耐力 lζ 少し余裕を持たせば問題ないと考えら

れる。 P. C. 部材のみで架構を形成する( ジョイント K

もス トレスを入れて・・・ υ) という考え方は浬論的にはス

7 ート であるが，実際には工期的，経済的，技術的に考

えてかなりむゥかしいのでは なかろうか( 将来より実用

的な方法が考えられるだろうが回目 … ・)。

つぎに屋根スラブであるが， P.  C . 大梁を用いた乙と

から当然 Prel abr icali on の P. C. スラプが考えられた。

P. C. スラプの形としては， 最近アメリカで多量生産さ

れている Daubl e Tee スラプが以前日建設計工務 KK でも

作ってみて比較的でき上 った感じがよさそうなので用い

る乙と κ した。 Doubl e Tee 用のピアノ tJHもアメリカ同級

Wi r e  Slrand を使用したが， Wi r e Slrand は最近 U4: でも

研究が発達して Anchorage も信頼できるようになった。

D.T . スラブは動協化して 鉄製型枠を作り， 多量生産す

れば形もきれいに安価にできるわけであるが，今回は政

初でもあり何分数盆も 140 枚位で多分』ζ 試験的なな味も

合んでいるため木製型枠を用いている。

D.T . スラプとスラブのジョイントは Fi g. 2 1ζ 示すよ

うな方法で目地に普通コンクリ ー トを打って一体とし

た。

P.C. 大 梁 ブ ロ ックおよび スラブの製 作

いづれもピーエスコンクリー トKK 七尾工場( 石川県

七尾市) にて製作した。

( 1)  P. C. 大梁ブロ ック

前』ζ 述べたよう 1(.， 3 プロックに分けてあるので継合

せたあと完全な単一体として製作したと何ら変らぬよう

にしなければならない。 したがっ て型枠は 21 .00 m一本

打ちと全く問機1[. 製作し，各プロック聞の白地部分にス

ペーサーを置いて分割して 3 つのプロックが同時に作れ

るようにしてある。シ ースの配置も 21 .00 m一本もので

配置し コンク リー ト硬化後にスペーサーの点で切断し

た。鉄筋はあらかじめ組立ててあるものを型枠のJ : pに入

れたが，鉄筋の節点は全て熔接してパイプレーターをか

けても間隔が変らぬようにしてある。コンクリートは流

し込み ｬζ する関係 上 外 ｾｉｉｊ ( 担枠) 振動機 2 台と内側振動

機( フレキシフ勺レ) 一台を使用している。コンクリー卜

の配合を下に示す。

詰骨d州奇刻|卜スラわ川叶ンげぺプべ|同也r 示云什干イlι 品品11同詰1'I*dffi 1凶話伶

加山叶mペ| 初叶 お抑 銘 1 4制側仇5切跡蜘0依陶k同g 1  6陶 1  1. 1山

コンク リー トは自然養生で翌日の圧縮強度が 150 kg/  

cm
2

以上あるので1扮かに脱型している。なお 28 日の圧給

強度は平均 470 kg/cm
2

でている。

( 2 )  Doubl e Tee スラブ

56 m アパットにて 1 回lζ 8 枚の D.T . スラブを製作し
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( 3 ) プロックのジョイント部分 lζ 高強度コンク リー

トを打ち，硬化後ピアノ線を入れてフレシネ /1で緊張，

定者し一本の P. C 大案を完成支柱を除去する 。

(  4 )  Simpl e  Beo mとなっている P. C. 大315ょに Oouble

Tee スラフ' をf; i ( わたし O. T. スラフi OJの鉄筋を熔接す

る。

( 5 )  P. C. 大なとと住の結合部および j司凶の: 殺を 内通

強度コンク リートで打つ。

( 6 )  O. T. スラブ目地およびモニターのコンクリー

トを打つ。

( 7 ) 防水s を完成する。

P. C. ブロックおよび O. T . スラブの吊上げは写以でわ

かるように，吊上能力 13 ton のガイデレッキ( 親 120尺

子 100 尺) を 1 1精床上より組上げた架台の上に据えて行

った。

P. C 大波ブロック継子箇所の支柱としては 2 1椅はよ

りエレベータータワー一節を平1げnした架台を組立て，住

天と JJ<. 4 を保つためにウェ ッデを用いている。継手高惚

皮コンクリートを打込んでから一一〉益生 JUlmJ 4  LI (  380 

kgf c m
2

以上) おいてストレスを導入した。

P. C. 大波を lii 上げはじめてから最後の O.T. スラブを

采せ終わった JUJ 附は約 18 日である。白地コンクリートは

ベニヤの型枠を O. T . スラ 7'から吊下げて打込んでいる。

P. C 大浜の rt 央部たわみは 3 ...-j¥:について実測したが，

つぎの ごとき結果であ った。

た。型枠はコンクリ ート 面は 25 mmの杉絞を使用して 8

- 9 回の使用を行った。 Wi re St rond の緊張装置は Fi g. 4

lζ 示しである。最初初応力導入装置で St rond Iζ 200 kgf  

本の力を加えてチャ ックで定おする。つぎに 30 ton のオ

イルデャッキでマノメーターおよ び11
1
1びを測定しなが ら

"r定の緊張ノJ をうえ，ロッド li I聞のナット でInl 定してい

る。

St rond 日正取後外sl1J型枠および鉄筋を組立てコンクリー

トを打込む。 コンク リー ト配合は P. C. 大祭と同様でパ

イプレーターは型枠振動式一台を上部 lζ 取付け移動して

いる。コンクリ ー トの養生は打込後防水シ ー トで全体を

被い 4 時間後( 大体指で押えてへ乙まぬ程度) 序々に

涼気をシ ー ト内に放出し，最高温度 60

0

C まであげて 9

1時間高温養生した。 ( Fi g. 5 参照)

コンク リート強度が 300 kgf c m
2

以上( コンクリ ー ト打

後 241時間で大体 370 kgf c m
2

でている) になれば般かに

製品に応力を導入して， ガスで St rond を切断しクレ ーン

Fi g.  4  

dl! J  災

- 20 

- 7  

プ レ ス ト レ ス

f!{自 ill が 加 わ っ た 時

D .T. スラプを乗せた時

写真 2

コンク リート 強度で脱型した。 Comber は平均 8 mm位，

は28 日で 560 kgf c m
2

位でている。

P. C. 構造部分を' l ' i 用の点より見るとつぎのどと き 結

果に なった。

P .C. 大四日

D. Tースラプ

デレツキl U 料

架設手l剖 砥 150人

その他 (モニターコン空リート他)

2. 960. ∞o円

3. 566. ∞0円

800.000円

ωO. ∞o円

674.∞0円

合 計 8.6∞ー∞0円

以上の1' ( 用にて 1. 172 m2  ( 355坪〉の空間を椛成した。

すなわち坪単価 24. 200 円になる。

なお P. C. 大栄ブロックはコンクリート m
3

当り 50. OOOIJ J  

計 8本

計 140枚

1本 370. ∞0円

1紋 25.400円

44 

4. 現場施工および経費概要

七尾工場よ り現場までは貨11工および自動車で輸送した

が製品にはほとんど損傷なかった。

現協での施工)1瓜序は前述したような考え方でつぎのよ

うな方法をとった。

( 1)  P.c. 大梁下端まで柱コンクリート( 普通コンク

リート) を打つ。

( 2 ) P. C 大栄ブロックを支柱およ び柱 の 上K のせ

る。



7  

写f.t 4  

現イE， P. C.  ｦｬ ｬＧｬ造のｾ築への応用をさまたげている最

大の原因は，価格の点lζ あるといえよう。高いから使用

しづらい，使用しないから高くっしといった悪循環も

ある。

その点今回使用したような Ooubl e Tee スラプは， と

くに全国的lζ 型が一種か二穫に統一されて多量生産のシ

ステムに乗せれば， 価格も鉄道の枕木なみ ( m
3

3 万円

台) に下げ得る乙とは可能である。そうなれば今回のよ

うに屋根に使用するとし て O.T . スラブの' l ' ( 用が坪

Ｖ ， ＵＰ Ｐ 円 ｾＷ ， ＰＰＰ 円Ｈ今回は Ｑ 万円Ｉとなり ， 非常に使い

やすく各所に応用されるようになるであろう。

今度の設計にあたっ ては京大坂教授に種々助言をいた

だいた。また松下電子工業 は はじめ工事に関係された

各位に誌上をかりで厚くお礼申上げます。

( 1958年12月，日建設計工おK K J I¥村政美記)
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写真 3

O.T. スラフ' は- m
3

当り 46 ，500 円となっている。

5. む す び

工事が完成して， 2 階床より P.C . 構造部分を眺めた

感じは設計当初予想していたよりも O.T . スラブのステ

ム線がきれいにとおり ，非常;IC感じがよさそうである。

また O.T スラプのステム丈がスパンの 1/ 30 であるため

屋根K 乗るとかなり振動を感じるかと思っていたが， 目

地コンクリートを打ってー休となるとかなり Rig id にな

り， 防水屈がはなれるような心配は全然なさそうであ

る。 O.T . スラプの Camber の不揃も当初心配していた

が，ほとんど無視できるようである。

結局最初計画したとおりにできたわけであるが，何分

あまりなれていない工事のため，工期，経' 1 . ' l の点および

架設，構造面でも多分κ 改良できそうである。
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p  c ス ラ ブ を 採 用 し た 建 物 ( 兵庫県独身寮〉に つ い て

兵庫県建築課・ 神大災害科学研究室

!i .  1.  計画について

1- 1. 設計監理 兵J l II県建築課，光安義光，猪沢徳忠

征木正彦，和田周蔵， IIJ B3J1券成

実験 神戸大学災古研究室

施工 KK 大林組，本庄商会，キリン閉会

1- 2. 建物概要

建物は独身者 160 人のための病i自室，食堂，レクリエ

ーションの諸室をもっ， 5 階建て，全館内外とも打放し

コンクリート仕上げである。 建築面和 515. 16M2司延 j末

uii 私 2622. 6 M2 である。

1- 3. 設計と構造計画の接点

宿泊とそれにともなう施設という ，わりに単純な目的

であるため fC . ，設計と構造計画の単純化とが容易lζ 合ー

されたことはプランの明確さ，施工の単純な進め方等そ

れぞれに利点が生れ， 経済性の確保ができた。

1- 4.  PC スラプの採用

設計精度と施工精度を一致さ せるためには，コ ンクリ

ート打放しが好ましく ，監理を行いやすいのが現状であ

る。またru築界にとって，工場生産方式化への動き ，工

期短縮，生産材料の粉度確保等希望条件はあまりに多

い。その中から次の理由によって，さらf C. P. C スラブへ

踏切る乙とにした。

1. 精度の良好な工場生産材の積極的使用による工事

期間の短縮，施工監理の合理化。

2. 敷地地盤の硬くない点を考慮する建物重品の粧品

節 1 図 兵庫県独身祭器削階平面図
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化。

3.  分: '，IJ 工事の施工簡易化への足掛りとする。現以胞

工 R. C 構造1( . P.  C スラプの隔脳併用H寺における ill 物剛

性の解明による実験とさらに将来への足溜り 。

4.  ローコストｾ築としての見通し。

上記の諸点より P. C スラプを考えるにいたったが ，乙

の 5 階建てに使用すると， P. C スラプ自体より R. C 構

法lζ 比較し， ｾＮｃ スラブの方がその按合部において，柔

構造であり，高屈に用うる場合幾らかの未解決の点を知

るのである。そ乙で，設計， ［ｴＱｊｾ造，施工の諸点について

は終始，神戸大学災害研究室と緊密な連絡をとり . 竣功

建物への人工地震実験を終りに行なった。

1- 5. 構造計画

( イ) 構造方式柱，梁ともに室の有効面積をJ .f: すた

めに壁式に準じた断面を採用し， P. c スラプを R. C スラ

ブと隔庖に使用した。

( ロ) 架橋スパン 7 .20 MX 3.60 M の均等ラ ーメン

構造。

( ハ) 耐iT1壁， ' 住均一ユニッ トのプラン K よって柱

は× 方向に剛性の強いように設けた。 P. C スラフ' は水平

時の変形が大きいので，床面の変形をどの程度K 押えれ

ばよいか，また変形を少くするためにはどのような構法

がよいか，設計当時は実験的データもとぽしく，ささや

かな討論会で，3 ，5 階の床面を P.C スラブとし，その床

面設計水平荷 重 時 代 = 0固め に生ずる水平方向の P.C ス

。
5  10"  



PC スラプ敷込スラプの状餓
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P C スラプ階のコン空リート

rI 込先了の状飯

PC スラプの上をコ ンタリー ト述調RIII

を走らせて打込場所へ流し込む状態

m2 図

現場打R . C文系1 : 0 ) 取令詳細

現場: tTR.c 太来

ト
」
「
い

m
r島

町

.
，a凶

可

4

め

打

山

岨

唱

す

殖

炉

験

a

a

s

の

植

ぺ

J

込

附

J

J

¥

T

m

，

f

 

4

4

‘

ι

'

'

問、

，

，

，

、

L
V

1

 

.

，

a
'
 

、
，

B

‘，

ι

 

、
、

、

〆

、

牛
、

、

，，、

100  

L 吋

P.( スラヲ革命 治 詳 細

耳揮下仰l化杭スラヲ

47 



ラプの変形にともなう梁の捻れにたいする検討および変

形 ICともなう P. C スラブの相互破壊時のスラフ' 単独滑り

にたいする水平最大許容限界を 50 mm以下とするラーメ

ンおよび稲h組を設計した。

fu1侵略の配trt 計画 lζ さいしては，砧物プランのユニッ

ト桃成から、全体を長手方向に均等に分散配置い効果

をWI 大させ， P. C スラブ併用のRI ・闘を終払 l乙しねた。な

おｾ物が捻れないように対称 、 κ 配置し，かつまた ｲｵ 物重

心と剛性の重心を接近するようにつとめ，水平カの附Ilt生

は x- x，y- y 方向ともにほぼ同程度のものとなり， 構

造的iζ もバランスのとれた建物となった。

( ニ) 床版

P. C スラブを R. C 構造の床面に比較的頻度の多い低

震度の地震κ たいし ，床面水平カは P . C スラブより耐震

院に伝迷されると推察さ れる。しかしながら設計当初と

しては P. C スラブを R. C の打込時， 納組部との取合接

合部などにかずかずの問題を考えられたので，大地震の

場合を考慮 し，一層毎iζ R. C スラプ ( 剛) を併用し ，予

想される最大震度の地震にたいし R. Cスラプで述結され

るラ ーメンにより全水平力を耐震墜に伝達させ，かつま

た P. C スラプの変形接合部破壊による移動を最大 50 mm 

として， 設計を進めたが，実験の結果はすこしばかり安

全すぎたように思う。

( ホ) 梁

鉛直方向の問題はな く， P . C 床面に水平力が作用 した

とき，かずかずの問題が起るので，梁の剛性があまり低

下しないように設計し，かつ索の横挫屈にたいする検討

を行ったが安全であった。

1- 6. 構造設計

会 P. C スラ ブ設計条件

(  1 )  P. C スラプ自重は 140 kg/ M2 以下とす。

( 2 )  mi n. 肉厚 T = 40 四辺にリプをつける。

( 3 ) 設計荷重，自重とも 420 kg/ M 2 とす。

( 4 ) 火災時の爆裂をさ けるために P. S IC しない。

( 5 ) 使用銅線の附着応力度を地大させるために 2 本の

捻り合せとす。

( 6 ) コンク 1) ー ト梁の現場打K 接合しやすくするため

に ，P. C スラブより鋼総を 150 mm延し切断する。 P. C ス

ラプ上国は 士 5 mm凹凸をつけ ，仕上げをしやすくする。

( 7 )  P. C スラブ，大架の相互はボー J レト取付とする。

以上の条件 ICより は 白木プレコンにて製作し ， さら

に実験 ICさいしても，大林組の研究部とともになi極的に

援助をしてもらう。

会荷量およひ: 7 ) < . 平力の分布

D E A D  

L OA D (廊下) k g / M"  

R .C スラブ 床アスタイル貼 Ｈ ｔ ｾ Ｒ ｭｭ Ｉ

R .C スラプ ｔ ｾ Ｑ Ｒ＠ c m 

48  

5  

288 

293  

ｐ Ｎ ｃ スラプ床 アスタイル貼 ｔ ｾ Ｒｭｭ 5  

モルタル均し ｔ ｾ Ｓ ｣ ｭ＠ ω  

P .C スラプ 140 

205 

D E A D  

L OA D  ( 応答)

R .C ス ラ プ タ タ E 35  

R. C スラブ 288 

天引モリノイド 20 

343  

P. C 7. ラ プ ク ク E 35 

140  

天11' . t : - ド貼
15  

190  

*  型枠宿泊の比較

階 コンヲリ ー ト折込位 I 型 仲 面 積

基 礎
認5M" 1950M2  

1  F L  195 1540  

2 F L  (R. C スラプ) 1ω  1290 

3 F L  175  1390 

4  F L  (P. C スラブ) 153 1250 

5 FL  190 1540 

搭 屋 30 240 

122SM3 9200M" 

大 現 場 コ ン ク リート 監理

(  1  ) 設計強度 f 02S = 180k g/ c m
2

( 2 ) ワーカピリテ ィを良くする他，硬化l侍の表而亀

裂の減少を計るため，分散剤として非イオン活性知l系の

チューポ ーJ レをセメント 1 袋あたり 6 円。

セメント重量にたいし 3/ 1000， A E  fil: 4  96 

( 3 ) 施工スランプ 20 c m土 1 c m 

( 4 ) 最大砂利粒大さ 25 mm 通称 20 mm 

( 5  ) 粗粒率 2. 6 

調 合 比 重 量 比 1: 2. 45:  3 .52 

i'i 1'X字式は U 目 S. A  CONCRE T E  

MANUAL E による。( 光安 ・猪沢記す)

S  2. 構造実験 神戸大学工_ ' ; : : 部災3 科' 下研犯盗

伴 潔

発 天 皇 自 久

竹 山 和 彦

林，御沢，富田，徳丸，村川，上羽

現場打ちコンクリ ー ト床版とプレキャスト ・コンクリ

ート床版を各断交互にサンドウイッチした耐震壁並列の

準壁式鉄筋コンクリ ー ト造の，乙のII 物の挙動や組立床

の性状などについて実験をお乙なって検討した。

2- 1. プレキャスト版の性状

3)  曲げ試験 1 枚のプレキャスト版の単純支持，中

央集中級荷重による rl1lげ試験をお乙なってつぎの結果を



得た。

初期亀裂発生曲げモーメント

推定破壊曲げモーメント

0. 192 t- m 

0. 920 t- m 

乙のときの最大捺みは 3. 1c mで，除荷後: 包激 lζ も

どって残留鏡みは 0. 8 c mであった。

初期亀裂発生荷重 ICたいする設;f l・荷重の安全率は3. 59

であり，長JT ] の安全率は 2. 39 であると見倣される。

設計荷重としては，

転ばし根太床虚数 35 kg/ m2  

積載荷重( 居室)

を用いるものとする。

180 kg/ m2
計 215 kg/ m2  

ストレイン ・ケージによる歪度測定か ら推定されたヤ

ング不は E = 1. 4X 10o kg/cm2
であ った。

b)  対角線方向加力試験

対角線方向 lζ 圧縮加力試験をお乙なった結果

関断強度 "1" = 31 .2  kg/ cm2  

引張強度 内= 48. 7 kg/c m2
と推定される。

2- 2  組立床の接合部の強さについて

a)  プレキャス ト版支端部押えコンクリートの効果

プレキャスト版支端部の納まりのガタの防止と保訟

と，転ばし根太K よる床仕上の高さを揃えるために，小

泉上端においてコンクリ ー トによる支端部押えを小史と

一体に打設した。

現場コンク リー 卜と同配合のコンクリート( 材令- 29

11) について乙の押えの効果を実験でたしかめた。

破壊rlll げモーメン 卜 M 破 壊 = 1. 02 ト m/ m

羽目折破壊強度 T 破 域 =20. 4 kg/c m
2  

であった。居室設計荷重 215 kg/ m2 について両蹴固定の

支持状態を想定した場合においてもなお， M = 0. 034 

t- m/ m， "1" =0. 7  kg/ c m2
の僅小な値が予恕されるので ，乙

の程度の押えで鉛直荷重にたいして支端部は卜分安全で

あるととが考えられる。

b)  プレキャスト版と梁の接合強さ

1 枚のプレキャス トl仮と史との接合明断耐力は

材令- 29 日の梁について Q> 5. 0 ton  

材令- 92 日の案について Q> 7. 5 ton 

が確保できている。

さらに 1111げをともなう到断試験をお乙なった結果，

Q = 3 .3 ton， M =3. 80 ド mで破壊した。乙のときの 1111け・

応力度は 内=42. 04 kg/c m
2

であった。

2- 3. 組立床の関IJ 性について

a)  実物試験

5 枚のプレキャスト版からなる組立床を造り，同11性の

実験をおとなってその荷重鏡み総悶を第 3 図lζ 示した。

最小版厚を有する一体的なコンクリート床版と 考えた

場合の中央携みを図中 K 直線で示した。

計算式 。中央 = 三宝L +KI L
6 E J  .  -- 2 G A  

RF??24 

｛ｾｉ ｉ＠ I  I  I  I  Ir. 

トA . _'l- 7，句か

ｾ＠ 3肉

1O 

'" ' " 潟.
ｉｉＧｾ Ｂ， Ｎ‘ Ｓ＠

G =一互- . E = 2. l X 105 kg/cm2  

2 ( 1+ ν) 町

ν = 0. 2 K =  1.0 a =  172 cm 

乙の実験による 初期亀裂発生荷主 P = 31 .7 ton

最大荷m P = 36. 2 ton 

であった。

乙の組立床の悶IJ 性は計算値にたいして 4 0 - 50 96 程度

と見倣され，桃力にたいして十分な剛性と，相当大きな

変形』ζ 耐え幻るものと予怨される。乙の建物は耐震壁並

列裂をとっているから，検力分布係数の低減はさほど考

える必豆ーはない。

b)  模型試験

車fllr.1友と一体床との剛性の比較試験を紋型によっ てお

乙なった結果，との形式のキ11立床は一体床に較べて4 0 -

ＵＰ ＹＶ の最終耐力を ｊｾ ｉ 待するととができる乙とがわかっ

た。

2- 4. 実施建物にたいする振動試験

。組立床の掻動岡IJ 性

プレキャスト版 B枚からなる廊下の組立床 ( 4 辺繁)

の自己振動周期は 0. 028 秒 ( 35. 5 "'0/ 秒) であり ， また

中央 IC小史をもっプレキャスト l仮16枚 ( 8 枚ずつ並列)

からなる居室組立床の自己振動周期は 0 .037 秒 (27. 2"'0

/ 砂) であって， 同寸法の一体式床 ｬ 仮の自己仮動周 ｬｾ ｊ と

ほぼ同じである。との程度であれば床の振動にたいする

剛性は十分であろう。

b)  実施建物の引張 り試験

ペントハウスの脚部 IC水平カ 1.5 ton を加え， 乙れを

乞l激に除去して振動試験をお ζ なった結果，自己振動周

期 0 .2 3 - 0 .25 秒を得た。

4 厨
24

1世帯の鉄筋コンクリート造アパー トの自己振動

周期が 0. 22- 0 . 37 秒であるとすれば， 乙の建物の高さ

が 14 .5 mであり ， 組立床の屈を 2 庖合んでいるにもか

かわらず， なお十分なる剛性をもっていると考えられ

る。また地般については， 縦波の速度は 746 m/ sec であ

って建物，地ｾともにまず通常［の剛性を持っているもの

と推定される。
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住 友 ベ ー ク ラ イ ト 京 都 工 場 内 構 造

横 尾

ま え が き

M ねにさえぎ られない広い空間的

しかも乙れがコンクリートで造られ

る乙 とは，われわれな らびにわれわ

れの先議がつねに追 いつづけてきた

ｾ［Ｚであり ｐｱ コン ク リートは いま

洛南の一角 にその夢を実現さして く

れました。本工事施工 fr . あたっては

頭初より 7 月23日ミはとミで京都を

発ち 渡米の途につかれるまで，終

始ど熱心にど指導を賜 った京都大学

坂博士，六ｾ講師の両先生 ｬ ζ 衷心よ

り深甚な感謝の訟を表します。

工事概要

工ill 1¥: 住友ベーヲライト( 株) 京加工場筋築工

司J ( テ' コラ製造工場)

施 主 : 住友ベ ーヲライト株式会社

場 所 京 都 府 乙訓郡長岡町事1

'

足字馬場ノ辻

延 坪 : 984坪

氾l 物・鉄筋コ ンクリート起i ( 一部 P C ! ' m

2 階( 一部 3 階) 将来 3 附則築計岡

お 工 昭 和 32- 3- 1

完 成 . 昭和32- 8ー末

放 位 : コンクリート (P C を除く) 3∞立坪

約 1， 800m"

P C コノヲリ ー ト ｴＡｾ＠ 230m・1

鉄 筋 約 120T on

P C鋼持 19.5Ton 

S.  1 概 要

1.  1 断 面

PC梁断函は第4 図 (0) ( b) の 2

五 自H

種とし 1 併 ( 7 本) 2 階 ( 9 * ) は断

而 (0) 3 階 ( 1* ) は断面 ( b) を

用いた。

縦断面および各碇若郎は第 5 図，

第 6 図に示す。

(b) 断面の型枠はフランジ rt およ

びウェブ厚さをそれぞれ 100 mm縮

める乙ととしてい〉 断面の型枠の側

型をそのまま使用する乙ととした。

1. 2  コンクリートの設計許容応

力

圧 縮 強 度 28 日強度 450 kgf c m
2  

P S 導 入 時 350 kgf c m
2  

許容 rtll げ圧縮

P S 導 入 11与 185 "  

設計荷主1I!j 150 "  

許容 [111げ強度

P  S 噂 入 l時 一10 "  

設計荷重11寺 0  

許容引張力設計荷重l時 - 9  

1.  3  特殊施工法

第 7図のように単賠単ラーメンを

れと梁を一体lζ 一度 lζ 施 工 し た の

ち，梁に P でプレス トレ スを導入し

た場合は， 第 8図のM' ，P ' の不静

定モーメント不静定力を生じ，プレ

ストレス pt= p _.p，となっ て 1005'6

のプレストレスを導入する乙とがで

きない。したがっ て柱と梁は完全に
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第 10 図

切離された状態で P をあたえ，しか 工法が採用せられた。したがって第 決定した。

る後柱に剛結されなければならな 10図に示すような施工順序となっ 鋼棒の仰び

い。また PC 棄は長スパンでかつ， た。なお通常は単純栄として完成す 断面積 4 ，525 cm
2  

梁断面がかなり小さいから，相剛皮 るまでは P C 工場または建築現場周 E  2 X 10
6  

にくらべ梁剛度がかなり小となるた

め，柱と梁の岡1) 節点形成後K 作用す

る荷重による梁のモーメント分布は

第 9図 (0) のように両端同定史のモ

ーメント分布図に近くなる。乙のよ

うにちRg;J，比深中央の各モーメン トに

大差があるときは， PC 梁設計にあ

たっ て集中央のプレストレスカと，

EZ端のそれに著しい差をつけなけれ

ばならないこと，場合によっては一

様断面で設計することが困難となる

など，ただちに経済的にも影轡する

悪条件を生じる。そこで第 9図 ( 0)

における梁中央部のモーメントを増

すために，同図 ( b) のようにスラプ

荷重を両端自由の単純梁として完成

せられた P C梁にかけて， 剛節点を

完成し同図 (o) + ( b) のようなモー

メント分布図とする設計ならびに施

辺で架だけを製作して，柱IC架設せ

られるのであるが当現窃では，工

場度が狭隆であり， m 1;本の霊E も

30 to n 内外となる超重品物であるた

め，相当な吊上設備を要する乙とな

どから直接設置さるべき場所で，第

3  ili ( 型枠工事) の説明のような工

法を採用して PC 栄を製作した。

S.  2. 材 料

2. 1  P C 鋼棒

鋼俸は住友電工製 H 型公称2 4 m( m

を用いた。 (実寸法 23- 3 m( m) 鋼俸

の最大製作長さは 10 mであるから，

カップラ ー ( 接手) を用いて所要の

長さにした。鋼棒の端部は碇祈用の

転造ねじが切られてある関係，緊張

時の{ 中び長さを計算してねじ長さを

26 ，000 .  ，ｾ＠ ，， _  I  

CYt = 一一一ー と 57. 4 kQ/mm
2

キ5 ，740

， 4 ，525 ・ - ，

kg( cm 

5  . 740 x  100 

A = 一一一一三一一 = 0 .287 c m 

2 X  10.  

但し A = 棒長さ 1 m lζ 対する frl lび

鋼棒の註文長さ

鋼棒の長さは設計図により現寸を

引き実illuし，各ケ ーフツレどとに実illu

して 10 m以下の長さとし各ケープ

ルの接手の位置が 1 カ所に集中して

コンクリ ー ト断面が接手回りの大き

いシース lζ より減少されないよう考

ｊｻｾ した。

鋼棒の性質

( 住友電工 S E C H型)

成分ｦｃｔｓｩｩｍ ｾ Ｍ Ｑ p  I  S  I叫 Cr I  v  

鎖13331011-|-
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減ずる乙とができる。 ｷ ］ｾ 衰の自ＺｭＺ e=柱の 11' )'r. ，Fth  

2.  3 シース 支i j ¥問のR 同If. P =: 誌に J j えようと

材 料 者31 亜鉛引平鉄板 する張力 M = 支i i Xのj手際係数

基本径 ｾ￸＠ H = 位の高さ

型状並寸法 flJ i会に応じ次の 3H: M 1 は e が小さいため， それほど

郊とした。 影特がないと思われるが M2 は相

梁備の対圧板取付状態

機械的性質

抗政刀 ｉｾ …同可絞一 ｬｩ［ｪ

h |iL註|腕以十以上1

1
以下

2. 2  耐圧板

耐圧板は1171和 32. 6.  3 京大K て開

似された PC 委員会において発表さ

1. 30 ゆX 900 2.  30 ゆX 1，900

3. Jt r. l '¥i lf こ川いる特殊品

ｾ＠ 3. 型枠工事

使 用 板 松 板 厚 さ 1 寸

型枠断面 第11図lζ 断Tui の縦31j を

示す。

まポルト

れたと鋼ｪＡｬｾ使用ポ Ｇ ス ト テンション型 第 11 図

P C の碇才l 部応力 lζ 関する研究ミの 3. 1  型枠の組立

結論だけをつけ加えておく。耐圧仮 PC 緊下町jばでの柱が打ち上った

は緊張力および板の厚さと広さの閃 あと，図に示すようなパイプ足助を

係でもっとも適当な大きさが決定さ 配した。足場は個々に佐原を起さな

れる。耐圧板を必要以上K 広くする いよう，ところどころ lこツナギの丸

乙とは，コンクリ ー トlζ 集中荷重に 太を述繋した。庇板をはり側板をす

偏する傾 jii J の応力を生ぜしめる乙と て，乙のnll); 阪の片面lζ は鍋俸のrl :l心

になり，惑い結果をまねし柿強i l 7i 総の現寸が写され，鋼持組 I'r.ーのさい

( スパイラ J レ状として使用) は有効 の口安とした。

である。乙の場合もとくに強い柿弥、 3・2 梁の支承

叙jをいれると，鋼棒の柄hと平行の1臼

裂が生じた抗後 lζ 破壊を起す傾向が

強まる。( 実験による)

i tJ l 板のだいたいの大きさを示すと

18 世剣旅で

7. 5c mx  7. 5c mX 1 2 m/ m 

24 世鋼村、で

10. 0 c mX  10 .0  c mX  12  m/ m 

以上の大きさはコンクリート強度

300 kg/ c m2

のコンクリートを使った

場合の実験結果によるものであるか

ら， 400- 450 kg/ c m
2

のコンクリー

トを使用すれば，いくらか大きさを

52 

d  ｬｾ＠
(a )  釘 12 図 ( b )  

第 1
2

1司のように柱の上で史のコン

クリートを打ち，これに問問 ( b) の

ようにプレストレス P をあたえたni

令司つぎのように村: にたいして不利

な Mo ment M を生じると考える。

M = Ml + M2  

M2=P . M. H 

M 1  =子. e  

当に大きいものとなるので M を 極

力小 とする乙と，ないしはぜんぜん

とOミとする乙とが望ましい。 乙の

ために殺の聞に ｪｊｾ 板製 の ｦ 時金物を裂

前 し， グリスをよく塗布して M の減

少をはかった。なお鉄板と鉄板のあ

いだl C. :t L 鋼を数本扶んだものも用い

てみたが， I'ii j者と変りはないと思わ

れた。

前述の M を 0 にするためには 第

12図のよう K 悶1) 結部のコンク リート

( ハッチを施した部分) を打設する

まえに，ヨミを受けてある両仙のサポ

ート を押しあげ sの |際問 ( 1 m/ m 

程度) を生じせしめて史と柱とを完

全 l乙切再I t せば良いと考える。

ｾ＠ 4.  配筋工事

鋼i俸の長さはカップラ ーの位置の

集中を避けるために述えであるため

接ぎ合せ組合せに1m迎いのないよう

に注; むを裂する。さらにカップラー

への給、じ込み深さは，確実を1切さな

ければ配筋後の修正は鰍しい。蛤込

深さの基準としては， 1.5  d が適当

と思われる。

4.  1  鋼棒の取付

型枠組立位置の近くで， シースを

柿入しながら鋼絡を接ぎ11) 1して各ケ

ーフ勺レを完成すると柿助筋lこ結束さ

れる。このgif 今型枠の! J l I) i I i i ( ζ! ?. 付け

せら れた鋼体11
1
心線に介しなが ら似

￭ ｅＺ ｉ こ ｲｲｾ つれる。

釘

m 13 図

4. 2 カップラ一部分



カップラ一部分の断面は第14図の

とおり。

ート κ 伝えられたとき ， 鏑絡の ｾｾｨ を

直角方向の分力による ヒ ビ ｾｬＴ ｊ れをｼ釣

止する目的のもので，第16図のどと

EB- l[ 型の棒型パイプレーターを! 科

部分および棒型が届かぬ深い部分に

対しては林製のフレキシフソレを用い

きものを用いた。乙れは耐圧板に近 た。

2' 泊

節 14 図

4. 3  グラウト管の取付

銅線の配置が完了すればグラウト

用の導管を取付ける。

節 目 図

。。

く確実』ζ 取付けなければ効果が少な

し、。

m 16 図

有効抱取 4 捲径 1∞m m 線径 6 骨

ｾ＠ 5.  コンクリート工事

5.  1  一般事項

配 合 1 :  2  :  2 .6 

，刊「円i

y水k セメント比 4ω05必6  

什材置耳湯2よりベ Jルレトコンベヤ一で

2訂|品器 lκζ 搬入計計. 五岳: したのちミキサ一

』にζ 投入する。

ミキサー 14切 ドラム型

R C と{)I:mされるため傾JI同盟を必

m 17 図

なお型枠外部よりかけるパイプレ

ーターは必要以上に稼動すれば， 17  

ｾｾ ｉ＠ A 部から セメントペ ーストが流出

するので，適当 なn寺j切を凡てつぎの

個所K 移動するよう考慮した。

5.  3  養生，管理

主主生は漏れ楚掛散水養生をした。

コンクリ ー ト圧縮強度はプレストレ

ス導入時期の決定iζ 不可避の関係が

あるため，権威ある圧縮試験がなさ

れた。各梁どとに供試体を数回製作

し300 kg/ c m
2

付近の強度を出すと思

われる。 Ｓ 日 ｾＵ 口どろの強度の 上 珂 ー

を掌握する乙とに重点をはらった。

なお圧縮試験は京大建築学教室に依

頼。

ｾ＠ 6. 鋼様緊張

導1I" Iζ は 9 <t ビニー J レむを 第15図 ｾーとしたが， 者f¥合により P C にも問 6.  1  緊張器 ( Si mpl ex j ack)  

のように，鋼械の端部に近い湯所を ミキサーを佼則した。 上J己の配合 制絡の緊張K は，シンプレッタス

選んでシースにポンチで穴をあけ， W / C ではどうにか絞り上るといっ ・ジャッキ( 米国製) を使用した。

ビニー J レ管をブラックテ ープで取付 た状態で，乙れ以上 ウォーカーピリ 鋼棒の配置が直線でないから両端か

けた。ビニーノレは軟いため，コンク ティがi尽く な れ ば 不 可 能 と 思 わ れ ら両引きする必裂がある。ジ ャッキ

リート打設l剛 E 曲げ損じ，取付却が る。 の主要仕様を示すと

外れるおそれがあるため 6 世鉄筋 5.  2 パイプレーター 最大能力 30 Ton ピストン径 8 3 m/ m 

を拘入して保護した。導管は 1 ケー パイプレ ーターはコンクリ ー ト内 受圧面積 40 c m
2  

( 惟定)

フ，')レ』ζ 両端j 2 カ所としたが，注入は 部と型枠外部と両方からかけ，つぎ 最大圧力 750 kg/ c m
2  

( 推定)

主として一方の口からなされ，他方 の三種類を用いた。 ス トローク 150 mm 

は空気抜として使用せられた。なお o  コンク リート 内部

導管の取付部と端部までの聞は空気 芝浦製 EB- II 2 台 林製フレ

溜りとなっ て，注入し難い状態とな キシブ J レ型 1 台

る乙とを避けるため， J . 主〈住は第15図

Ca)  ( b) のように泌または丸孔を付

けて空気の逃げ口とした。

4.  4  補強筋

補強筋は鋼棒の引張力がコンクリ

b  型 t'l' 外部

;正iili 製 EB- ] [ 3 台

型枠外部からのノぜイプレーション

は，底部のコンクリートの上何'，;IL主

として集中 し，断面中央より 上部は

6.  2  補助金物

メーカーからの附Ji i ) 品である。函

金物およびスピン トコレと鍋俸とをつ

なぐジ ャッキーカップラーは，前者

は剣勝ーのピッチ』ζ 合わす， 後者一は和

製鋼棒とのねじ( [ 合わないため，予

め適当に製作しておかねばならな

い。ジャッキカッ プラ ーは銅線メー
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カーに製作させるのがよい。当工事

で使用したものを第18図κ 示す。

一- Z L「

仁ここ弔

出事

第 18 図

d 1 = ジャッキ ・スピンドルのねじ

に現場合せ

d2 = 鋼棒ねじに現場合せ

る第みの測定 のように普通の方法で端太角材で型

2 階の第 10号梁』ζ っき各ケー フツレ 枠を受け，スラプコンクリ ート の強

緊張を進めなが ら集中央の鋒み( プ 度が十分出てからサポ ート を取外

レス トレ スによる負の鏡み) を測定 し， スラプ荷重を PC 梁に掛け変え

した。 たのであるが，乙の湯合はコンクリ

測定方法 ート の硬化期間だけ腕を ζ まねいて

第20図のどとく測定すべき緊張梁 貴重な日時を無為に過さなければな

の隣を基準と し， パケッ トに水を満 らない。乙の空白の数日を短縮する

してこの上におき，他端に指標を設 ために第 21 図のよう IC ｐｃ ｾｗ ＺＮ アン

けてビニー J レ管で述

絡 し， サイホンでむ・

内を満水して水位の

移動を拡大水平器で

観測した。

測定結果

測定結果の数値は

下表のとおりである

が， 梁 が Ｒ 階のｾで

あっ て 11粧の梁K 支

えられた状態である

上，サ ポート の下端， 上端にはキャ

ンパ一端太角等が相当に数かれてあ

ったため，計算による数値との一致

が難しい結果となった。

緊 張 機 (Si mpl e x j ack)  

6.  3  緊張作業 ( 第一次〕

コンクリート強度 300 kgf c m
2

以上

と確認できれば鋼棒の緊張が始めら

れる。作業κ 便利なように各決の鋼

棒どとに番号をつけた。

1234 

す

2
荒

川

隣

町

カーボーノレトを埋め込んでお き トラ

スを取付け，乙のトラスでスラプ荷

重を受け，スラプ ・コンクリートを

打ち終って翌 U は第二次緊張が行え

るよう考慮した。

T

Z

3

 

m 21 図

ｾ＠ 7.  グラウ ト工事

7.  1  グラウ卜用機器

コン プレッサー型式 : 2  lP ポータ

フツレ型 常圧 6  kgf cm
2  

配 合 セ メ ン ト : 水 1 :  0. 46 

セメント ペーストは別に ドラム缶

でよく混和しタンクへ投入は( 網 2

ｾＳ＠ mm程度〕をjill し，かたまりが入

らないよう注怒した。

m 19 図

スラプ荷重

結 ぴ

鋼棒緊張の順序
1- 31ζ 述べたように第二次緊張す

わが国の PC の不，¥舟定構造物にた

緊張/ 1 民序は! 衰の中立軸より偏心日:
るまえに，スラブのコンクリートを

いする応用はまだ揺鑑時代で，設計

の少い鋼i惨から l順次に行われた。そ
打ち P C 梁Iζ その荷重をかけなけれ

ならびに胞工は上述のように，表装

の順序を第19図K 示した符号で示せ
ばならない。 1 階の施工中は第10図

一体となるべきものであり，今後に

ば
紫 野 結 果 測 定 表

Ｙｾ された幾多の研究課

A  234 1  B  32 14  b  2341 

| 測 定 他 m. r n I中央擦の訟 m. mI 倒 考

j出の解決 2 あるいは P C

c  32 14  。 32 14 銅線材メ ーカーとの並

A l m l O側|緊張力の鋼俸の{rr1びとの関係
36.969  I  0.154  

行的努力と相倹って改

36. 872  I  0. 351 

緊張作業 ｉｃ 当っては ， 鍋棒山事ｾの
36.787 I  0.436 I  A 段緊援完了

普工夫されなければな

摩擦抵抗を梁中心にたいして等しく らない。最後に産業界
36.078 I  1. 145 

なるようにするため，両織の緊張力

35.472 I  1. 751 

の大きなど協力により
お 山 |  2 m  B 段緊張完了

がなるべく等しく上昇するように注
a  I  34 倒 I  2 悶 I  a 段 緊 蹴 了

PC  ｾ控訴 ｬ の発 展を期待

なした。なお緊張力と伸びの関係が

b  l 33791 1 3仰|
いたしたく，今後とも

常に直線的であるよう確認し，伸び

33.616 I  3 ω7  

一回の ど理解とど援助
33.535 I  3.688 

合計が計算値を略々合致する乙とを

c l g 醐 I ｾ国 ｼ
をl協るようお願いした

たしかめながら行われる。 32.例 3 I  5. 180 
し、。

31. 048 I  6. 175  
(市.15' ｾｩｉ 子組放 株式 会社

6.  4  プレ ストレス導入時におけ
29.ω5  I  7.618 I  c 段緊鋭完了

大阪支応技師)
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プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト に 関 す る 圏 内 文 献

六 車 照 ・ 鈴 木 計 夫

「文献調査は地味だが重裂な仕事である」樋口芳郎氏

( 国有鉄道技術研究所主任研究員) は乙のように題し

て，土木学会誌第 43巻 10号。l召33 ・10) に一文を寄せら

れ，文献調査がいかに重要であるかを説かれている。文

献調査が不完全であればあるほど研究者や技術者の視野

はせまくなり，すでに解決されている問組について再び

苦労を重ねるといった無駄を重ねる乙とが往々にしてあ

る。また，学問や技術の今 U の進歩は先留の' 笛々として

築き上げた業績の上に立脚するものであり，明日の進歩

をはかるためには乙れら先哲の業績のエッセンスを完全

に理解した上でなければ不可能であろう。乙のぷ1)，¥とにお

いて文献調査は重要な仕事であるといえる。

しかし，文献調査の仕事ほど困難なものはない。わが

国をはじめ位界各国で年々発表される研究論文または報

告は，年を追うどとにその数をまし，乙れらにすべて目

をとおし完全 iζ 理解 し整理する 乙とはまず不可能であ

る。わが国において発表されるものだけについての調査

でさえも完全に行う乙とは困難である。しかし，われわ

れは完全とまでは行かなくても少しでも完全に近い調査

と整理の努力をする乙とは，学聞の進歩技術の向上をは

かる上lζ 大切な乙とである。

以下 lζ 整理した文献は昭和26年どろ以後 lζ 発表された

プレス トレストコンクリート関係の文献のうち，わが国

において発表されたもの( 国際会議にわが国より発表さ

れたものを含む) だけのリストである。著者の過去数年

闘にわたるプレス トレストコン クリートの研究において

羽宜し整理しておいた文献であって，全く完全とはし、え

ないが，できるだけ完全なものにするよう努 j J はしたつ

もりである。

，J. ¥l : l ! f の対象とした図書は以下のものである。

建築雑誌，建築学会研究報告，建築学会論文集， U 築

学会論文報告集，土木学会誌，土木学会論文集，建築

と社会，ｾ築技術 ，建 築界， ｅＱＲＳ 長ダイジエスト， 材料

と設計，材料試験，セメン トコ ンク リー卜，セメ ン ト

技術年報，京都大学工学研究所研究報告，土木技術。

新建築，建築文化，国際建築などにも 2， 3 の実胞i 0J

などがあるが，以下のリストはプレストレストコンクリ

ートの設計，胞工な どに関するものを集めてあるので ζ

こでは ｾｾｾ ｊ 愛した。 リ ストに調査もれのあるものについ て

はお知らせ下さればギです。 なお，以下のリストは利用

の便宜をはかるためにつぎの項目に分類して各項目どと

に年代/ 1仰ζ 整理しである。

ｾ＠ 1.  一 般一一一P. C. I C附する概念， 設計法. . ! t I i 工法はどを一般

的IC解おした色の. I葺際会議の報告. P. Cーに閲する規定の紹介お

よび ι れIC附する; 1- 1滋. P. C. の現状， 将来はどの一般的な文献。

s2 材 料一 一 コ ン空リ ート( 硬練のもの IC限る) の物型的諮性

t! . 配合設計の必硲資料. P.C . J 11鋼討の品質， 鋭 I餅. 1高験法，力

学的佐賀などに関する文献。

!l 3. 設 計一 一 糊 附 附 法，殺計式， 紋計IC関 す る 諸 問，

ポストテン ν ヨン型の定. : 1 部応力と定着焔設計法，プレテンシ ヨン

型 ｐ Ｎ ｃＮｉ ｃ おける磁波材とコンヲリートとの付 ｩｬ ｬ ｃ 関する ￟ ｊＡ論とｾ

験，ヲリ ープK よる緊張力の時間的似失IC関するl l l ! 総と災験. M里線

制失と ζ れの除去法. ｾ程 ， 柱その 他 ｐ Ｎｃ Ｎ 製品および ｐＮｃＮ 114造物

の実験ru告. P. C. I揖造物設計例などに関する文献。

!l 4. グ ラ ウ ト ， 耐 火 性 一一グラウトモルタルの性質および

グラウトの方法. P. C. 部将の耐火性などに関する文献。

!l 5.  施 工 一一一P.C . 部討 の製造方法， 緊狼材の端部定着法. P  

C. m泣物の施工法，細工例などに関する文献。

文献の中には上記の分類項目の 2 つま たは 3 つの項目

にわたって服すると考えら れるものもあるが， 乙れ らは

著者の一存でどれか 1 つの項目の中に整理し，他項目と

のよ ｅ 似をさけであるから，乙のｽｾど了承煩いたい。

乙の火: ，欲リス トが読者諸氏の参巧になればす: である。

また， 乙のリス トを大いに活用され，わが国 P C 技術の

進歩|旬上lζ つくされん乙とを望む次第である。
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文 献 リ ス ト

!l 1. 一 般

( 1 )  P C 一般

1. J j I田，プレストレストコンクリートについて ， 土木技術. til 6巻

節 7号. P.  ＴＲｾＴＵ＠ ( 悶26 ・7)

2. 奥山， コンクリート構造 2 題 ，建築と社会. V ol. 33 No. 1  P.  

ＲＷ ｾＲＹ＠ (1952 ・1)

3  成瀬， プレス トレストコンクリート談議，土木技術館 7巻 第 1

号 P . 52- 56 (昭27 ・1)

4  吉国， プレストレストコンヲリ ート の発展， セメントコンヲリー

ト. No. 77 P.  Ｒｾ ＱＵ＠ (1953 ・7)

5. 狩野，建策界における Prest ressed Concret e の段近の事情，

セメントコンクリート No.  77 P. 16- 20 0953 ・7)

6  渡辺， プ レストレストコンヲリートのば (jffi ( l ) . m世界. V ol. 

2  No.  10 ｐＮＱＸｾＲＲ＠ (問28 ・10)

7. i ! l辺， プレストレストコンクリートのばく il 自( Il ) . 犯築界. V ol. 

2  No.  11 P. 15- 19 ( 昭28 ・11)

8  坂 ， プレストレストコン空リー ト続税. 鉄筋コ ンヲリート 椛造の

問問題. ( 日本建築学会発行) P .  ＲＲＳｾＲ ＳＲ＠ (昭30 ・10)

9. 田中， 猪 股. : m怯， ブレストレストコンクリートの現状と 1守来，

材料と設計. V ol. 1  No.  4  ｐＮＱＲ ｾＴＷ＠ (Oct .  Nov.  1955)  

10. 事l' 山. P. 5. コン空リ - 1- .  建 築ダイジエスト. No.  1  P. 62- 68 

(1955 ・11)

11. 坂，太径丸捧壱用いる プレス トレストコ ン合リート . J J ! 築雑誌，

V.  70 No.  829 P. ＵＷｾＶＰ＠ (1955 ・12)

12. 坂 ， 六1I I . Ａｙ ｾ￦ Ｎ＠ プレストレストコンヲリートの強策への応m.

m世と社会. V ol. 37 No.  4  P .  ＵＱ ｾＵＷ＠ (1956 ・4)

13.  )レイ ・ピユルヲヤ， ブレストレストコンクリート発展の現状， 土

木学会i乱 首H 1巻 第 4号 P. ＱＹ ｾＲＲ＠ (個31 ・4)

14 中野 . P. 5. コンヲリート今後の諸問題，建築銭術. No.  66 P  

61- 65 (1956 ・12)

15 河 合. P. C. 建築対談，建築と社会. V ol お No. 9  P. 112 

(1957 ・9)

16. 六1I I . P .C 工 法について，大阪府J J ! 築士会会報. No. 13 P.  37 

ｾＴＳ＠ (A  ug.  1958)  

( 2  ) 国際会議の報告

17. 1自股， ブレストレストコンヲリー ト国際会議I l : 出席して， 土 木 学

会総. ro39巻 第 5 号 P. 1- 5 (昭29 ・5)

18. 野口 . W， 2 問 プレストレストコンクリート国際会議， 土木学会総

第 41巻 首H 2号 P. 42- 14 (昭31 ・12)

19. 平山 ， プレス トレストコンクリート国際会穫に出席して， 土 木 学

会 誌 第42巻 第11号 P . ＱＳ ｾ ＱＵ＠ (昭32 ・11)

20.  木村， プレストレストコンヲリート欧米視察旅行， セメントコン

ヲリート No・135 P.  ＱＷｾＲＴ＠ (1958 ・5)

21. 坂，プレストレストコンタリート部材の生産と組立栂巡- F I P 大

会からー， セメントコンクリート . No.  140  P.  ＲｾＵ＠ (1958 ・10)

22.  坂 . P. C 梁のJ l Y断破線強さなど一一FI P 節 3 回大会かレーー，迎

築 ｾｉ 総 ｖＮ 73 No.  864 P. 5- 9  (IIH33 ・11)

( 3  ) 規定に関するもの

23 加雌， プレストレストコン空リートの投計ならぴ IC路工について ，

建築雑総 V .  68 No.  800 P.  Ｒ Ｖ ｾ ＳＱ＠ (1953 ・7)

24 ピアノ線コンクリ ート造についての告示. m築維総 V . 68 No.  

初o P. 31- 32 (1953 ・7)

25.  綴 ， 学会襲瓜訴さの P. 5 コンヲリート投.lt 式 ICついて， 建築ｾ誌

56 

V.  69 No.  807 P.  15- 18 (1954 ・2)

26.  坂， 岡 田 ， 六 町， 学会制定の「プレストレストコンウリート設計

施工指針」について，土 木 学 会 誌 第41巻 第 6号 P. 30- 34 ( 昭

31 ・6)

27.  土木学会プレストレストコン空リート稜貝会， 諸外国におけ るブ

レストレストコンタリート規定の比較，土 木 学 会 総 買141巻 節12号

ｐＮ お ｾＴ Ｑ (附31 ・12)

28 三九Il . 趨 口 ， 野 口 ， アメリカ ICおける ブレストレ且トコノヲリー

ト暫定憎針( 1 ) . 土木技術，第13巻 第 7号 {昭33 ・7)

29.  三浦， 樋口 ， 野口 ， アメリカにおけるプレストレストコンヲリ ー

ト暫定指針 (2). 土 木 技 術 館13巻J l i 8号 P. ＶＷｾＷＳ＠ (昭33 ・8)

30.  三浦， 価口 ， 野口 ， アメリカ ICおけるプレストレストコンクリー

ト腎定指針 (3) . 土木技術，第13巻 第 9 号 P.  ＵＷｾＶＲ＠ (昭33 ・9)

( 4 ) 諸外国の P C 一般

31 雌1l I . liil 司のワレストレストコンヲリート JJ .¥J.品，正E策 技 術 No. 21

P. 20- 4' 1  0953 ・2)

32 仁彰， ョーロツハにおける P. 5. コンクリート K ついて，正s築維; t I ;

V .  68 No.  800 P.  39- 45 (1953 ・7)

33 仁杉，欧州の P. 5 . コンクリートについて， セメント技術年報 Vll

P.  ＲＷＱｾＲＷＳ＠ (昭28 ・10)

34 .  附m. 鋼綿使用 P. 5. コンクリートの発展と 海外 ICおける状況，材

料賦験首 ｬｈｾ ro26号 P . 473- 480 (附30 ・10)

35.  F.  C.  A ugustin. ドイツの P. 5. コン合リート砲築. U! 築後持j

No.  66 P.  53- 56 (1956 ・12)

36. 杭氾， 欧州におけるコンクリートおよびブレストレストコンヲリ

ートについて( 報告) . 土 木 学 会 総 第42巻 第 1号 P. 22- 23 

(閉32 ・1)

37.  藤田 ， 宮 崎， 台 湾 IC おけるプレストレストコンクリートの現況，

土木学会隊第 ＴＲ ｾ 書館 Ｙ 号 ｐＮ ＲＱｾＲ Ｕ＠ (昭32 ・9)

38 坂， 米国のプレストレストコンクリート事業，セメントコン世リ

ート No・131 P .  3- 9  (1958 ・1)

39.  小寺， ドイツにおける P. C. 編集施工について，土 木 銭 術 第13巻

節 2号 P. 38- 46 (昭33 ・2)

40 坂，アメリカの釣屋銀栂造. m築 維 誌 V . 73 No.  855 ｐＮＱｾ＠

5  (1958 ・2)

41. 坂，六耳1. アメリカの P. C. 1 i 4 迭の現状. J J ! 築と社会 V ol お

No.  2  P.  21- 30 (1958 ・2)

42.  松本，戦後のベノレリ J の僑紫，土木学会総 鍔 43 0 W， 2 け P  

34- 35 (悶33 ・2)

43.  野口 ， あまり知られていないフランスの P.C. 工 法 ， 土 木 技 術 鍔

13巻W， 4 号 P. ＳＸｾＴ Ｑ＠ (1沼33 ・4)

44 加藤，本J 1fd. P. 5. シェルの展望. m築総総 V. 73 No. 862 

P.  63- 67 (1958 ・9)

!l 2. 材 料

(  1  ) コンクリー卜

45 日野. l i i I ! 鰍コンクリート IC凶する研究， 日本鎚築学会研究報告，

節19fj (1四27 ・10)

46.  EI !IIf . 硯斜! コンヲリート IC闘する研究，材料i成験 ro 2巻 節 8 号

P .  ＳＵＹｾＳＶＲ＠ (1羽28. 8) 

47 以氾， 一 本，林， 高強度普通コンクリート 配合および圧継ili . セ

メント技術年報 lX P .  ＲＷＶｾＲ Ｘｏ＠ (1回30 ・10)

48.  横道， ー 木，林， 高強度普通コンヲリートの配合および圧縮盃，

セメントコン空リート No.  105  P .  2- 5 (1955 ・11)

49.  矢沢，山内， セメントコン 9 リートの σ- c/w 式と硬糾l りコン。



リートのl玉総強きのh目進，セメントコンヲリート No. 113 P . 2-

7  (1956 ・7)

50. Ｑ 日中，渡辺，高炉水搾の応ｊｬ ｈｾ 闘する研兜Ｈその ＱＮ 膨似性セメン

トIC関する研究) ，小野田研究袋線， fjl 8巻 第 3 冊 鍔29号 ( 昭

31 ・8)

51. ニi，O，杉本， 山配合コンヲリートにおける益生以l宜と分散剤混和

の影響，セメントコノ空リ ー ト No.  117 P .  10- 19 (1956 ・11)

( 2)  P C 鋼材

52. 坂，六事， P. S コンヲリートJ l j 高炭紫鋼の釦性変形について， 日

本建築学会研究報告，第26号 (1回29 ・2)

53 荻田，ピアノ線について，建築と社会 V oi. 36 No.  2  P. 18-

21 (1955 ・2)

54. 岡国， プレストレストコンヲリ ー トm銅線のリラクセ ーシヨン ，

セメントコン合リ ート No.  97 P.  2- 7 (1955 ・3)

55 生駒，山腹， P. C. 鋼維の抵作について， 材料君主験，第 4 巻 第26

号 P. 481- 491  (昭30 ・10)

56. 武L1¥，古川， P. C. 用鋼様について，材料試験， fjl 4巻 館26号

P . 492- 505 (悶30 ・10)

57.  安部，ｐ Ｎ ｃ Ｎ ｊｬｪ鋼 雄ヰ ミ 人 材料ｾ 験 ， 節 Ｔｾ !n26号 P . 506- 509 

(問30 ・10)

58.  S .  Ban， K.  Ok ada， &  H.  Mug ur uma， Pl ast i c Def or-

ma t ion of  Col d Dr aw n  Prest ressi ng Wi r e， Proc .  of  the  

Sy mpos i um on Prest ressed Concrete and Composi t e 

Beams， Sci ence Counci1 of  J apan  ( Nov .  1955)  

59.  K.  Tak eo &  I. Mi y ak awa.  J apanese Steel  Mat er i al s 

Us ed  for  Prest ressed Concrete， Pr oc .  of  t he Sy mpos i um 

on Prest ressed  Concret e and Cornposi t e Beams， Sci ence 

Counci l  of  J apan  ( Nov. 1955)  

ω.  T.  F ujii ， N.  Yamagos hi  &  T.  Igarashi ， St eel  Bar  f or 

Prest ressed Concr et e， Proc.  of  t he S y mposiu m on 

Prest ressed Concret e and  Co mposi t e  Beams， Sci ence 

Counci l  of  J  apan ( Nov .  1955) 

61 坂，六I 11，米国民おける P. C. m Wi r e St rand.  材料斌験 ! n 

7 J j 鍔52号 P. 7 - 13 (昭33 ・1)

62. 巾野，百JII ，プレストレスト コン 7 9ー ト}[j 鋼. f. t . 材料と紋; r r ，

V oi. 4  No.  6  P.  3- 9 ( J une.  1958)  

63 川端，事l' 鍋々線の P. C. 鋼材， 材料と敵計 V oi. 4  No・6 P.  

10- 14 ( J une.  1958)  

64. 笹川， 住友の P. C. 鋼材， 材料と紋計 V oi. 4  No. 6  P. 15 -

21  ( J une.  1958) 

65 生駒，鈴木金属の P .C . 銅線，材料と設計 V oi. 4  No. 6  P  

21- 25 ( J  une.  1958) 

66 辻野，神戸製鋼の P .C. 銅線，材料と設計 V oi. 4  No・6 P.  

26- 32 ( J  une.  1958)  

67.  i出回，水府，高周波 P. C. 鋼材，材料と i没. 叶 V oi. 4  No・6 P.  

32- 38 ( J  u  ne.  1958)  

S  3 設 計

( 1 ) 設計法および設計資料

68.  河野， プレストレス トコンヲリー トとその殺到について， 土木技

術 館 6巻 館11号 P. 22- 28 (畑26 ・11)

69. 悶縫， ブレストレスト逆 ｔ 型桁を ｭ いた合 ｊｾ 床版繊の設 ｊ ｉ Ｇ ｉ ｾ つい

て，土木学会総 第37巻 第 9 号 P. 11- 14 (昭27 ・9)

70.  岡田， ブレストレスト コンヲ リー ト逆 T 型桁をJ日いた合成床j仮僑

の ，投 ｾ ｲ についてＨ骨［ｊ ｬｬｩ →土木学会誌 ， 第 ＳＷ 巻 :1l 91j  ｾ己 ｩ 佐Ｉ ， 土木

学会l t I l :1138巻 首¥3号 P. 33- 35 (昭28 ・3)

71 坂，六司! ，P. S. コン空リ ー ト祭断面の殺計式について{ その 1) ，

日本建築学会研究報告 t1i 24号( 昭28 ・10)

72 坂，六III ，i E: Ct 両方向の1111げモーメントを受ける P. S コンヲリー

トZ誌のi没別 式について，日本主II 築学会研究報告 ! n25IJ  (1胞28 ・10)

73. 木村， プレストレストコンクリート援の断面形について， 日本ru

築 学 会 研 究 報 告 筋25号( 昭28 ・10)

74. 坂 ， ｉｉｉｊ 線緊 Ｕｦｦ ｐＮｓＮ コンタリ ー ト裂のー処ｾ ， セメントコンク Ｇ ＱＭ

ト No. 82 P.  2  (1953 ・12)

75 木村， プレストレストコンクリ ー ト祭の断面設計について ， セメ

ントコン 7 リート No.  83 P.  17- 26 (1954 ・1)

76. S. Ban， K.  Ok ada， &  H.  Mu gur u ma， Cal culat i on of  

St ress and Desi gn F ormula  for t he Pre ，Sl ressed Con-

cret e  Sect i on， 京初大学工学研究所研究報告 節 4 巻 第 2 号

研究報告第17号 (1954 ・3)

77.  坂. 六III ，P. S. コン9 リー ト梁の設計式について( そ の 2) ，日本

姐l築学会研 究 報 告 節27号( 1回29 ・5)

78. 大島，プレストレストコン空リート (1)・ Y.  Guyon. ー内容

紹介，建築界 V oi. 3  No.  6  P .  5- 9 (昭29 ・6)

79. 大島，プレストレスト コン 世リ ー ト (2) ......Y. Guyon. . . . . 内容

紹介，ru築界， V oi. 3  No.  7  P.  2- 7 (昭29 ・7)

80.  大島，ブレスト レストコンクリ ー ト (3) ・ . Y.  Guy on …・・内容

紹介，ru築界 V oi. 3  No.  10 P .  13- 18 (悶29 ・10)

81  坂，六III ，P. S. コンクリート採の設計式について (そ の 3) ，日本

氾! 築学会研究報告第29号( 昭29 ・10)

82. 坂， 六耳1，プレストレストコンクリート架のl曲げ剛性， 日本主ll3世

学 会 研 究 報 告 節30号( 昭29 ・11)

83. 大島，プレストレスト コン世リート (4) ......Y.  Guy on … υ 内容

紹介， ru築界 V oi. 3  No. 11 P .  10- 13 (昭29 ・11)

84. 大島，ブレストレ スト コン クリ ー ト (5) ・u ・Y . Guyon. . .  内容

紹介，I ] ! 築界， V oi. 4  No.  2  P.  13- 18 (昭30 ・2)

85.  坂，プレストレスト コンヲリ ー トの設計，ru築と社会，V oi. 36 

No.  2  P.  13- 17 (1955 ・2)

86. ｾｴＧ［ 股 ， プレユトレストコンヲリ ー ト不静定嶋造物， とくに述統終

の設計担; について (1) ，土木技術古¥10巻 ! n 6仔 P. 8 - 12  (1悩

30 ・6)

87 猪股， プレユトレスト コンヲリート不器予定格造物， とくに 迎統ｾ

の股frf 法 ｉｾ ついて ＨＲＩ ， 土木技術第 ＱＰ 巻Ａｮ Ｗ 号 ｐＮ 11- 16  (昭

30 ・7)

88 猪股ブレストレストコンクリ ート部材断面，役引において F - M坐

棋の使J円，セメント技術年報 lX P .  349- 353 (昭30 ・10)

89. 坂，六III ，プレ ストレストコンヲリート 果の き れ つ 梢i l l l O{ する

理論的荷量ｾ ， セメント技術年報 lX P .  370- 375  (昭30 ・10)

90. 坂，太径丸締緊狼材の完全利用K 必要なコンクリート強度， 材料

対験， ! n 4巻 節26号 P. 539 (昭30 ・10)

91. 坂， 附回，六l jI ， プレストレストコン 7 " ー トLtEの亀裂I oUi l l Kつ

いて， 材料と設計， V oi. 1  No. 4  P. 49- 53 ( Oct . ， No v  

1955) 

92. Y.  T ahara.  A  St udy  on V ibrat i on Charact eri st i cs of  

Prest γessed  Concrete Beam.  Proc .  o f  S y mposiu m 0 11 

Prest ressed Concret e and Composite Bea ms， Science 

Counc i1 of  ] apan.  ( Nov. 1955)  

93.  S. I nomat a， T he  Analysi s of  Prest ressed  Concr et e 

Port al  F r ame， Proc.  of  the S y mposi um on  Prest ressed  

COl l crete and Composi te Bea ms， Sci ence Counci l  of  

57 



) apan.  ( Nov.  1955) 

94.  T . K obori .  K. Ka neta.  &  H. MlI g ur uma. Pr est r essed  

Ear t hql l ake R esi stant  St ruct ures.  Proc .  of  f he Sy mpo'  

剖 u m on Pr est. ressed Coner et e and Composi t e Bea ms， 

Sci cncc Council of  ] apan ( Nov .  1955)  

95.  S.  Ban. K.  Okada &  H.  Mug ur uma.  Genaues Ver f ahr en 

zur  Ouerschni t t best j mmung  des v orgespannt en Bet ons， 

Proc.  of  the  Sympos i u m  on Prest ressed  Concr et e and 

Composit e  Be a ms.  Science Council of  ] apan.  ( Nov  

1955) 

96.  IJfd回. PS コンヲリート部材の亀裂荷虫とコンクリートのl曲げ引張

強度について ，土木銭術，節10巻 節12t} P.  ＱＲｾＱＵ＠ (1昭30 ・12)

97.  1昔股，プレストレストコワン合一ト設計法 ( 1) 土木学会総， 節41

巻 節 4 号 P. ＲＳｾＲＶ＠ (昭31 ・4)

98.  llt 股，プレストレストコンクリート設計法 (2) 土木学会総， 節41

号 館 5 号 P. ＲＳｾＲＶ＠ (昭31 ・5)

99.  f;昔股，プレストレストコンヲリート設計法 (3) 土木学会総，節41

巻 ffi 6号 P. ＴＰｾＴＶ＠ (昭31 ・6)

1∞. 猪股，プレストレストコンクリ ート設計法 (4) 土木学会総. 節41

巻 茸17号 P. Ｒ Ｑ ｾＲＷ＠ (昭31 ・7)

101. 猪股，プレストレストコンヲリート設計法 (5) 土木学会総. JU41  

巻 節 8 号 P. ＲＸｾＳＱ＠ (紹31 ・8)

102.  木村， プレストレスト コンタリート T 型断面桁の桁商事とスパン

との関係についての一考察，土木学会誌. m41宅書 館 9号 P.  Ｗｾ＠

11 (昭31 ・9)

103.  111股，プレストレス トコ ン空リ ー トi役計法 (6) 土木学会総. m41 

1豊富HOI} P.  ＲＹｾＳＲ＠ (昭31 ・10)

10'1. 木村，独立 P C柴の高さについて，土木学会 J t . ffi42;& m 6 ひ

P.  ＲＳｾＲＴ＠ (昭32 ・6)

105.  猪股， プレストレストコンヲリ ー トスラブ式 2 ヒンヂラーメン織

の殺計訟に関する研究，土木学会論文集，鍔48号( 周辺 ・9)

106.  岡田， プレストレストコンヲリ ー ト舗装の一考察， 土木学会誌，

茸 Ｑ ＴＳｾ 書館 Ｙ 号 ｐ Ｎ ＲＵｾＳＱ＠ ( 昭33 ・9)

( 2 ) 定着部応力

107.  坂，六耳1. 寺沢， 小m. 銅銭使用ポストテン: ノヨン 型 PC の定着

部応1JIC関する研究( 第 l 報 2 次元応力の鋤合) . 日本強築学会論

文t世俗l I. I . m53号 P.  ＴＳｾＵ Ｑ＠ (昭32 ・2)

108 政，六ｉｦ Ｑ Ｎ 寺沢，小垣 ， 鋼締使用ポストテンシ ヨン型 ｐｃ の定 ｩｾ

官官応力 IC関する研究( 第 2報 定着都コンクリートの亀裂および破縦

耐ブ'J) . 日本u ! 築学会論文報告l I . I . 第57号 P.  ＵＷＷｾＵＸＰ＠ (昭32 ・7)

1ω S.  Ban.  H .  Mug ur uma  &  Z .  Ogaki .  A nchor age Zone 

St ress Di st ri but i on i n Post t ensi oned  Concr et e Me m-

bers，日 Paper No.  16. Proc .  Wor l d Conf er ence on 

Prest ressed  Concr et e San Fr anc措 co. ( J ul y 1957)  

110.  坂，六耳1. 寺沢， 小垣，鏑線使用ポストテ ンシヨン型 P C の定着

部応; J IC関する研究( 第 3報. 3次元応力の崩合) . 日本III築学会詣

文骨l告.!Il . m58号 P.  ＳＵｾＴＱ＠ ( 昭33 ・2)

111. 桜. 六111. 寺沢， 小lii . ポストテンシヨン型プレぷトコンクリー

卜の}ζ lt 制政J I川出j裂応1J の分布，セメン トコ ン世リート . No. 137 

P .  ＱＰ ｾ＠ 16 (1958 ・7)

( 3  ) 付 着

112. 事l' 山， ブレストコンクリート銅線の綻 ￁ＨｉＮ［［Ｎｾ とＡｬｙ断応 力 ， セメン

技術年報 L1:. P.  ＳＵＳｾＳＵＸ＠ (昭30 ・10)

113.  K.  A  be.  On  Bond in Pret ensi oned Prest ressed  Con-

cret e.  Proc.  of  t he SympoSi UI11  on Prest ressed  Concrete  

and  Co mposi t e Beams .  Sci ence Counci l  of  ] apan.  

58 

( Nov.  1955) 

114 野口 ，コンタリートの付治強度 lc対する材命の修響，土木学会誌，

釘41巻 ffi 6 号 P. ＵＶｾＵＷ＠ (昭31 ・6)

115 奥品， 西附， コンヲリートと銅線の付必に閲する研究. 11本雄策

学会給文報告l I . I . mω ワ( 昭お ・10)

( 4) クリープによる応力減退

116 坂， 鋼弦コ ンヲリートの有効応力と付活応)J . 臼本建築学会研究

報告，節2号( 附24 ・7)

117.  坂， 鋼弦 コンクリートの応 力減温 ￐ ｊｬ諭 の実験 的検，付紡見ｾ ， セメン

ト銭術年報 1.  (限24 ・10)

118.  岡田 ， 鉄筋コ ンクリー卜; ( . ! の 9 リープ応1J 近以解， 土木学会誌，

第36巻 釘 5 -1} P.  ＲＹｾＳＲ＠ (昭26 ・5)

119 岡田， プレストレスト コンクリート の応力減退 ICついて . . 日本III

築学会研究* l 告節17号( 昭27 ・1)

120.  岡田 J Pr estr essed  Concr et e の収縮とヲ リー プについて ，土

木学会誌. ffi 37巻 節 1丹 P. ＲＵｾＲＸ＠ ( 個27 ・1)

121. 猪股. Prest ressed Concr et e の収縮と? リ ープについて ，

Cj H遣→土木学会誌. ffi 37巻 ffi l 号 附 悶 ) . 土木学会総，第37; &

ffi 6号 P. Ｑ Ｘｾ Ｑ Ｙ＠ ( 昭? 7 ・6)

122.  附悶，鉄筋コ ンヲリ ー ト不置予定格巡のヲリープについて ， 土木学

会総，第37巻 ffi 12号 P. ＲＳｾＲＷ＠ (昭27 ・12)

123 岡田 プレスト レストコ ン空ザ ー ト ( ポストテンシヨン型) のクリ ー

ブ. セメントコ ンクリ ート No.  74 (1953 ・4)

124.  坂，六I f l . 初期応力有効率について( 愉) . 日本政策学会研究報告

ffi28ワ( 昭29 ・6)

125 岡田， 鋪 f{J 法によるヲリープ応力の計t?: . 土木技術. ffi l 0Jj> 第

1号 P. ＱＱ ｾ Ｑ Ｓ＠ (昭30 ・1)

126.  坂，岡田，六I f l . 緊lfl プJ 減泌氏関する DJ l 論的研究( 1 ) ( 普通筋の

事Eい勘合) 日本建築学会研究報告，第30号{ 昭30 ・1)

127.  坂，岡田，六I f l . 緊磁力減過 IC関する理詰的研究 (2) ( 智通筋併

mの場合) . 日本建築学会研究報告. m31号( 悶30 ・5)

128.  坂，岡田，六I仏 緊 張 力 減 退 IC関する理論的研究 (3) 日本建築学

会研究報告. m3Zl } (悶30 ・6)

129 坂， 岡田， 六I f l . プレストレストコンタリートの緊張力減返IC関

するl l I ! 論的研究，日本砲築学会論文l I . I ffi51サ P.  ＸＳｾＹＵ＠ (昭30 ・

9)  

130. 坂， 附田， 六111. P C の緊! l !V J 減退伝聞するl l I ! 論的研究 ( U，ト

bonded Wi r e 使JII の掛{ ' j - ) 日本主II 築学会研究縦告 mおり (1回

30 ・10)

131. 岡田，多段配留の緊張材をもっ P C 部将のクリーブ， 土木技術，

第 11巻 m l 号 P. 10- 16 (昭31 ・1)

132.  坂， 岡田，六車， プレストレストコン空リ ート の緊猿力減退 lC関

する型S面的研究( 近似解法の誕祭) 日本砲築学会研究報告 ffi34号

(昭31 ・2)

133.  坂，六111. P C とR C とのタリープIC関する一考察， 日本磁築学

会 研 究 報 告 節36号( 昭31 ・6)

134. 菅原. 事I1当式ひずみ計( 技研式)I Cよる P C 桁のクリー 7 測定，災

:{EI局鰻. /，躍進鈎の応力測定および測定結果IC関する研究発長会鴻t . i i

概1l ! . 日本学術会l I i i 陥梨榊造工学研究連絡後貝会. P.  Ｑ ＲＳｾ Ｑ ＳＵ＠ (1回

31・9)

135.  坂，六111. P C の緊iJU1J 減JHIC閲す る) l 1!; 施的研究( 繁lfl1J干I効率の

正しい表示法) . I c l 本建築学会近餓支部研究報告. (附31 ・11)

136. S.  Ban.  K. Ok ada  &  H.  Mugur uma.  Loss  in Prest ress 

of  Post - t ensi oned Me mbe rs  due to Cr eep and Shr i nkage 

of  Concr et c . 京初大学工学研兜i J i 韓1{';'. m 7:& Z1' ! 5 号 研 究 縦

告，第39号 (1957 ・10)



137.  菅原， ブレストレス卜コン合リート桁の合リーブの現勘測定， 土

木学会必 m43巻 第 8号 P. 19- 28 (昭33 ・8)

138.  中野，ブレストレス工法とコンヲリ ー トの亀裂防JIニ，材料と設計，

Vo.  4  No.  10 P.  23- 29 (Oct .  1958)  

( 5) 摩擦損失

139 樋口 . 1 ( 1 . 僚によるブレストレスのl ! 1失，土木学会誌. ｭＳ Ｙ ｾ＠ l:Il 10 

サ P. 74- 76 (矧 29 ・10)

140.  猪股. PC 銅銭有効引援応力皮の決定方法，土木伎術，館10巻l : I l

3fJ  P.  4- 9  (悶30 ・3)

141. 'i1lhl .  ノモグラム ｋ よる ｐｃ 銅線緊強 作 ｊＡ Ｎ 土木学会誌筑 ＴＰ ｾ幸

ｾ ｮ サ ｐ Ｎ 21- 23 (昭30 ・7)

142.  三浦， 菅原， ブレストレストコンヲリート鋼線の朕餓， セメント

技術年報 11:. P. お8.- 364 (悶30 ・10)

( 6) 実験報告一般

143.  日本政初のプレストレストコンヲリート桁実物航験， 土木授術，

l:Il 6巻l : I l 11号 P. 33- 35 (昭26 ・11)

H4.  猪股，プレストレストコンヲ リート tt 木君主験， 土木技術， 自J 7 巻

節 2 仔 P. 20- 25 (昭27 ・2)

145.  1ft股，プレ 2 トレスト コン空 リー ト桁のl曲げ波労についての実験

土木学会総，茸m港 第10号 P. 21- 27 (昭27 ・10)

146. II!股， プレストレストコンヲリ ー ト桁 ｉ ｾ 関する実験 ， 土木学会論

文集，館17号( 昭 ・28 ・8)

147.  伴， 突安， 樽回， プレ λ トレスト コン空リ ー ト桁の尖験的研究，

日本il! 築学会研究報告，第25号( 嗣28 ・10)

148. 伴 ， 尖安 ， 滞回 ，申 央 ｉ ｾ 小円孔を有するプレストレストコンヲリ

ー ト円形仮の実量産的研究，日本建築学会研究報告， 第251} (閥28 ・

10) 

149 飽ｾ Ｎ 石田 ， 中古ワイヤ ーロープによるプレストレストコンクリ

桁について，材料践験. l:Il 2巻 第10号 P. 504- 508 (限28 ・12)

150.  坂，六I1I. 丸棒ポストテンシヨン型 P C 羽沫の重量作実験報告， 京

都大学工学研究所鍍報第 7 瞬{ 昭30 ・3)

151. 加藤，国中，猪股，山内，中川. P C  2階建建物の耐力誠験，日本

建築学会関東支部研究報告( 第17回) (1955 ・3)

152.  中川. PS コンヲワ ー トi l ! 物の耐震誠験，建築伎術 No. 49  P  

37 - 40 (1955 ・6)

153.  仁彰 ， 支閲 ＳＰｭ のプレストレストコンウリ ー ト鉄 道 総 Ｈｬ ｩｊｾ線大

戸川崎架) の設計， 施工および E れに関連して行った実験研究の報

告，土木学会論文集，第27号( 昭30 ・7)

154.  坂 ， 岡田，六ｉＱｉ Ｎ 丸棒ポストテンシヨン型 ｴｴ 木のｾ作実験 ， セメ

ントコンヲリ ー ト No.  102  P. 2- 13 0955 ・8)

155 横浜市建設局道路諜， 星野僑 PC 桁耐力紙験報告について ， 土木

技術 ， 節 ＱＰ ｾ 鍔 Ｙ 号 P. 13- 21 ( 悶30 ・9)

156. 間関， プレストレストコンヲリ ー 卜部付の合成， セメント伎術年

報 lX. P. 365- 369 (昭30 ・10)

157.  杉本，商郷，プレストレストコンヲリ ー トポールとその試験成績

セメント銭術年報 lX. P.  465- 472 (昭30 ・10)

158. 坂. INdlll .  六111. 太径 丸 梯ポストテンシヨン型 ｐｃ ｾ の実験的研

:11:. 材料M験. l:Il 4巻 re26号 P. 525- 533  (1回30 ・10)

159.  坂，問問， 六I 1I . 太径丸勝ポストテンシヨン型 P C事t木の災験的

研究， 材料問験，釘 4巻l : I l 261J P.  515- 524  (1問30 ・10)

160. Y.  Kondo.  S l l1dies on  the  Knee  Part  of  thc  Prestressed  

Concrete Ri g id  Fr ame  S lr l1Cl ures.  Proc .  o(  the  S y m-

posi u m on Prest ressed  Concrete and Composite B e 副 司s.

Science Council of  J apan. ( Nov.  1955)  

161. 杉本，凶郷，プレストレストコン合リートポールとその政験成総

セメン トコンヲリ { 卜 No・106 P.  28- 34 (1955 ・12)

162 奥凶， 支部. IIt 稲川 プレストレストコン合リート合成桁僚の強度

; 民験について ，土本技術，首Hl 巻 m4 号 P.  14- 33 (昭31 ・4)

163 坂. 岡田，六J j I . 骨24 ｭｭ 丸鮒ポストテンシヨン ＡｬＧｬ ｐｃ ｾ の実験

的研究，日本i I ! 築学会諭文報告t I l . l:Il 53号 P.  42- 49 (昭31 ・6)

1例 悶I bl . 手綬，国広，上訟川僑ほかー締( プレストレストコンタリ

ート桁fi l ) の応) ) 測定結晶1について. ｾＨＮｦ総 ｭ Ｎ 構造物の応力測定お

よび測定結果 ｉｾ 関する研究発表会講前概ｾＮ日本学術会ｊｬ ｦｬ￬ｾ 書 締 造工

学研先述絡安貝会. P.  137- 152 (昭31 ・9)

165 敏，附凶，六111. 太径丸陣ポストテンシヨン型広軌川 PC tt 木の

cJ! 1史的研究，セメント技術年報 X. P.  481- 490 (附31 ・10)

166. 丹羽 . U. I下，鉄郎およびプレストレストコンクリートの光卵性学的

l&liIl 研究，セメントコンヲリート No.. 121  P.  2 - 7  (1957 ・3)

167.  伊藤，コンヲリートの支圧強度民関する実験的研究( コンヲリ ー ト

支承が局部的I q; i j 盟を受ける場合) セメントコンヲリート . No. 123 

P.  9- 15 0 957・5)

168.  岡原，手塚，国広. PC 紺桁矯( 金剛大櫛) の糠皇自による災験的研

先，土木研究所執l倍，節99号の 4 (悶32 ・5)

169.  S. I nomat a.  T est  for Load Di str i bution  in M odel  

Prestressed  Concrete Slab  s ridge' ・Paper No・21. Pr oc .  

Wo r ld  Conf erence  on  Prest ressed Concret e， San Fr an-

cisco ( J  ul y  1957) 

170 綴，小林，附田， 六車. HA- 1 型 P C 枕木の静的破度実験報告，

セメント技術年報 ll. P.  370- 374 (紹32 ・10)

171 小西，木村. Jl I口，高資力鏑様をJ T j いた P C げたのきれつ布iill と

疲 ｾｂ 量 ｬ 宜 ， セメント技術年報 )J. P. 382- お8 (昭32 ・10)

172. 近藤，問問， 渡辺，坂村， プレストレストコンヲリ ー ト舗装J . l i 版

内の応力分布について，セメント技術年調! )J .  P.  377- 381  (矧

32 ・10)

173. 加賀l . ! . ｐ ｓ コンデリート栄の破級強度 ｉｾ ついて ， セメント技術年

報 ) J . P.  374- 377 (悶32 ・10)

174 近蟻，岡田， 君主回，坂村， プレストレストコンヲリート舗装に関

する実験的研' 先，土木学会論文集. 第49号( 昭32 ・10)

175.  小西，木村. Jl I口， 高浪力鋼掛を用いた P C 桁の亀裂荷mと疲蛍

強1Jl : . 材料践験，節 6巻 節目号 P 771- 776  (昭32 ・12)

176 坂，六耳1. 松労 ， 山野，各種プレストレストコン空リート緊張材

の適J f j 性1ζ 関する研究( ポストテンシヨン型プレストレストコンヲリ

ート 1日高周波燐入鋼悌の婦合) .  セメントコンヲリ ー ト， No・135

P.  2- 8 (1958 ・5)

177.  岡田， 稲井. PS コンヲリート梁の合成に関する実験的 it; 里民， 土

木学会館13闘年次学術説協会概要 . l:i H 部 ( 昭33 ・5)

178.  戸塚，光抑性実験法 ｉｾ よるプレストコンヲリートの研究 ， 日本建

築学会飾文報告t I l . 節60母 (阻33 ・10)

179.  坂， 六111. 付nの無い P C 祭の出i げ舷w耐ブ，) ( H.l1のない P C m

のＩＩ学的性ＧｬＧ￭Ｚ Ｑｾ 関する研究 Ｑ Ｉ 日本建築学会論文報告ＡＮｉｾ mω り

P.  641- 644 (昭33 ・10)

180  坂，六III . 中山，付白のない PC mの亀裂および曲げ磁紐耐力 ( 付

ＮｬＱ の ｬ ，ｴ い ｰ｣ ｰ 障の力学的性質 ｉｾ 関する研究 五 Ｉ Ｎ [1本建築学会論文相

告t I l 茸1ω サ P. ι 15- 648 (1回33 ・10)

( 7  ) 設計例

181. 佐伯， プレストレストコンヲリート桁のi投書十災例 とその解説 (1)

上木技術. m 9 1.< J:fl 1 り P.  40- 45 (11日29 ・1)

182. 佐伯. プレストレストコンヲリート桁の ｩ 役 ｾ ｉ 尖例とその解説 ＨＲＩ

土 木 技 術 館 9巻 節 2号 P. 27- 34 (昭29 ・2)

183 佐伯，プレストレストコンヲリー卜桁の設計実例とその解説 (3).

土木技術. J:fl 9J J  m4号 P. 44- 49 (昭29 ・4)

184 佐伯， プレストレストコンヲリート桁の設計実例とその解説 (4)

59 



上水銭術館 Ｙ ｾ il'l 5 号 P . 45- 50 (昭29 ・5)

185.  佐伯， プレストレストコンヲリート桁の設計実例 とその解説 (5)

上水技術，釘 9 宅書館 7 8- P.  16- 51  (脳29 ・7)

186 佐伯， ブレストレストコンヲリート桁の設計実例 とその解説 (6)

上本技術. ifl 9滋 賀18 号 P. 42- 44 ( 矧29 ・8)

187 佐伯， プレストレストコンヲ リート 桁の股計実例 とその解説 (7)

よ木技術，節 9 Z1 第108- P.  51- 56 (悶29 ・10)

188.  I主的， プレストレストコンク リート桁の設計実例 とその解説 (8)

よ本技術. ￮ｦｬＹｾ 首 ＱＱＲ ｬｽ P.  44- 52 (昭29 ・12)

189.  プレストレストコンヲ リート織の憾の計算について( 設計計算例)

上水技術. ｾｬｬ ｏ ［ 巻 ｭＴ 号 P.  43- 44 (悶30 ・4)

190.  1. Ni sug i. On  the  Desig n  and Construct ion of  Pre-

st ressed  Concrete Rai l way Br i dge Hav i ng a  Span of  30 

Meters. Proc.  of  the  Sy mposi um on Prest ressed  Concret -

and Composite Bea ms， Sci ence  Counci l  of  ] apan 

( Nov .  1955)  

191. 小守，ドイツにおける P C 締役計例，土木技術， 第13巻 第 3 号

P.  51- 56 (附33 ・3)

192. 今井，也本，永井，伊藤. 筏縞 (P C合成鋼飯村1) の続要および投

3十J t n: . よ木技術. ifl 13巻 節 9 号 P. 4 - 8 (昭33 ・9)

S  4.  グラウト ，耐火性

(  1  ) グラウト

193.  i"iJJ;( .  ブレストレスト コンクリ ートのグラウチング， セメノト コ

ンタリート No・99 P 目 26- 33 (1955 ・5)

19'1.  奥山 . i'll l札 Pヨコンヲリ ー ト}IJ グラウチングペ ース トの実験，日

本雄築学会論文械告! . I l . ifl 54母 (阻31 ・9)

195.  奥島，プレストレストコンヲリートのグラウト ，材料鉱験，第 5巻

節38l } P. 624- 628  (昭31 ・11)

196.  M. Okusi ma.  E xperi rnent s  on t he Propert i es of  Grou-

t ing  Paste.  .... .. Report No.  1.  Pr oc .  Wo r l d Conf erence 

on  Prest ressed  Concret e  San Franci sco.  ( J ul y.  1957)  

197.  JI!般. プレユトレストコン 9 リー トJ 1 l グラウトの研究，セメント

コン 9 リート No.  138 P.  22- 29  (1958 ・8)

( 2  ) 耐火性

198.  K.  K a wa goe.  Fi re Test  of  Prest ressed Concrete 

Sl abs.  Proc.  of  t he S y mposium on Prest ressed Concr et e 

and C o mposi te Bea ms.  Sci ence Counci l  of  J apan.  ( Nov .  

1955) 

199.  川錨. PS コンヲリート床阪の耐火性. j J ! 挺伎術. No・ 63 P.  37 

- 42 (1956 ・9)

200.  坂. ブレストレストコンタリート梨倒防の耐火力，強築維誌. v.  

71  No.  839  P. 9- 12  (1956 ・10)

ｾ＠ 5. 施 工

201. 路島ｾ Ｎ プレユトレストコンタ リート 胞工上の 2. Ｓ の ｬ 国腿 ｉ ｾ ついて

土木技術. ifl 7 J，t ifl S 号 P.  4- ] 1 (悶27 ・5)

202  猪股. 不世予定構造物に プレストレストコン 9 リートを適J fIす る場

合( 飽工上の面からの考察) . 土木技術. J:s 9巻 館 7号 P. 4- 7

(昭29 ・7)

203.  省的. PC タン9 のーて夫，上木技術 . m 9JJ  m8 fj- P. 13 -

18  (昭29 ・8)

2(トt. JII 股，ブレエトレ久トコンヲリート 締法 鈎 に お けるケ ーブル緊張

60 

作業 ( 1) . セメントコンクリート No・96 P. 2 - 5  ( 1955 ・2)

205 猪股，プレストレストコンヲリート 僧浩物におけるケープル緊111

作業 (J l ) . セメント コンクリート No・97 P. 8- 13 (1955 ・3)

206. !il"回， 黒岡， 山中大綱間線路災害復旧工事における P S コン 9 リ

ー トおよび鉄筋のガス圧僚法の使用について (1) . 土木技術， 節10

J，t m 3 号 P. 23- 27 (昭30 ・3)

207. ｬｊＢ 回， 駅間 ， 山中 大綱 Ｑ Ｑ 目 線路災省復旧工司 ｪ ｬ ｾ おける ｐｓ コン合リ

ー トおよび鉄筋のガス圧接法の使用について (2) . 上木技術， 第10

ｾ＠ m 4 号 P. 28- 33 (昭30 ・4)

208 前川， プレストレストコンヲリ ー ト水路僑の架設，上水伎術. il'l

10巻 第 9 号 P. 28- 31 (昭:担0 ・9)

お9. 菅原， 高強度鋼棒を使用するプレストコン空リート工法， 上木銭

術，第11巻 館 1号 P. 17- 22 (岡31 ・1)

210.  樋口 . di! 川，硬線コンヲリ ー トJ f j <キサー ソ連続聞の投告側

から ，セメント コンクリ ー ト No.  111 P. 32- 34 (1956 ・5)

211. S.  Ban.  Ri gi d  Bui l di ng Fr ames  of  Post - t ensi oned 

Prestressed Concrete.  ... .. Repoγt  No.  A  22 Proc.  Wor l d  

Conf er ence on  Prest ressed Concret e San Fr ancisco 

( J ul y  1957)  

212.  横道， 欧州における PC 工法について は} ーーレオンハルト工法

一一，土木技術，第12巻 ifl 9号 P .  4- 10 (昭32 ・9)

213  横 道，欧 州 ｉｾ お ける ｐｃ 工 法について Ｈ Ｒ Ｉ 一ＭＷＺイピダツヲ 工 法

一一，土木技術，第12巻 第11号 P. 4- 16 (悶32 ・11)

214. 横道，欧州における P C 工訟について (3) ー- B B R VW一一. 土

木銭 ｩｾｪ Ｎ 節 Ｑ Ｒ ｚ 書館 ＱＲ 号 ｐ Ｎ ＴＭＸ (昭32 ・12)

215.  横道，欧州における PC 工法 (4) . 土木技術. m13宅金 釘 1 り

P.  13- 23 (悶33 ・1)

216. 椀泊，欧州民おける P C 工法 (5) . 上木技術. m13ひ m 2 け

P.  10- 16 (附33 ・2)

( 2) 施工例

217  山悶，プレストレストコン空リート ff . 土木技術. m 6 Z1 ifl 7 り

P.  40- 41 (昭 ・26 ・7)

218.  成瀬. 7 レイ: ノヰ応力測節訟を川いた日l ! j li局，上木銭術. ｭ Ｖ ｾ＠

節 8 号 P. 42- 44 (悶26 ・8)

219 猪JBl ' . プレストレストコンクリート枇木投J 十試作， 上本校時.j. ifl 

7巻 首H 貯 P. 9- 14 (昭27 ・1)

220.  泊井，プレストレストコンヲリートを採j [ j した長生備について ，

土木敏術，節 7巻 節 5 号 P. 18- 20 (昭27 ・5)

221 神田， 河野， プレストレスト コン合リート桁 を用いた飯田線蕗石

Z置について，土木技術，第 7巻 第 7号 P. 24- 34 (附27 ・7)

222 国鉄東京工事&{ 6所， 東京駅乗降場 ｉｾ 使 ｊｦｉしたブレ［ＱＮＮトレストコ

ンヲ リ ー卜 ｉ ｾ ついて Ｎ ｩｬＡ策 雄総 Ｎ V. 68 No. 8ω P . 33- 38 

(1953 ・7)

2幻. 渡辺 . P S コン合リート舗装， 土 木 学 会 誌 第39巻 第 1号 P.

68- 69 (昭29 ・1)

224.  菅原， 浅沼， わが因縁事jのプヤストレストコン空リート不自予定情

巡，セメン トコンヲリ ー ト No.  89 P.  8 - 13  (1954 ・6)

225.  三浦， プレストレ ス トコ ンクリ ー トtt 木， セメントコンクリ ー ト

No.  91 P.  10- 15 (1954 ・9)

226.  針ケ谷，ブレテンシヨニング方式 によるプレニぇトレストコンヲ リ

ートスラプ総，上木敏伸'1. 第 9 巻 ml 0骨 P . 4- 8 (附29 ・10)

227. 菅原，浅沼， わが国最初の PS コンヲリート不怖定構造， セメン

ト技術年報 V  1 .  P.  368- 374 (昭29 ・10)

228.  三百Ii. プレストレストコン 9 リート fX，f;: . セメントコンヲリ ート

No.  96 P .  6- 13 (1955 ・2)

229.  駒 田， 古 村Ｎ ｩｬＡ急会館の外壁 ｉ ｾ 利川 した ， ｐｓ コン空リート似 Ｎ ｩｬＡ



策談街 No.  46 P .  27- 32 0955 ・3)

おo. 絵本， ブレ7- トレストコンヲリ ート桁の型枠mJi ，土木敏術，節

ｊｏ ｾ 節 Ｔ り ｐＮ 45- 46  (附30 ・4)

231  山内， 困m浜緑町駅ホーム上家の PS コンヲリ ート，建築技術，

No.  49 P.  20- 31 (1955 ・6)

232.  商慣，東京邸中央卸売市場足立分場の PS コンクリ ート床rti ， J]! 

築技術 No. 49 P.  32- 36  (J 95S ・6)

233.  ，瓜田，新型PS コンヲリート慢，迎築銭術 No.  49  P .  41- 44  

(1955 ・6)

234 安藤，_， PS コンウリート. t t 木について，材料君主験 第 4巻

節26号 P. 510- 514  (岡30 ・10)

235.  菅原，P C鋼陣によるプレストレストコンヲリ ート継杭の施工， 材

料試験節 4 :(!l節26号 P. 534- 538 (悶30 ・10)

236. 佐藤， 古畑，裾佑続架股U Jlについて，土木敏術館JO巻節目り

P.  41- 46 (昭30 ・11)

237.  1. Mi ura， On  t he  Prestressed  Ti es of  ] apanese Nat i o・

na!  Rai ! way s， Proc.  of  the  Sy mpos i um on Prest ressed  

and  Composit e  Bea ms， Sci ence  Counci1 of  ] apan .  (Nov .  

1955)  

238.  前回，ブレストレストコンヲリ ート造りの鳥居， 建築界 V o1. 5  

No.  5  P.  28- 30 (悶31 ・5)

239.  波多野，ブレストレスト コンヲリ ート慌の路工一一 上総川舗の主

桁コン世リ ートについて一一ー，セメン トコ ンヲリ ート No. 112  P.  

新刊紹介

高橋慶夫著

鉄骨構造の設計 実例とその解説

著者は大阪建築事務所専務取締

役，過去約20年の間，数多くの建物

の構造設計を担当し，特lこ鉄骨格造

における実紋は約25万トンにも及ぶ

という，その方面の権威である。木

舎は幸子者のその12宮な経験をもとに

して，鉄骨構造物の構造設31・がいか

に行われるべきであるかを，理論の

函の解説をおりまぜながら ，実例に

ついて述べた好評である。

実例としては，平屋建山型三述棟

の倉庫. 天窓型平屋工場〈二例) .  

大広間平E是正E工場， クレ ーンのある

三述棟平屋m工 弘 ク レーン走行げ

た( 三例) . ボイラ 一室鉄' 行構造軽

ｉｄＺ 四隣＿ｵ｜ＧｪＮｾ務所えＮＡＡ笑 ， また全燃接 ｪ

22- 28 (J 956 ・6)

240 波多野，J : ID川PC 桁施て綴符( l ) ( 応力導入作業について) ， 

」二本校時I 節11Z1> 節7 :(!l P.  27- 31  (11ll 31 ・7)

241. 波多野 ， 上松 川 ｐｃ 相 ｪｾｌ 報色ー ＨＲＩ (応1J 導入作業について) ， 

土木鋭術: t l U :(!l :tl 8号 P.  47- 54 (昭31 ・8)

242.  ニ砲，両総用水路 PS コンヲリート tft峻功，土木技術 Ｚｴｬ ｭ ｾ＠ 11"5 

4 り P . 46- 47  (閉32 ・4)

243.  坂，ｬｬｬｉ田 ， 六 ｬ ｦｉ ， 守 ｩｲｾ ， P朝淡町庁合の P C 構造について，J ] ! 築と

社会 V o1. 38  No.  5  P.  33- 38 (1957 ・5)

244.  M .  Naruoka， T.  Ni s!引 na &  M .  K i mura， Desi gn， Er ec .  

t ion  and L oad  T est  of  the  K ami c1ai Br i dge， •• •• •• Pa per  

No， 5  Proc .  Wor ! d  Conference on  Prestressed  Concrete  

San  Francisco.  ( J u! y  J957) 

245  伊原， PS コンヲリートによる三府ラーメン， u築界 V o1. 6  

o.  12  P.  34- 35 (昭32 ・12)

246.  阪商，駒井，西敏，蔵原ダムの副ダムにおける堤体コンヲリ ート

のブレストレスについて，土木学会総: t l 43巻 J:lj 9号 P. 1 - 9  

(悶33 ・9)

247. 今井他 4 名，筏宿( ブレストレスト合成桁) の鍋桁仮組時における

プレス トレス導入および歳荷実験 土木学会誌 第43巻 第10号

P . 9 - 15  (33 ・10)

(1Il 者 六l l!， 京都大学績師 ; 鈴木，大林組研究室，京大研究生)

階建事務所建築，熔接を使 った工場

のプレ ートガー ターーと充腹柱，さら

に軽量鉄骨を使った工場など，広範

囲にわたっ て取 りあげられてあり，

それぞれについて， 計算書の順序に

従っ て，建物の概要，設計の基本方

針を示し，部材応力の算定部材断面

の設計，その他要所の設計 などにわ

たっ て ，詳細に述べてある。その間，

塑性変形理論を応用 して架構の力系

を整理単純化す る場合の考え方，庖

屈理論のとりあげ方，柱間協と鏑材

抵の関係，構造計画と傷害など. 実

務に従事す るに際して参考とすべき

記述が， 随所 lζ お りこまれている。

そ して終り に設計計画から 結果の反

省 まで，構造設計のli Wl J 予を示 して，

著者の持論であ る品位ある構造物へ

の指針としている。

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J  l l (井池筋〉旭洋 ビソレ 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・4089

巻末 lこ28頁にわたる附録があり，

読者の便をはかつ てある。

(鬼 武 信 夫〉

( 丸普K K 発行 A 4照 P，296 V  1.800)  
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藤田亀太郎監修・大島 久 次，中 野 清 司 訳

Y. ギヨン 「プ レ ス ト レ ス ト コ シ ク リ ー ト」

Y . ギ ヨン氏は近代のプレストレ 性と火害を受けた構造物の 補修方

ストコンクリート( 略号 PC) の父と 法，プレテンション型 PC の付着に

いわれるフレシネ一氏( フレシネー よるワイヤ 一定若lζ 関する実験資料

方式 PC の考案者) の高弟であり， など，現在われわれがそのまま利用

現在国際 PC 協会の会長を勤める jlt もしくは参考にできる多数の資料が

界的大家である。原著は綜合的な PC 集録されている点は，ほかの多くの

専門書として世界最初の完備したも PC 関係書籍にみられない点である。

のであり，初版は 1951年lζ 仏語で. 江ｾ 2 部では第 1 部のまま礎原理と研

2 版は初版の誤まりを訂正し多くの 究結果をもとにした静定部材の部性

設計資料 も加えて 1ヲ53年l乙仏語およ

び英語で発行された。わが国では英

訳版が広く愛読されていたが 5 年

有余を! { ' ( して藤田，大島，中野 3 氏

のご努力により口本語版が発行さ

れ. われわれの身近におく乙とがで

きるようになったのは極めて有意義

である。

本舎の内容は大きく分けて 3 つに .

分かれる。第 1 部は PC 構造の一般

原理と題していろいろな基礎問題に

ついて記述されている。原著者が巻

頭 lこもいっ ているように. PC 構造

を土木 ・建築両部門にわたって詳述

する乙とは全く不可能であり ， 第 1

部においては専ら両分野にまたがる

基礎問題の研究成果，設計資料を集

録し，読者の使をはかっている。木

舎で最も異彩をはなっている部分で

ある。とくに，ポストテンション方

式 PC のケ ーフツレとダクトとの摩擦

についての実験法. 定着端容l裂応力

の広汎な設計資料. PC 部材の耐火

設計法についてのべられている。断

面の強度要素としての幾何学的およ

び力学的解釈として，圧力中心，中

心核，限界核などの断面lζ 働く力の

大きさおよびその見掛けの作用位置

をもとにした PC の力学的性質の説

明および設計法のー述の展開は，

STUP の設計法とし てわが国でも広

く知られている方法である。また，

ケーフツレの中間曲げ上げに関する図

式設計法なども広 く技術者が用いて

いる有名な方法である。! i Y 断耐力 l乙

関しては第 宅部lζ ものべられている

が，乙の部門における原書発行以来

の目ざましい研究成果が収められて

いない関係上，あまり参考になる点 "

はない。

第 3 部は静定梁の実験および安全

率についてのべ て ある。実験の方

法. 測定，実験結果の整理，報告な

ど詳細に記述され，単! こ PC ばかり

でなくほかの構造に関する実験の絶

好の指針として役立つものと思う。

( 共立出版K K、定価 2500. A  4版、597頁)

最期 lζ 全般を通続してみるに，惜

しむらくは建築技術者として最 も望

んでいる不静定構造物( ラ ーメ ン構

造. rtJl 面板構造) などの設計，旋工

に関する資料のほとんどない乙とで

ある。本書の初版が 1951年であると

とも考慮すれば当然の乙とかも知れ

ないが，数年来の PC 建築構造の急

速な進歩発展をみた今日では，読む

者をして一抹の物足り なさを感ぜし

める。近き将来iζ 原著のi首訂がおこ

なわれ， より完全な PC 専門書とし

てutlζ 送られる乙とを望んでやまな

い。 しかし PC の法礎概念、を正し

く把握し，いろいろ な方面への正し

い応用の基礎を知る点では，本音ーは

またとなき名著である。とくに，耐

火性，定着部応力，付着などに関す

る一連の基礎問題については，現在

でもなお異彩を放っている乙とを再

;己し7こL、。

( 京都大学講師 六 車 照)
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⑨ 霊 舟 建 株 宿 舎

大阪市西区江戸堀上通1の5

田辺工業株式会社

電話土佐堀@7 4 3 7 - 9

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2 4 2 0 呑
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藤 森 建 ヰオ 株 式

A
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社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 5 ( 中央ピノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 l 番地( 大同ピノレ内)

電 話 土 佐 堀 @ 1  6  2  3  

東 京営業所東京都中火区銀座間三ノＭｾ築会館

小野田セ j y ト四号室 T E L京楠⑧4331・4411

大 阪 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 悶 町 二 第 一 生 命 ピ ノ レ

小野田セメント大阪支白内 T E L@1261( 代表〉

本相 ・工 場 東 京 都 江 東 区 深 川 場 崎 町 - T E L 深川@ l 0992

実 強 力 な 接 着 性

骨r 強 靭 な 可 援 性

大 軽量 ・工期短縮 ・着色自由



創 業 大 正 八 年

7 口7 - ヒンチ.

7ロアーヒンヂ，( 両問キ )

車、L

位三己

ラIr トリーヒシヂ.

輸 出 本 邦 唯 一

ニューヨー ク ・ロス アン ゼ「ル ス ・カ ラカス ・ノずンク ーノ、ー ・ロノテ

ル ダ ム ・ Ｗ ニラ ・ シン ガ ポ ール ・ 香 港 ｚ ｾ ［ へ毎月輸出致し ております ｴ 。

日本ドPーチエ I! J ク製謹株式会社

取締役社 長 出 向 井 啓 蔵

木 社 工 j 祖 布 施o I i t品 川 町 3 丁 目 1 1  If，j 也 屯 日 大阪( 72) 代表 6666- 9  

東 京支 ｾｉ ［ lJ.Cr;r  ｲＮｾ干 一 代川区 神ｮｊ錦 町 ｬ 丁 Ｑ Ｍ ＱＲ Ｓ ￵ＱｬＢｾ 東京 倒 Ｑ Ｉ 1920 .  '1920 

偏 間 出 演 ， . rr t' .t 附J ili  舟 ｩ ｬｴ 倒 Ｑ Ｑ 品 ｪ 也￳ＧｬＡ Ｚ ｾＱ 品開 Ｈ Ｔ Ｉ 2372 .  33 12  

名 古 尽 ｉ ｾ ｉＧＮ ｾ品所 名 古 1; 1市 中 氏 トl湖町 l 丁目 5 ｦｦ ｲｊ 也市花 ぷ ｾＮｉｪｬＨＲＳ Ｉ 7 3  6  1  

( 片悶キ)

用 途 ・・・ 橋 梁 用 ・ プ ラ ッ ト フ オ ー ム 周 及 耐 酸 床 周

厚サ20-25-38-50粍 巾 120 粍 × 長サ 240粍

jfllIン'1/tl 勿l製造掠式会副

本- 11 及 工 場 Jfo“I市長州 7月初川新 m44 T E L 大 阪 ( 48) 4947- 9 ・5920

ＧｉＡ ｊ［Ｈ 文 ｾＱ ｦｽｊＮユ地主 ｡ 玉県北 ｾｭｩ 桜町縁起 T E L 桜ω889)3252- 4

九州支! 占及コ場 福岡県八幡市.dI 浜町 16の2 T E L  ( 八幡) 723 ・2512

点北支広及工場 福品以 Il1l il l市外宮久山町久保 111 142 T E L  ( 問1111) 267 

名 tlj' J丑トT 業 所 名古・11! 市斜 rn区 三 本松 町2の35 T E L 名古尽 ( 8 ) 7674 
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ハ イ ・ ス ト レ ン グ ス ・ボ ル ト 接 合 に つ い て

在奇 回

1  . 概 説

ζ の筏合法は，特jffi のボルトの 2 倍位の引張強度を持

つj f . j 張力ボルトを用い，接合しようとする板を強く締め

つけ，板と仮の閲 }ζ 生ずる摩擦力を利用して外力にたえ

させようとする方法である。 第 1 図 A 図のように板を

両側から強く押しつければ板と

強fi - .!J .K¥' f1 

一 止f!.!.:_L 板との問lζ 強い摩擦力が生じ，

ｾ＠ I  この摩擦カが外力 lζ 抵抗して接

(A! L ーす一_ j → 合の目的を達するのであって，

膚 1 斥駒 両狽IJ から押すーっの手段として

←「よ斗 μ -，-----l→ B 図のように高張カボノレトを使

I  .11 11. l- + うと考えればよいのである。し

(BI  L . . J  たがってボルト軸とボルト孔と

r' ¥，杭

一一仁葺主二二二] - + の間隙はあまり大きな関係はな

' - - l 寸「十寸→ い乙とになる。従来のボルト接

(CJ  ' --'  合やリベット接合は， C 図のよ

第 1 図

うにボルト( またはリベット)

軌 !C横からカが加わって軸! L 生ずる弼断力で抵抗すると

考えるので，この工法は根本的に異った考え方lζ 基いて

いる接合法である乙とに注意しなければならない。

乙のｾ際力はもちろんリベット接合の場合 ｬζ も生じて

いる。しかしリベッ ト材はあまり強い材料でない( 強い

材料では冷える時に切れてリベット打ができない) ため

締付均も弱く. 大体リベット長期! } ! J 断耐力の 60 96 位で

あるから通例無視して考えている。普通のボルト接合で

はさらに摩燦力が少く，ほとんど期待できない。それゆ

え，これらの接合では軸の殉断力で耐えるように計闘さ

れているのである。

乙の接合法の名称は日木ではまだ統一されていない。

伴際) ] を利用するので摩擦ボルト接合とか，強いボルト

を用いるので高張カボ J レト接合あるいは強力ボル ト接合

またはノ、ィテンポノレ卜接合等種々の名で呼んでいる。ア

メリカでは Hi gh St rength  80l t J oi nt ， イギリスでは Hi gh_

tensi l e 80l t J oi nt と呼ばれ. Hi gh Tensi on 80l t という名

日月

称はど乙にもみない。 n木建築学会では一応「高張力ボ

J レト摩擦接合」と呼ぼうと話し合っている。

2. 沿 革

摩機力を利用する ζ とによってとりを生じない継手を

得られるという研究は， 1938 年米国イ リノイ大学の W .

Wi l son 教授が実験を行ったのが長初である。 1947 年米

国の 12 学会が述合して Reseorch Counci l  on Ri "et ed ond 

80l ted Structurol  J oints of  the  Engineering  Foundot i on と

いう委員会を組織して研究を推進し， 1950年から 1955年

( 1) _ ( 7)  

にわたって多くの研究が発表された。他方乙の接合法の

可能性が判明するにつれて 1951 年 A. S .T . M では焼

入れによる高張力ボルトの腎定規格を制定. また同年上

記の Counci l では設計および施工規準を発表した。これ・

らの規絡や規準は研究の進歩とともに逐次改正されて今

日にいたっている。

またドイツでは 1953 年から約 10 カ月間. ドイツ鋼構

造委員会の委託を受けて Korl sruhe 大学で研究が行われ ，

その結果 lζ よ っ て ボ ル ト に つ い て ， 1954 年lζ D I N

( 10)  ( 11)  

267 ，1956年に設計・および施工暫定規準が作製せられた。

n木ではまづ国鉄の橋梁関係が乙れを採り 上げ，国鉄

構造物［没 ｾｉ ・事務所と鉄道技術研究所と共同して研究を関
( 12)  

始し， 1956年( 昭和31年) その最初の発表が行われた。

( 13)  

さらに引続いて疲労強度に関しでも研究が発表されてい

る。一方その研究の途次において. 実験的に 1954年 (11付

和29if-) 5 月高山総の橋梁( 約 1 カ年 2 カ月使用して倣

去) の現場継手 lζ 使用し，さらに 1956年 9 月中央線の橋

梁( 約 2 カ年 8 カ月使用して撤去) ，あるいは永久構造

物として東京駅の改修工事等にも使用しているととが報

( 14)  

告されている。

正tt 築関係では n木建築学会鋼構造委員会がこ れ に お

目，高張) ] 鋼分科会( 委員長横山不学氏) を設置し，東

大仲教授，日本鋼管主主福技師および隼者等が研究lζ 当る

( IS)  

乙とになった。そしてその最初の研究報告が 1957年( 昭

和32{下) に行われた。実施面においては，東京電力千葉
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火力発EE所の工事がアメリカで設計され，アメリカ製品

がその一部κ 使用( 昭和321，ド〉された。またープ}，松岡

Ｚ［ ｉ＼ｭｾ 築設ＺＱ Ｑ ーポ務所 一 長松田ｊＺｪｉ ｩ ｬ ＼ 氏は渡米の際本工法にお

回して，同氏の設計になるブリッジストンビノレの増築工

事 lこ採用実施を決意し，同事務所の井田技師( 設計担当)

ならびに伊藤技師Ｈ現 ＴＲ 担当Ｉが協Ｉ｝し て ｾ施ｊｬＢｩ ｩｬｩｩｬ 乙当

り. 研究而を: : r 者が担当して基礎的研究を行い，監督官

庁の特別認可を得て正式に若工する ζ とになった。乙の

建物は地上 9 階，地下 2 階，塔屋 2 階. 延面積約 3，100

坪 鉄 骨 総 重 量 546 トン，鉄骨鉄筋コンクリート迭， 鉄

骨は工場製作は全部熔接工作，現場組立はすべて高張ノり

ボルト接合という薗期的の試みとしたものであった。 こ

れ に 使 用 し た ボ ル ト は ， す べ て 国 産 品 で 3/4" ボルト

46 ，360 本， 5/8" ボルト 30，272 木 ( 合in 76，632 本) と

なっている。鉄骨の製作およびポノレトの製造は 1958年 4

月( 昭和33年) Ir . 開始，現場ポノレト締めは 7 月中旬から

開始したが，正式のポノレ卜締め開始の式を 8 月15 日に行

い， 11 月27 日最後のボルト締め終了式( 上棟式) を行っ

て. 乙の記念すべき工事を無事終了したのであった。 ζ

の聞大阪におい て も劇場新築工事の一部に試用した由を

聞いているが. その詳細はあらためて発表される乙とと

思う。

3. 問題となる諸点

乙の接合法において最終の目 的とな るのは接合部にお

けるとり耐力( 摩擦耐力) をいかにして確保するかとい

う点である。そのために必要となる条件はつぎのごとき

点である。

(A) 材 料

(  1  ) ボルトの材質( 索材，焼入方法，強度，硬度)

と形状

( 2 ) ナ ットおよびワッシャーの材質( 硬度〉と形状

( 3 ) ネジ仕上 げの精度

( 4 ) 接合板の接触商の状態

(B) 施 工

(  1  ) 締付け方法

( 2 ) 締付け力( ポ J レトのテン シ ョン) の大き さ

( 3 ) 締付けカの検査

以上の中で，材料については材質および形状の規定を

定めると同時に成品の均等性を保持する乙とが大切であ

る。施工については締めつけ力の大いさを決定するとと

もに， 締めつけ 力の均等性を確保する ζ と も 肝 要 で あ

る。これらが満足されれば実験の紡果か らみてとり耐力

(: : 1 : 充分稲保されるものとちえられ る。

4  ボ ル ト

規格について比較するとつぎのとおりである υ 規格

は，米国の A. 5 .T  .  M.  :  A  325- 53  T ， n木の J I5 .G 4501 ， 
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ドイツの DI N. 267 によっている。

4.  1  系材の成分

JI 5 はボノレト材としての規定はない。機械構造川炭素

銅の 中から米独の規格と同等のものを摘出して掲げた。

節 1 表 素 材 の 成 分 ( % )

規 新 | 炭 紫 | 珪 紫 ト ン ガ ン | 燐 | 硫 筑 |12 2

A  S. T.M.  ¥孟0.30¥- 1 孟0.30¥;:>0.048¥剖 吋 -

J m ぉc P 2 4 0 5 o J 4 ω |剖 似5¥lii O叫-

LJ三三1

0

空
0.501

0

丸ぉ10 1 5 4
壬0 吋孟O

吋一

Dl  N  

1
0  

" 134Cr  
410 2 d O E o J 弘司副吋孟0 ω5f iz 

ド叫1Cr41。空0.441 11 ¥ 11 ¥ "  ¥ "  1  11 

製lR.，分析の例としては. 第 2衰のようなものが用いら

れている。

第 2表 製 品 分 析 伊y ( %)  

製 品 用 途 | 炭 素 | 蹴 1 2 2 1 燐 | 附 1 2 : l F塁

打 1 5品広州 ω¥0.29¥ 0.481  0.0231  0 叫 - Imll!l安

d'3s C)  B¥ 0 ぉ¥0.201  0. 53¥ 0. 023¥問。1 - ¥  ｾｐ￰受

ド イ ソ 製 品 ¥ 0.42¥ 0.16¥ 0.651  - ¥  0 吋 1.14¥-

熱処理の方法によっ て製品の機械的性質が定まるので

あっ て， 炭紫畳は 0. 30 Sぢ- 0 .55 96 程度のものが用いら

れている。 しかし普通は 0.45 96 以上のものが結果が平

均するようである。

4.  2 熱 処 理

規格では第 3衰のようになっている。 JI 5 では水冷と

第 3 表 熱 処 理 方 法 の 規 定

規 絡 | 焼 入 | 焼 艮

AS . T.M.  1 液 冷 l 800.F  (427.C)  

JI '3. S  55 C  ¥ 810- 制 。C 水 冷 ¥ 550- 倒 。C 帥

なっているが，箪者の経験では油冷の方が平均して焼入

れができるようである 。 水冷て‘はボ ｊ レトの頭部 ｬζ 焼 Ｒ ｾ ｊ れ

が生じやすい。!"S，仮温度はあまり高いと強度が低下す る

ようで. 場合によっては 500

0

C 位でもよい ら しい。 焼

反の冷却は空冷で差支えないようで‘ ある。ま"1¥M主主の方il ;

は系材の性質と形状. 寸法等によって種々の方法が あ

る。製品の均等性を得るために充分研究を行わねばな ら

ないと恩われる。 とくに高周波焼入の勾合は高i鼠節目寺間

で鋭絡の傑準とは相当異なる。

4.  3  熱処理材の機械的性質( 襟準試験片によ る)

焼入れ. 統灰しを行 った材料についての機械的性質に

対するｾ求はＮ t見物ではそれぞれ第 4表のごとく規定 し

ている。

第 4表についてみ ると， 1" 以下のポ ノレトを標準にし

て， AS T Mと J IS . 555 C と DI N. 8 G とが大体同級のも

のと考ーえて差支えないと恩われる。



m4袈 熱 処 理 材 の 繍 械 的 佐 賀 ( 際 箪 試験!t)

t乱 m 
| 昨k g/伏m m2

点 引

k g猿/π強3mgI 理 || {111 % 部 I 絞 %  
り | 滋 験 1，I  

プ リ ネ ル | ロックウエル C

A S T M ( %.  1") 57.0 以上 80.8 以上 14 以上 35 以上 直径M" ，L =2"  ＲＳＵｾＳＰＲ＠ ＲＲｾＳＲ＠

"  
ＨＱ ｾｾ Ｑ ｕＢＩ＠ 54.1 以上 73. 8 以上

"  "  "  
ＲＲＳｾＲＸＵ＠ ｊ ＹｾＳＰ＠

"  
Ｈｬｾｾ＠ 3" )  38. 7 以上 63.3 以上 11 

"  "  
ＱＸＳｾ ｚＳ Ｕ＠

JJ S. S  55 C  60.0 以上 80. 0 以上 14 以上 35 以上 ＲＲＹｾＲＸＵ＠ ＲＰｾＳＰ＠

DI N.  10 K  90. 0 以上 1∞ 以上 8 以上
285 30 

"  
8  G  64. 0 以上 80 以上 12 以上

230 20 

2告5 表 ヰ! > 切りをしたボルト斌験片の強き (A S T M)

tl: 1. ボルト完威品銭験は顕の下に 10・の傾斜を持つ慢を抑入して引

la鼠験を行う 。

2. ボルトの首下で切断したものは不合防。

3. ボルト保l l i E 荷量の測定は，規定{11まで線利した後，除('li して取

外し永久mがない ζ とを要する。ただし士0. 0∞5 in (0. 0127 

m m) までの測定奴差は許きれる。 E の場合 10・傾斜ウエツ: t
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16. 3∞H  

21. 4∞H  

は使用しない。

4. ナットの保証荷量は .r. J V トの貫主大荷重賦験後取はづして異状が

なければよ P .

品

名 | … | 炭

成 全t ¥拘 J

紫 | マ ン ガ ン | 燐
| 硫

ナ ツ
重O. 13 

孟0. 048

ワ ツ シ ヤ ー

法 炭 材 | 重 0. 25 孟1 ω 孟0. 048

Ｒｾ＠ 6表 ナ ッ ト お よ び ワ ツ シ ヤ ー ( AST M)

l 硬 度 ( %)

貧 |  プ リ ヰ Jルレ |ロ Y タウエ 川 | ロ‘ ノヲ付ウエル

孟剖O. 23 I  孟 m 

孟 ｏＮ 悶 ｼ 一 ｼ一ｼ お ｾＴＵ

孟O. 蜘 I - ｉ ωｾＷＵ＠

4. 4  ボルト完成品の強さ

ボルト完成品の強さについての規定が A 5 T M で定め

られている。乙れは 7:i " - 1 J 2" まで定められているが

関係の深い ) 11/ _ 1" ボJ レトについて第 5表に掲げる。

4.  5  ボルトの形状

高張カボ J レトの形状はアメリカ規格 ( A . 5. A . BI8 . 2 規

定) と n木の JI 5 規格 ( JI 5 B I 154) とほとんど同様であ

る。とくに注意すべき点はE アメリカ規格では高張力

を示す 7 ークとして頭郁に 3 木の放射形の総を浮;1 '1 "7 ー

クでつけておくことおよび頭部の下面 ( ワッシャ ーと

の接触函) ｋＮｾ 座がとっ て ある乙とである。ボルトの仕

上程度は J I5 規格の中仕上程度でよ い。また実験をやっ

て気づいたことは首下の丸味仕上K 注意をしないと. 成

形品試験の際首下で切断するおそれがある。

5. ナットおよびつ ッシャー

5.  1  材質と硬度

A 5 T M規絡について紹介すると 第 B表の ご と く で あ

る。

ナットは お 41 または 5 5 5 0 程度の生ま材を用いるよ

うに指定しているが，こ れは硬いボル トを締める時のネ

ジのなじみをよくする点で意味深い規定ではないかと恩

1ft ? 袋 ナットおよびワツシヤ ー形状 (A S A規格}

M

W

M

W

H

O

M

W

 

U
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U

舟

%

%

1
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q

a

w

n

，
h

n

'
u
 

-

-

-

-

q

d

内

d

a

q

a

q

う。しかし軟かすぎるとナットのネジが破損しやすいの

で，経験によると 上仕上ナ ット( 硬度プ リネ J レ150 以上)

を使用すると好結果が得られる。

ワッシャーは焼入または惨炭材であるが. 惨炭材のと

きはち参炭厚さ 0 .015 in ( 0. 37 mm) 以上と桁定され てい

る。

5. 2 形 状

ナットの形状はアメリカでは A5A. B  18 .2  Heovy 級

rt 仕上と指定されている。 Heovy 級は J I5 規格より厚さ

がl早いこと( 旧 J E5 規格とほとんど同様) Iζ 注意を要す

る。アメリカ規格の形状を第 7表に示す。ナットの形状

は J 15 規格の q 奄と同様であるが，アメ リカのナット』

誕座がとっ てある点注意を要する。 J I 5 規格の形では 1

種に褒座をとるか 2 癒を用いるとと が望ま しいと恩わ
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れる。丸形ワッシャーの| 付径はポ J レト前l!

径より大体 1. 5mm程度大き くしてボル ト

汁下の丸味を逃げるようにしているが，

ドイツ規準では内径をボルト iM! より l mm

位大きくし，その内側周縁を 4 5

0

(ζ おと

して丸味を逃げている 。

6.  ネジ仕上げの精度

ネジ仕上げ精度は 3 級以上であれば 節 2 図 キヤリプレータ ー (米国製)

よい。ネジは少し緩い方がよく締まる

といわれている。ただし成形後焼入れ

をするので黒皮が生じるが，黒皮の沢 第 3 図 イム パヲトレンテ( 米国製) をHl

山ついているものはナットとのすべり

が悪いので因る。黒皮をできるだけよ

く訴しておく方がよい。またナットに

うすく油引きをしてすべりをよくする

乙とも有効である。

いて ボルト 締めしている場合。

7.  板の接触面

板のとり摩擦で外力に耐えるのであるから，板の接触、

而はj車線を減じるようなものを絶対に避けなければ なら

ない。黒皮( ミルスケーノレ) ，ペンキ等は充分除去する

乙とが大切である。ドイツ規準では黒皮をとるため，ガ

ス焔 ( 3 096般索過剰焔) で焼いて清掃するよう規定して

いる。 ブリッジストン工事の実験では赤錆肌とし，浮錆

をよ くとった場合は黒皮肌の場合より 7 0 96 程度とり耐

力が増加した。ペンキ塗りは最もとり耐力を減ずる。ア

メリカ規準では建築については多少の塗料を許している

場合があるが. その真意について疑問を持っている。

B  締付け方法

ボルトを締める方法は，とくに規定された締付力を均

ーに得られる乙とが大切である。締付力が不足の場合は

とり耐力が不足し，締付力が過大のl時はボルトの降伏点

を超過してクリ ープ現象のため長い間には締付力が抜け

るおそれがある。

そのため手で締める場合はトルクレンチを用いて， ト

ル ク値を一定 lζ 定めて締め，機械締めの場合はトノレ ク値

の調整のできるイムパクトレンチを用いる必要- がある。

また一つの方法として指締めした後，一定の角度までナ

ットを廻転して締める ，いわゆる回転法がアメリカで提

附されているが，主在者の実験ではまだ白木では資料が整

わないようである。イムパク トレンチは締付力を検定す

るキャリプレーターを用いて純付ーカを調整して使用する

のであるが，そのいづれもまだ白木製品はない。 第 2図

. 第 3図の写真は米国製のキャリプレ ーターとイムパク

トレンチを使用していると乙ろを示したものである。
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m 8 :& ボルト・テンシヨンとト ルヲ 他( アメリカ)

ボルト l TTur?55|必要な刷、ボルト! ?と 2ぶ;r

直 径| シヨンの適正也 | ・テンシヨ ン 1; レク 偵の概略儲

{ i n)  I  ｾ＠ ｾ＠ (kg)cリ I ( k g ) ( 2)  I  ，. ( kg・c m ) ( 3)

?i" I  5，670 I  4 到l O I  1. 250 

W'  I  9，070 I  7，8∞ I  2，5∞ 

事 ｾＧＯ

%"  

1  "  

l1. 155 

16，780 

22，2∞ 

11，ω 0  

14，7∞ 

19，300 

注( 1 ) 必. : t ' . ! な最小ボルト ・テンシヨンの15%封書

4，450 

6，5∞ 

9，830  

(2) ボルト保l 1i E荷mの90%，ただし最大ボル ト・テンシ ヨンではな

L、。

(3) 乙のトルヲ似は概略儲で，実際状況による実験は よりポルト ・

テンシヨ ンより定める のが望ましい。

(4) トルヲ ( M ) とボルト・テンシヨン ( T ) とボルト i直径 ( d )

との関係を M = K. d.T. とすると，木表はK = 0. 2となる 。

ro 9 :1.< ボルト・テン γ ヨンと トルク {Ij ( ドイツ)

ボルト直径 I 必張なポノレ ト・テンシ

ヨン ( k g)  

トルヲ 伯 ( k g ・c m)

M1 2  4，3∞ 930 

M1 4  5，ω。 1. 5∞ 

M1 6  8.2∞ 2，300 

M1 8  9，900 3，240 

M2 0  12，8∞ 4. 630 

M2 2  16，∞o  6.390 

M2 4  18，400 8，000 

! l : (1) 上裂は 1 0 K ボルト の場合を示す。 8G ボルト は上砲の70%。

(2)  M = K . d. T とすると K = 0. 18 となる.

9.  締付力とボルト・テンション

ボルト lζ 与えるテ ンシ ョンの必変ーな大 きさと ーそのテ

ンションを与えるための締付ト ルク の標準について. 米

独の規準を表示したものが第 8表 と第 9表であ る。

10. とり耐力 (摩療面の許容耐力)

以上のような規絡によって実施したボルト接合の耐力

をどの程度 fC定めてい るか 米国 と ドイツの伊lを見 ると

つぎの ごと くである。

米国では数値を与えず，閉 じ直径のリベットと全 く同

等に扱うよう規定している。 したが ってリベットの計算

をやっ て閉じ数だけ用いればよい乙とにな る。乙のや り



方は実用的には便利であるが，館者は多少疑問をもって

いる。

ドイツは第 10 衰 のように一昨披T u i 当 りのci :l lー務耐ノJ

を与えているが， 乙れは摩擦係、数を sl . 37 では 0 . 45 ，

sl. 52 で 0 .60とし安全率を建築では 1.25 ( 主荷重につき〉

および 1. 10 ( 主荷重と従荷重とにつき) にとった値であ

る。

首¥10 袋 ボルトのE翼線I( 対す る許容耐力 (1)

10 Kボ ル ト の 許 容 耐 力 m築)

ボルト 締付力

St.  37 St .  52 

直 径 (t)  

H  Hz  H  Hz  

M12 4.3 1. 57 1. 76 2.09 2. 生l

M14 5. 9 2. 15 2. 42 2. 85 3.22 

M16 8. 2 2.99 3.36 3. 98 4. 47 

M18 9. 9 3.61 4. 06 4.80 5. 40 

M20 12.8 4. 67 5.25 6. 21 6. 98 

M22  16.0  5.84 6. 56 7. 76 8. 72 

MZ4 18.4 6. 72 7.54 8.92 10. 03 

注 (1) 8 Gボルトについては上裂の 70 筋。

(2)  H は主硝1 ! i 1( 対し，H z は主桁1 ! i と従荷1 ! i の場合。

ブリッジストン工事における実験では; U " ボルトで降

伏点 18. 81，最大荷重 23. 6 I のものを 15 . 5 I  ( トルク値

350  ft-Ib) で締めた場合， 黒皮肌のままのものは摩擦係

数は 0 .3 程度であり，赤錆肌のものは 0 .5 程度を示し

た。とり耐力としては前者が同径のリベットの長期耐力

よりやや上廻る程度. 後者は短期耐力を相当上廻る値を

示している。

11 . 結

紙面の関係でブリッジストン工事の実験についての詳

細は述べられなかったが，工事に使用した%" と; v . " の

ボルト lζ ついては米国とドイツの規準と比較して充分満

足し得る結果を得た。工事の進渉に伴っ て行 った試験の

結果からボル トおよびナットの品質も充分な均一性を保

つ乙とができた。締めつけには，米国製のイムパク トレン

チを使用したので， 1本宛全部のボル トをトルクレ ンチで

検査してすべて満足に締めつけられている乙とが確認で

きた。工事に関係した清r. 7 ] < 建設および鉄骨工事担当の春

木鉄工所の苦心もなみなみならぬものがあったと思う。

リベットを用いないと火災に対する危険が少い。また

騒音はリベッ ト打の半分位( イムパクトレンチ使用の場

合) ですむ。手締なら騒音はでない。とくに仮設の建物

では解体を考えると本工法がぜひ必要である。 1958年ブ

ラッセル博覧会のアメ リカ 館はこの工法でスパン約 100

m のホールがえr殺されている。しかし現在のと乙ろボル

トの佃1祐はリ ベッ トより相当高何fi とな る欠点がある。火

気の/ 5 . とか駁i" I:のlJ. あるいは仮設物などの理由で，今後

乙の極の工事を利用しようとする場合も多い と 思 う の

で，早く規準を作るべきであると，忠、う が，乙れには各種

サイズのボル トについて研究を進める必要がある。ま た

ボル トの品質，継手の耐力. 防錆問題，簡易締付方法等

幾多の問題が残っている。

本文は乙の接合法についての概要を述べたもので研究

者に対してはあまり参考になら なかったか もしれない。

しかし一般の方々に少しでも参考ーになったならば録者の

幸とすると乙ろである。
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68.  

東映劇場 (大阪梅新) の摩擦ボルトについて

陶 浪

概 要

乙の種ボルトの名称には強力ボルト

( H i gh tensi on steel  bol t ) と摩擦ボル

ト ( fri ct ion  bol  t) の 2 つがある 。乙

れはボ J 卜自体の欽の応力が高張力

であるという名称、と，作用面すなわ

ち明断ポノレトとちがっ て締めつけた

鉄と鉄の面と函の摩擦により，接点

すなわち継手の耐力を得るという古;

味の名称である。要は高張力を手Tす

員 彦

は大であろうとおもわれる。梅幸rr の

東映は乙の摩擦ボルト工法を採用し

た大建築での私の最初のものであ る

が，乙れまでにはつぎの経験と実験

を総合して一応の結論を得たのであ

る。

それは 3 年前東亜燃料和歌山工場

の Hy dr o f ormi ng pl ont の柱梁主材

にL- 200 X  200 x  25を使用したため.

乙の仮締めを問題とし. J¥' 山鉄工所

るボ J レトにて部材を締めつけ，摩擦 島田専務と協議の上， Hi gh  t ensi on 

力を利用したもので，在来のボルト bol t と impoct  wr ench をはじめて購

の欠点を別の観点より改良したもの 入使用した。また 2 年前， 東映撮影

である。すなわちミ第 4 のボルトミ 所のスタジオ建築のとき ，東映関係

であって，鋲と同等以上iζ 有力であ 名ーより章受鋲を止められ，摩擦ボルト

り，力学上， 施工上，騒音防止上， を t or que wr ench で締めて完成させ

災害防止上よりして， じつにうまい た乙とがあるが，乙れが他のスタ ジ

ものである。わが国では国鉄で橋於 オより成績がよく ，そのときより こ

に使用したものがあるが. アメリカ れが興味を持ったのである。今度小

では A . S.  T .  M確立後近々 10年でほ 栗支! 苫長より建設省の認可の誌にこ

とんど乙れにとって変ったようであ の工事をやる乙との命を受けてか

り，オランダ， ドイツなどでも同様 ら，いままでの経験と A. S. T . Mの

であるところよりみても，利用値価 蕊準を基とし，学界発表の鶴田先生



ヴイツカ ース硬直E計によるワツシヤ ーの硬度測定

の論文を持見し，どの紛で行くか計

画をきめた後，実験をくり返したわ

けである。 A . 5 .  T .  M を抄訳したの

;であるが，乙の基準には相当数の

1  inoi s 大学の proceeding が あ る の

であるが，いまだ IC . その一部しか入

手できないのは残念である。 なお乙

の実験のスタッフはつぎのものであ

り，私はその代弁者である。

清水建設= 陶浪貞彦，光安明，力

武利夫，西田芳弘。片山鉄工所= 島

田専務， ;11・上 快 民， 備良朝，今林

述。実験装置は片山鉄工所のもので

あり，種々の苫|器も同所のものであ

るが，この工法の実験はもちろん実

際111 . 1 において乙の工法を扱うには磁

H  

Z  

川
内

』
百

・

-
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91耳障含有s と機械的諮佐賀の関係

上 図 Fi g. 1  

右 図 Fi g. 2  

度計とかその他の計機類の完備な ら

びにその経験を要する乙とが第一義

だと思われる。

要するに，乙の工法は非常に簡単

であると考えるのは間iSいであり，

また学校でなければ結論の出ないも

のでも ないが，正宗の名万の水加減

のごとく未知数の多いもの，すなわ

ち経験の入るものは実社会での実験

があるいはよい函もあるようであ

る。乙れは炭素鋼の処女性とか炭素

の合有量も 3096- 40%と巾を有した

ものであり，また実際面での装置の

諸性質によるようである。しかして

ζ の工法の記録は「建築技術J 1ζ て

伝えられたどときものでなく，当方
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超音波探偏織による焼由Jれ倹査中

S

AR
偽

b

h

の考えであり，全立任は全部当方に

あり東京の方々にはない 乙とをとと

わっておく。

一応の実験結果をまとめあげ，官

庁関係、の許可申請に移ったのである

が，大阪での直接取締りは市役所で

あり，市を通じてE11; 没大臣宛の申訪

者: を提出した。その後鷲尾先生を交

えた診査会lζ 通過し，また東京での

建設省の診査に通過してはじめて建

設大臣のｾ，における住 ＰＰ 号ミ建築

基準法第67条の認定ミ IC . 関する許可

をいただいたわけである。

ボルト・ナ ット・ワッシ ャー

摩擦ボルトは乙の 3 つの部品の組

合せにより使用せられる。そしてボ

ルト材料は機械構造用炭素鋼 5 35 C  

を佼用した。乙れは米国の仕織より

も炭索の含有品は少い。それはまた

Fi g・1，2によって判るように1民度と

引張力とは比例状態にあるが，街準

値シャノレピーは反比例状態であって

焼入焼戻した場合も ζ の関係を保ち

ながら変化してゆくのであって，炭

素合有量が多いものほどシャルビー

は小さいので，焼民したときに

535 C はも っと もシャルピーの大き

いものが得られることとなり， トJ レ

クをかける材としては適当である。

また S 35 C は絡安で，しかも必要引

張力を得られるものである。米国仕

様容によりながら，乙の材程を

medi  um cor bon とした点が各所で問

題となったが，乙れは以上のべた理

' PJ  

- 田

JOO 
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Fi g.  3  

( A )  

介用

T : 返 4也 君R

ｆ Ｚ 矢橋 及 型守ｾ

B: 底面反射永

淘吾裁和事酒場略 Ｎ ｾ

由と焼入，焼戻lζ さいしての部止り

の点を考慮したからであるが，乙れ

は一面安全性からでもある。ボルト

引張応力は 100 kg / mm
2

程度を目標

として製作するが，実際設計応力は

ｪ Ｑｦ ｭｾ 荷重と称せられる上記価の ＸＵ Ｄ ぢ

程度で締め上げるものでjあ] る。 つ

ぎにナッ トであるが，乙れは 3 部品

の中もっとも製作の簡単なものであ

り 6角ナット一種中 2 級 W 3/4SS41

であって， J  I 日 210 ( 1956) に適

合したものとす。最後にワッシャー

であるが，これは実験による材種，

および厚みの決定，またはその製作

が非常に乙と面倒である。応力とし

てはむしろボルト以上を主Eし，また

製作による歪の処理は厳重κ直さな

ければならない。

3 部品の各々は厳重な検査を要

す。鋼材の撰定はそのメーカーのミ

J レシ ートによる他はないが，その1 Sf

入焼戻! ( . よる焼事jの検査はもっとも

難しい。 J I  5  K よる抜き取り検査は

あくまでも全数がいいか疑問であ

る。すなわち 1本の欠点も許されな

い。ゆえに全数を検をするためκ

二，三の方法を試みたが，超音波探

傷法がもっともよい方法であった。

しかしその取扱い1 ( . は経験を要す

るも のであるが今度の現場締めつけ

で折れたものは一本も なく好成績で

あったが，万一焼; ! f i Jが径の2 0 - 3096

である場合は，折れないままで現場

取付を終る ζ ともあり得るので，最

大の注意を要する点である。

現 場

ボル ト締めつけには i mpoct wr en-

ch を使用す。 乙れは圧搾空気によ

りボルトとトルクを与えるものであ

って， 鋲打よりスピー ドはあるよう

であるが，乙の使用 K 先立って鋼材

の清掃がある。すなわち表面の清掃

は時間的にむつかしい問題であっ

て，工場での清婦，現場での清婦と

場所と時聞により ，その分担を別け

て考えなければならない。銘だけで

なく，油とか迩搬中のほ乙りなどの

清婦である。

トルクの検査は t or que met er  w re-

nch を使用す。乙の現場では400 ft. Ib 

を採用したが，乙れはアーム 1 Mと

して 1 人が満身の力で動 く程度の大

きさであるので，実際K は 2 人を要

した。乙の現場では鋲複到に相当す

るものに止めたので，単調の個所は

電気鋲接を併用した。乙れは複到に

相当するものは鋲と同じ耐力であっ

たが，単殉はその M であって鋲と

同一本数にならないゆえである。採

用しなかった理由はつぎの写真のよ

うに実験価が正確に得られない乙と

もあった。
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要するに現場は鋲に比して火気も 点より 1 5 m- 1 6 m離れれば郎会騒音 あくまでも 上 に々て， i dJ 命からして

なく，非常に楽で乙の作業場の下で に対してプラスl乙はならない。鮫鋲 も，乙れからはもっと探用せられる

仕事もでき，全体の工程を絡める乙 時におい て は 40 m- 5 0 m離れても ζ とと思われる。私としては石油，

とが可能であって，乙のボルトを使 10 phon の増加と なる。音の拡散は ペイント，スタジオ関係の仕事があ

用しない個所( 単到のみの屋根小屋 上部より 下κ 向つ ては小さく ，その るので，乙れからも乙れが一歩を進

組) も職人が ζ れを使用させてほし 直下ではぜんせ' ん聞かれない程度を めるべく目下鷲足先生，片山鉄工所

いと希望がでた程度である。 示している。また全く音を発しては とその計画を進めている。

騒音の測定 ならない協所では，スピードを犠牲 米第ながら 市役所建築課長ならび

現在の i mpact wrench  は騒音発生 にして， トルクレンチを使用 して人 に竹内係長，府指導課斧出係長のど

の点については不完全なものである カで締めればいいわけである。 賛助をいただき，許可手届き上多大

が，その音の性質は低周波にて軟か 結 蹟 のど便宜をいただいた乙とを厚くお

いトーンであって，聴感覚には鋲と 学界も継手に摩擦ボ J レトを採用す 礼申上げます。

相当の隔りがあるようである。現場 るのも間近いととと思われるが，規 (録 者 清 水強敵K K大阪支広紋計部)

での騒音測定の結果は Fig. 4 のよう 準のない現在は一応の考慮を裂する

な結果を示したが，摩擦ボルト取付 問題である。しかし実旋後の感想は

F ig .  4  騒 音 澗 定 結 果

11 f 楓 領 t・"刊- ，，$14 叫 7・It ...・.，..・e旬併 r・it n l
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ポルトねじ 1忌 断 面 の 引 張 お j ) I<S/" ， m
2  

ヲ Ｐ マ ｾ $ 0  

。ボルトの正1径と締付トル 9 との凋係。 鋭1珂例 1. ｾ￡Ｂ ｾｊ レトを ＱＮ ＹＰＰ K i1ogram- Centi met er(148 

F oot - Pounds) のトル ウで締め ると E のね 右のね

ち底断商品置131mm
2

Iζ は41kg/m m' の引猿応力が

生ずるからボルト ｉｾ はＮ 41x 131= 5，371kg の引磁

力が発生している。 もし E のボルトのM料がポ J レト

ナット川冷間引抜鋼SDB41であると了皮切断してい

ます。

n  

ボルトの締付トルヲを示す文献は見当りません。ナ ット をまわす

とボルトの内部民司 l; u: l り応1J が発生し， ね古都の摩滅抵抗，ナフ

トと坐金との1mの殿様抵抗などがト ルヲレンチの閉転に逆ら い ま

すＮボルトね宮都にも数磁の恨単があり ， 紫材 ｋ もｾ鎗 ・ 炭耳障 鋼

・符珠鋼 .av.. どあり ， さらにねちの図書， ね宮部のｾ踏係数 ，

ナ y トと坐金との) f J . 蹟係} x と平島J半淫などがみなボル ト内の: i l l 力

とトル合との関 係 ｉｾｾｂ をもち ますから ，

今ねちの寸法は メートルねむrmり( J [S り13り) 4- 8 mm

ウイットウ斗ースねりi l 1H:t( ]  ISil1681;' ) :)i " - 3" とし ，

ね宮部の麟繍係数 = 0.15

ナットと坐金聞の摩協係数= 0.2

ナットと坐金聞の麟儲)J の平均半径= ね宮有効i 1 0 の 1. 5倍

と仮定の色とに各 ｬｦｦｩ 径の ＱＱｾ J レトのトルジ ( 駅到Ilr J i t または樋)

とボルトね包Jil;断1mの' l IoJ U応)J (JiE平mo との関係をぶすと 上

図になります。

，説明例 2 同じ材料で安全係散を2と す れ ば 引 跡 力 = ? =

20.5kg/ m m"  で "U" 11!' ル トは 500 K ilog r am ・c

enli meler  36_1SF oot . Poundsのトル少で締めろ

とよい。それには 800 I nch-Poundsの般車型ト 11'

O レンチを用意すればよろしい。

いままで普通スバナーで締めてあるボルトの締付トルクを知りた

いときは ，ナットと ボルト花岡lをつけてーにんゆる め， トルクレ

ンチ で同じ印まで締めてみれば容易に匁 Ｑ られます。そ の ｾｦｬ i ' 上図

で 判 定して 以後 の楓継を定めると容易 ｉ ｾ 締付トル Ｙ をむ Ｑ ＱＱｦｴ化する

E とがで きます.
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第 1 章 は じ め に

1958年 4 月1[. モスクワの第 5 回国際

建築学生会議準備委員会よ り， 日本

建築家協会および日本各大学あてに

招請状が送られてきて以来， 日本建

築学生会談内 IL 代表派遣準備委員会

が結成され， 日本建築学会， 日本建

築協会の推薦後援 日本建築士連

合会，日本建築家協会の賛助，各大

学建築家主任教授の賛助および正tt 築

界各方面の多大な援助を得て出席す

ることができた。

会議は 7 月13日よ り 1週間， レニ

ングラ ードのレー ピン美術大学会議

場で「近代都市J ， r建築教育J ， 

「学生閣の国際交流ー の三テーマを

中心に開催された乞

この会議の討議内容. フログラム

等は，建築学会誌 11 月号，国際建築

10月号， 日刊建設通信等に紹介した

ので，今回は会議の一つのテー 7 で

あった「建築教育J について， ソ速

の建築教育を中心に述べてみたいと

思う。

第 2章 ソ連建築教育のシステム

1. そ の 歴 史

ソ速の建築教育機関の最初のもの

は，二百年前に設立された「 ロシア

美術大学」における建築の講座であ

る。乙 れは当時のロシアの芸術的教

育の中心をなし， 建築家 Bakharov.

V or oshikhin.  Zokharov 等は ζ 乙で教

育を受けてい る。その後18世紀後半

κ なると， 建築家 Ukht omsky はモ

スクワ 1[. 建築大学を設立し，そ乙で

教育された建築家 M. F .  Kazakov は

1789年lζ モスクワに建築家の教育機

関を設立して， 乙れが 19位紀中l : J i.

芸術大学の建築学部と なったわけで

ある。

当時の教育の システムは，かなり

フランス の建築教育の影響を強く受

けたものであり， 彼等の創作活動は

建 築 教

τ主主
スクワ建築大学を例に とって述べる

と，乙乙 へは，}P.;ニJIJJ 教育期間を終

えた 17才一35才ま での者が試験を受

ける資格があり ，今年から昼間働い

いている者のために夜間課程も設け

られる。

6 年間の教育課程は最初の 3 年聞

を一般コ ース( 日本の教養課程的な

ものも含む) とし，後半の 3 年間は

建築技術学部，都市計画学部，構造

学部の三つの学部IL分れて教育をう

ける。

主な教育科目は，

イ，一般教育科目

外国語，社会学，政治学，数学，

図学。

ロ，芸術科目

デッサン，水彩画，彫刻。

ハ，建築計画科目

設計計画，設計製図，建築史。

ニ，建築技術，構造科目

拠出. ，建築構造力学， ｾ 主築材料，

建設技術， 施工， 一般構造， イ上

上，衛生，設備。

ホ，選択科目

美 術 史，古 ｅ 主ｾｾ誌の修斑Ａ， m築およ

びモニュメントの保談。

である。乙のうち一般教育科目，芸

術科目は一般コ ース で 教 育 さ れ る

が. それと同時lζ 滋般的な科目も一

年から教えられる。

設計製図は重視されている科目の

一つであっ て徹底した訓練がなされ

る。すなわち五名から六t ，のグルー

プを作り ， 教 俊 - ((，. ｾ主築家二 ｴＢ

構造関係技術者一名，設備関係、技術

者一名，施工関係の技術者一名から

なるグループが一つの学生グルーフ。

について指導を担当する。敷地の条

件，計画条件は現実的に存在するも

のから作られ学生グループはまずd ! IJ

盆から始め，計画の進むにつれて，

設備，構造の指導も受けながら完成

するといった具合で，与えられた課

題κ 対する議議，材料見学，現場実

習等がある。 そして学年が上になる

につれて指導者の数は滅 り，学生は

自主的lこ設計課題と取組むように な
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主としてペテルスプ J レグ，モスクワ

等で行われていた。

10月革命の後，乙れらの教育シス

テムは，建設の拡大，国民経済的要

求への迎合，建設技術の発途といっ

た理由から急滋lζ 変化して，設計組

織，研究所に密接に・結びついた組織

として系統立て られている。

2.  現在の教育方針

革命後，建築家は国家的な設計組

織，研究所に統合されて仕事をして

いる。それらは党の中央委員会の建

設委員会を頂点とし，各都市! とある

設J Iー組織， たとえば. モスクワの

Mospr oj ec人レニングラードの Len-

proj ect ，キエフの Ki evprojec t を一つ

の単位として活動している。そして

さらに乙れらの単位は Mo s proj ect で

は15，Lenproj ec t では 13 といったよ

うにいくつかの設計局に分れ，住宅

関係，劇場i決函館関係，病院サナト

リウム関係，スポーツ姥設関係，都

市計画関係等，対象別になってお

り，それぞれ，チーフアーキテタト

が一人づついて，設計の企画，チェ

ッタに当っている。

乙ういった革命後の建築家の組織

化は，ソ述における社会主義の建設

計画に沿う必然的なもの で あ ろ う

が，乙れに伴って建築教育のシステ

ムが変化したのもまた当然といえよ

つ。

現在各都市の， レニングラードの

レーピン美術大学， および工業大

学，モスクワのモスクワ建築大学を

合めた18の大学で建築教育がなされ

ており ，それぞれの地方の条件，す

なわち，独自の民族的条件，材料的

条件，気候条件を採り入れた教育が

なされている。

3.  カリキ ュラム ( 教育科目)

建築教育の内容を教育科目につい

て眺めてみる。乙 れをモス クワのモ



る。

只体的な設日 ｉＧｾ ＧｬＡ題を学年別にみる

と，

イ，一般コース ( 1，2雫 3 年)

小説政なru築のi役計，殿村住宅，2， 3 附訟

の7 レ7 7 ブ日ー'むのユニット ，小説縦なて場

得。

ロー専門コース ( 4，5. 6  ' 1'.) 

小初i I i の住宅地計tlii ，前回アパート ， ホテ

ル，lJ' it):ゃ施てat 商をそえてのブレ7 7 ブ住

官および公共恕策ぬ設計，工場，卒業設計

等.

である。そして 1 学年では，設計に

入る幣備訓練として，様式演習( 古

典建築の脱写) ，小住宅のコピイ等

がある。

ζ うした学内の教育科目とは別に

つぎに記すような学外実習を主とし

て夏期休暇を利用して行っ ている。

1  学年実習

天井塗主主，木彫，石膏モ ーノレテ' イ

ング，測量。

2 学年実利

構造，ill lJl ii， プレキャスト ・コン

ク リー ト. 石. 陶製品等の材料工場

見学，水彩画。

3  学年実習

敷地造成，石t ' l， レンガfll ，m: 塗

装，尾根工事，その他基夜、技術。

4 学年尖習

胞工汗|匝I ( 工事計画，労働31画.

賃金計算) ，積算，記録。

Ｕ 学 ｾｲ 実習

設計局での見習い， 3 週間の同内

見学0

Ｖ 学 ｾｲ 災 押

卒業設庁|のための 2 週間の見学

( T . 弘研究所，現場見学〉

4. 学生生活

大学は，秋冬学期 ( 10，11 ， 12， 

1， 2月) と ，春学期 ( 3，4， 5， 6月)

に分れており， 7， 8， 9 月は夏休み

となる。乙のおのおのの学期末K は

試験があっ て，一人平均3 - 5科目 を

受けるわけだが， 乙の試験の前 lζ 3

週間近 く準備期j聞が与えられ る。

一般 コー スの聞は議議で山欠をと

り，設計作品は展示さ れ，各教授か

ら/lEi i¥I がつけ られ， 試験の成績も 4
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ドイフ( カー ルス・ルーェ工大)

互E築，、戸科

1 年
一築:J<般設劃!I 教備養:"u築図学形ｾ精， 進正回E築力，学史 建実築術構史造，強，建lI'i 

，デッサン ，絵 ，材料，側主I

構形H利:造平力小デP面住;ッ~図宅サ法応，ン;11工1一力事絵般う各問ん教論，餐.透EZE視E1構1銭図造形，.Lil 足強築逃
2 年 Z，iU EE築

I  ' " "  _， .  ｾｉＡ ［ＺｉＢＢ Ｎ＠ ｾ Ｇ ＱＷｦ＼ＱｃＺＡｉ Ｑ＠ ｾｕ｜ｾ ，材
前

締阿法力乍ゼミナールS，E E11集計 i，FE111，11築E測都史. 市ぜ計

口一ドルンゲA i .'1透H視E築凶.  rItf!l! a -l i< 

ナール，インテリア . ｾＱｬｉＮＱＱｬｉ Ｎ＠ :KdlU， {古

n:， 一般教護

4  fド i ] ! 築計阿，鐙宅建築，精逃dii 習，一般教護

5 年
註 1年2 判明制. Ｘｾ ｬ ｏ Ｂ［Ｇ ｊＱｬｊで卒業とな

。。

大学院 12学JOJ に怖士論文ι 提111ができる。

段目寺に探点される等. かなり 競必心、

をあおっ て勉強させるよう な而もあ

る。

1足学資金は同家から勺えら れ るも

のと， 偶人のもの( 建築家 A . V  

5針トh児叫c

と2建1主t2築従家 1. Fom叩in !κζ よる Fomi川n、1焚芝

足学E資2金〉があつ てほとんど企員が1突

学r資i 金をf得5ている が， 乙れについて

も，家庭状況と成絞でl順番に決定さ

れ， さらに試験の会科目! こ合格する

と ＲＵ Ｅ 増額に な るという ｾ ｉ 日肢があ

り，学生は講談をサボル乙とな く熱

心!と勉強している。

その他学生のサ ークル活動は磁ん

であっ て， 各種のクラブやまた学生

の科学的研究を助ける団体として学

生科学者協会が作られており，教授

の桁導のもとに，現場見学. 展示

会，見学旅行を主俄するほか，論文

のTEき方を教わったり，雑誌の編集

をしている。

大学を卒業した学生は 1{ド- 1 年

半各都 市 の研究所や，設計局でのｾ

務訓練ののち，各設計局のスタッフ

として創作所3 l IJ! c: 1JII わる。また大学

院は卒業後 2 ｾｦ 問実務訓練ののち入

学資絡をもち，論文試験と口答試問

によって入学が決定されるが，乙乙

では学者と教育者を目指すものを教

育するのが目的とされる。

教育期間は 3 年間であるが前半の

15下半は， 専攻する部門についての

レポー トの提出を求めら れ， 後半は

論文，実験のために貸さ れ る。実習

と し て， 各分野での現場での 研究

l フ ラ ン ス l 7  '  ，_; -'J 

( パリ美術大学) ( ワシント: . }c  ': 主)

!?1写i真聖書!  

ｲｵ 築 ｊ 占礎学科，主ｾｾ堅訴Ａ日

t筋持活( 本欄iZI ，鉄給t .  鉄

コンウリート . 排水

般設司IJH計菌B. 冷防学七局校.  1kl 輔副 c)

t  l - ' ( A. '  凶;持品':)

註: 学年制では

ない年，一で般終に5 一一一一一 一一 ーー

ｾＸ＠ 了す 投教会3十(パー . レJ丈、号 ン，

る。 . '1且.1. ｾ［ｪＧ ｪ ｾ Ｉ＠ .  I  

ー 』

設計( 都市J tiili' . './ ' 3 ' J 

一 一

事長合ｻＡＡ築ＮｩＨ ，， ｾ ｢ＧＨ

や. 海外旅行がある。

第 3章 ソ連の建築教育の特色

tl' P 主主でソ速のU : 築教育のカリキ

ュラムについて述べたが. ここで比

較のためヨ ーロッパおよびアメリカ

の建築教育のカリキュラムを上表に

示した。 借 地策文民1 "供同- {!!lI!;o'u1"  

ｾ ［ Ａ＼＼Ｉ＠

ソ述の大学 lこは，建築家と技術者

とを同時に教育するU : ? - s 大学と，建

築家を教育する美術大学の官築学部

および技術表を教育する工業大学が

ある。 乙れらによる建築教育の内科

はヨ ー ロッパの影響をうけているけ

れども ，建築家と技術者を段ほして

分け ない教育方法 ( モス クワ速さ長大

学) を強調しているのは注 目される 。

特徴的な点を列挙すると

イ，教背l OJ陪lの長い ζ と。

ロ. ? A才教育主裁である E と。

ハ，芸術訓練( デ ッサン ，水彩，彫刻) が徹底

して行われる ζ と。

ニ，実習内容が蛍 ii¥'である ζ と。

ホ，大学院は学者か数行者のみのi' l:成を口[(，と

している とと 。

へ，都市計画，政策¥l' の講座のOJ¥i;! ，

等があげ られる。

第 4 i 主 あ と が き

最近わが国でもi l ! 築駒' f f に関して種々 泊じら

れており ，各国のn! 築教育心: J <情己紹介されて

きた。今度の会Z高で 4各国1111で活発なお2通がな

されたが，各国でそ の相会的心2&盤の相途1亡し

たがって製本的な教育のν ステム Jコ相違を示し

ている。

わが 国 の 建 築教脊 ｉｾ はまだか心り問 題 がある

ととは衆自の一致すると ζ ろであ ろが，それを

改めて いくためには . 1寺』来における建築家のゐ

り方と各分野との協IJ の仕方をはっ主り見通し

た上で，思い切った指躍がと られねば 三らむい

と思う 。 (筆者 ! u大丹下研究主}
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ｱｾ 亨最高の品賢新じぽ築資材

田村式〆タルシーリン/ プ

田 村 式 金 慮 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式ボードサッシュ

ノンヌリ‘ ツプ・白土也棒

コーナーピード. } ¥0ンチンゲ

創 業 明 治 24 年 a

貿 易 ・ 木 材 ・ 建 材 。 田 村 商 曹 連 材 ftS

第3 の材質

コール子ンrtトト

、 .、

魔法ビンの中の住宅、地

冬暖かく夏冷しい理想的建材

コール日インシュレーシヨシ

コール日 Jl ート'mート

4今 日本Ｉ｜，，Ｍドオ ｾ Ｎ Ｍ ｦ . : t 業械式曾社 ＨｕＧ ｉＧＮ ｾｉ［＠ )  伊蔭忠 商 事 体 式 会 社 安 宅 産 業 株 式 会 社

i、 社 名 古 屋 市 中 lメ広イ、路凶六 T 11 .  jf. J 由 三菱 商 事 株 式 会 社 ・住友商事株式会社

ハガキで御 Ｍ Ｑｾ ＮＱ 、 さ ｬ 、 。 カ Ｗ ロゲお送リ ￼ し士す 。



住 友 ベ ー ク ラ イ トK K 京 都 工 場

室 内 全 長 :

( p  c*行使用)

p  c 釧 体

緊張ジヤ Y キ 怯

別 子 建 設 株 式
4
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社

一九 社

東 京 支 frl -;

大 阪 支 J計

三川支! 占

四 国 支 rd;

ｾｴ 海道支Ａ苫

ｈ ＮｩＩＺ［ｾ占ｾＩ新宿区ｪｪｌ木町一三

点 点 郎 新 宿 区 荒 木 町 一 三

大阪市京区北浜五丁目ニニ

制 岡 市 柳 原 ー の ニ

ガrm浜市余子乙 一 五 九 阿

札 似 市 北 一 条 凶 三 の 三

T E L .  ( 代表) @  511L 

T E L .  ( 代表) @J  511 1  

T E L .  @  417i  

T E L .  0  3038- 9  

T E L .  ( 代表) 2181 

T E L . ① 1151 
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ｾ＠ 総 下 電 子 て 業 株 式 会 社

ＱｾＱ 槻丁場一淡 ・ ダフツレティ ーＡ 仮

ピーエスコンクリート株ま奮砥

取 締 役 引: 長 平Ilt 復 良[5

;f-: r. 1: 点京都千代田区:. _; tLノ 内三丁目八番地( 三菱仲 6 守防〉

電 話 @ 6131- 五番

大 阪 市 北 |又 初 TP- 町 50 番 地 ( 笠 島 ピ ノ レ)

電 話 ⑧ 2221番

福 岡 市 本 l町l : l 2 審 地 ( LI 南 ピ ル)

電 話 ① 4804番

じ尾( 石 )11) ・的 ':;;; (利l!，i) 11) ・伊 丹 ( 兵庫j

水 品 ( 悶 ILI ) ・北 上 (岩 T) ・f41i IU]' (111 J引

札 幌 ・ 仙 台 ・ れ，1，児

大阪事務所

{福間工作必5I : 折

て ルi

lI 'l 張 所
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新刊建築- 百 万 人 の 芸 術
T . ハ ム リ ン 若 百 以7包'-t.，J( t4i 代kj(' 一郎校閲

近代ｾ築 への ｬ 前乎たるＡ必望を与える好評です

A  5  ｾ ｲｾ ｊ ＳＸ Ｒ 頁 ヒ‘ニ ルカパ 一 定価￥750〒80

2級 建 築 士 試 験 問 題 全 集 監 修 一 建 材 住 宅 局 建 築 制 諜 編 集 一 時

建築上会迎合会 Ｒ 級ｰ， ｮＺ 出企Ａｬｾの決定版です
一一一建 築 構 造

ヨ 包

田

方不

木

重 版 住

北

美

A 3 判2:10頁 上i決 定価￥300〒30

響 材
ヰ〔上〕 必削刷刀|山

Ｔ本 ｅ礼 Ｑ立 ｾｈ はま Ｑ正述 Ｑ主 ｴｾ 築築 Ｒ家 反 のための ￬Ｇ汗 ｡ｔｦ＿符符時均 ｦ 十材 Ｔ 料の入門 ｦ苦苫です
交 庫 . 1叩01

館

谷，....，.唱

、主主

ユ豆

建 築

の 設 備

建 築 写 真 交 庫 ・ 65

住 宅

建 築 写 真 文 庫 ・70

居

: ; . 6.  

五岡

建 築 学 大 系 ・ 1

B 6 変形中J2∞ 真 上 製 定価￥370〒40

杉岡下1: 編 旅館のあらゆる設備を写j . ' f ( こより

制介した旅官'1¥及建築業持の下放せぬ灯芥です

B  6  ｾＧｾＡ ＸＰ 頁総アート上製 定fll[ i￥300〒30

7形同社編 {l:.I U; ! i の大半をしめる木造住宅の

すぐれたものを収録した実用的な写点集です

B 6 やIJ 80頁 総 ア ー ト 上 製 定価￥300〒30

it 築学大系編集委員会編執乍は太 問博太郎

. 渡辺保忠 ・吉阪降』五 ・浜口ミホの諸氏です

A 5 判388頁特製i 7) ' j 入 定価￥950〒100

米 篇 ][ 1間 男 一 ・小池新二編 19541 ，惟建築学会賞

...- • - I r T T .  にJIl fi くす ぐれた写u*として定評があります

世 界 の 現 代 建 築 ・ 6

A  'b判88頁 総 ア ー ト 上製 定価￥800〒80

院 と E里 髪 庖

彩 同社 編美代院とｽ翌髪 ｊ ， ｬｾ の色 々 な ， ｦｩｲＮＧＱ＼Ｚ￺のも

のを写以により紹介した実 用的な ｈＮＧ 受 ｬ ［，ｴｾで す
建 築 写 真 文 庫 ・ 17

B 6 判96頁 総 ア ー ト 上製 定価￥300〒30

料 理 庖
彩同社編小料理的の新しい傾向のものを多

建 築 写 真 文 庫 ・ 28

11] (1ドj に収録したーすぐに役立つH写点集です

B  6  'l'.j ]l 04頁 総 ア ー トヒ製 ，E mli ￥300〒30
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建 設 大 臣 賞 と 優 秀 発 明 賞 と に 輝 く

工 法 特 許 第 2 1 5 5 0 4 号

最 新 の 鉄 筋 ガ ス 庄 接

ガス圧接研究所長稲杭盟三氏( 特許権者) が今回光成した 4 孔パ ーナー ( 特許山願中) とj ] 1[

圧器( 特許出願巾) の併用によって 、組立中の鉄筋をガス圧援する時 、在米の工法の最大の

欠点であるかI圧操{ ノI・'1 1の鉄筋の動揺と加熱操作中の接合商の酸化を完全に防止することが出

来て、 ここにはじめて 100?-6 の強度を期することが出米ましたe

当社は関西地 )J における 11"二一・の代J l l ! . 山 として完備したぷ 置と多{ ! : の経I] t:を もって 、大 jJ の要

望に応えるため発足いたしました。

これか らの鉄筋ガス )J :接;主定$>1' ある当 Joへ

建 築 金 物

製 作 金 物

ガスμ: 按 研 究 所 関 同伏見 Jrtj

株 式 会 社 小 聖子 弥 商 庖

大阪市西区立売掛北通一丁 目ニ"4 T E L  @  1212 ・166;-
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弾 力 の あ る

高級床タイル

三 星 ソ フ ト タ イ ルは従来のフ。ラスタイルを品質的に更に高度

化し た高 級 床 材 で ビニール系 樹 脂 並 可塑 斉IJ を主 成 分 にし之 に

特 殊充 填 剤 を 高 温 高圧 下 で混 合成型した F l exibl e な 弾 力 性 に

富 むビ ニー ル床タイ ル で あ ります 。

そ の足触り が快適なこ と、耐摩耗性 が特に{長れている こ とと

明 る い 鮮 明 な 色 彩は 人の 出入 の 多いデパート ・劇 場 ・学校 ・

病 院 ・商J苫 ・事 務 所等に 最適であ り又 耐 油性 ・耐 水 性 が 優 れ

て い る の で船舶 のサ ロ ン ・船 主 及 工 場 床 等 に 好 適 で あ ります。

勿 論御 家庭 の 応 接 間 ・腕 房 ・廊 下 ・ホ ー ル ・ 食堂 ・U51. 衣 場 等

どん な 場 所 に 敷 い て も必ず皆様の御 満 足 が頂け る事と 確 信 し

て い ます 。

FLEXI 8LE V  I  N  Y  L  

特 徴

1  適 度 の 軟 か い 感 触・・・ ・・・ 柔軟ですから 25.C で 直 作

25%の 丸棒にまきつけるtことが出来ます。然も

ゴム系床 材料のように対性過大の為局音11加 圧

の 繰返 しで剥 れ る ようなことはあ りませ ん。

2.  高 度 の 耐 l禁粍性 …・ 耐摩 耗性 はゴムタイル より催

れ て 居 り泊 が加 わったときでも 他 の床材料 よ

り耐 摩 耗 性 が 優 れ て い ま す 。

3  耐 I1I 1性 が 優 れ て い る ・一 . . . 7 シン池 ・軽 油 ・ガソリ

ン ・ア ル コー ル等に日されませんから このよ

うな 油類 を 使用 する床面に好適です。

4  耐 水 ・ 耐 湿性が 優れて いる ー・ … Ｗｽ＼Ｎ Ｑ ｾ Ｚ Ｑ に浸 ｭ した時

の 寸 法 の変 化 や 反 りの変化 はアス フ アルト タ

イ ル等 より{ 女れ ています 。

5  静止 荷重 に強 〈復 元 カ が大きい ・・・ ・・ ・ゴムタイル よ

りは劣り ます が ア スフアルトタイル等 より優

れて い ます 。

6  耐 火 性 が よい … … 燃 焼を 持 続せず 自己消焔性 で あ

り軟質な床材料に あ りがちなタバ コの火によ

っ て焦げ跡 が残 るような こ とがあ りませ ん。

7. 色 彩 が 美 しい ・・・ プ ラ スタイル 、 P タイル と同 じ

様 に そ の最 適 の色相、時J / 段、 彩 度 は どん なお

部 屋 にも 7 ッチした明る い環 境 を生みだすこ

とが 出来ま す 。

8.  施工 ・手 入 が 容 易 で あ る … ... アスフアル トタイル ・

プ ラス タイル等と同 じ方 法て' 誌 にで も容易に

貼る こ とが 出来 、手 入 も水 拭 きだけでよ く一

月に 二 / 三 回 三 星 水 性 ワ γ クス で磨いて頂け

ば何 時 も 美 しい 光沢 を保 って い ます 。

標 準規 格 304 .8町 x 304 . 8%x 3  .2 % 一 面坪 36枚

Ｈ ＱＲ ＼Ｍ ｘ ＱＲ φｘ ｾ 仁 Ｉ

価 格 一 面坪 ￥5000(材 工共) ( 東京 ・大 |坂標準価格 )

AS8ESTOS TI LE 

I享 み

l t. 可1

可I 五<(3倒 時8‘・x 304.8崎、}  

τT  

?lf 

盟凶2λ 式主か |1 |  |  4  25 ・C .  1  分

11 • 10王子

6 ・C . 30H'  

鏡7... (制品川に)

試験 Ｓ ｾ で μ つ Ｑ Ｑ る

￭Ｚ ｾ＠ ｾ＠ il oJ <ほ

吸 オく 下+エ

反 ワ JJ¥ 験

τW式士Ｎ ｾ＠ 賂粍試

車 ｩｴ 似 Ｚｾ犬 ｲ ｬＮＮ ｾ

拍1.削 状 態

験
加 itl l状 態

面f 士白 1て1:

ゴム系床材料と の

比 較 試 験 表

? [t}_ソ フト タイル ゴ ム 系 床 材 料 試験方法，鋭佑

3 2h± O- 0 0 5  h  4 .45  .... 3 .2“± 0 13  -m 

1 . 86 1. 94 

550g  814g  

304 .8句+‘ ・0 .08 - 0 . 1守3 304 Ｎ Ｘ ｾ＠ 1 .21" 
304 .8ー±ー 0 .41句、

304 .8“+・ 0 . 10 - 0 .2  弓句 304 .8“- 1 .60 “  

0 .46'" 0 .68  .... 
M c  B U R N E Y  

0. 59' "  0 .72・M 凶み試験機によ

0 .97、 0 .69 .... りllilJ 定

合 <.1 イ干 十缶

25 ・C にて iljl 民三

50.  811!in x  228.6'%r. 

的 人Ｚｾさ円以料

- 0 .03 拍 - 0 4 6 %  100 ・C，6時間1加数

+ 0 .37 拍 + 0 . 66 %  25 ・C . 4811年間l

水中に下宮11を佼

0 .00“-・ 0 .03  略白

出した石板上に

152 .4mmX  152 .4 

mmの大きさのタ

0 .03『- 匂 0. 10司』

イJレを 120 1l .¥']:I J

のせたときの対

f'l 似の反 り

0 .37 0 .54 
数fII( は

1 .33  3. 16 

1 .10  2. 20 
Ｑｾ 従 ｊ［ ｩＺＯ比 前

火焔をはなせば火 火焔告はなし

はIII ちに 消え. 残 ても燃 えつ J

炎を P且さない fする

坊と図耳目付唱規怖L .T .751( 1952 ) T ype  n  ( F lexiblc  T ype) . その4也に拠る。
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高 級 弾 力 性 床 タ イ ル

特 許 三窪、ｾ，ト令 υＦ

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京 ・東 京 m足立区小台回T 633  T e l . 代表王イー (91 ) 1181 

大阪 ・大阪市西 lメ京町槻上通 1 - 14 T e l . 代表土佐痢 (44) 0810
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小委員会 ( 忘年恕親会)

11 日 正午ー11時 於会館会議宗

; 1¥席者 山木主査ほか 4 委員

忘年懇親会の実施準備につき協議

1  LI  

於会郎会議宅

鴻i也副会長ほか 5 ｊｬｬｬ Ｇｊｾ＠

l J  1豆

建材審査委員会

分 科 会

11 日 6時一8時 於 会 館 公 汲 *

山席者 奥島，矢野各主査ほか 4 委員

(  1  ) リファ インタイルの審査

( 2  ) アサ ヒラスと ハ ッポ ーラス の答1f.決定

( 3 ) ネオベ y クの務を報告

f

 

j

 

'

 

議

-

阿
門

可I

出版委員会

12日 6時- 8時 於会館会議室

ln席者 竹 内主査ほか 5 委員

i l未仕上工事」の内終について最後的調整を行い.

刷に付するとととした。

i義

住宅委員会

23日 3時半- 61時半 於会館集会宝

山席者 西 山 委 日長ほか 7 委員

ili j 問委員撮影のス ライド lζ より 「英国とオラ ンダの住

宅と都市計画J 1[. ついて話を聞 き意見の交換を行 った。

4

 

1

 

議

忘年懇親会

178 6時一8時半 於アベノ底的奴

/1'， 席者 尾 崎 会 長 ほか約220名

"1二を j丞うて11¥席者の増加をみ るが，会場の関係で多数

のｾＮｾず ［をお断わり せ ねばな らぬ のが遺憾 で あ る。

軽量鉄骨・軽量鋼製窓枠 の

設 計 ・加 工 ・販 売

新鋼建設工業株式会社

武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2- 2 5

高言 語 大 阪 . @) 6 S 7 S ・0 6 0 9

{言回士
ロ取締役社長

⑨ 旦 防 火 … 一 全 般

ej 団長E，w笠原. -

手動式~自動

オートマテ Y ヲ

22 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張

( 旧国中 V ヤッター〉

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 T E L @ 9 0 1 6  

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及 工 場 ・東 京 都 北 区 田 端 町

会

10日 411寺- 511!j' ド

n¥席者 尼 崎 会 長，

巴監事

(  1  ) 建築基準法改正に関し2 f 盟主r - t ! I tl llを 'J} 後

jfc認の件

( 2 ) 一般会計ーより会舵勘定えの繰入金の- l 'jf l

を一時繰反 しに関する件

( 3 ) 事務局職員下期11勺支給の件

( 4 ) 入退会者承認の件

( 5 ) 報告事項

なお終了後，最近の工事 JUJ 悶の免i縦i傾 向に関して芯; 見

の交換が行われた。

編集委員会

正月 号打合会

2日 割時半- 711寺 於 会mi 会議室

出席者 啄木委貝長，足立，福 岡両幹事

.i F.J- J  i 竹l以建造特集J 号掲載の2} 1' . U阪について審議

委 員 会

13日 411寺ー711寺 於会館会議室

山席者 塚 木 委員長ほ か ＱＲ ｾ 旦

(  1  ) 正月 「竹j放建造特集」号経過報告

( 2 )  2 月 「構造特: mJ 号経過報告

( 3 )  3 月 「共同住宅特集」号経過報告

( 4 )  4 月 r椋式デザイ ン特集」号企jillj

( 5 )  5 月号のテ ー7 と担当幹' j l : の決定

( 6 ) 雑 誌践の赤字対策謀議

事業委員会

小委員会 ( 若い会員の集L、)

3日 5時- 6時 於公立'1" ;会 議 *

11¥席者 三 品 主査ほか 2 委日

ガr1rの企画を再審議の上会場について淵何
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社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 12 月 分 会 報

議 演 会 5日 2 - 3時 建 築 会 館4階において

回問弁護士を招き手形問題その他商取 引につき下記 項

目K より師走に相応しい今年最後の講演であった。聴

講者50余名

山本，梅沢，服部部員 な ら び に常務理事，主司王等会

合，かねて提出中のパンフレ ッ ト資料につ き再検討 し

た後，今後の編集を常務理事に一任し明春A 部会 K 提

出す る乙とを 申合せた。

第 1 i部地方取引』ζ おける子形不渡の問題

第 2 部 商取 引上の債権と民事訴訟

新年会小委員会 16日 正午- 2時

第 3 部 手形(::.関す る諸問題

理 事 会 11 日 3 - 5時 会館

金 丸 鈴木代山木な らびに常務理事会合，理 'Ji 公一任

の新年会開催につき協議の結果，正月13 H  ( 火) 4- 8  

1駒川市戸j キ リン会館に て開催決定。

青木副 会長 ， 室谷理事長外 Ｑ Ｓ 名 ｡ｾ ｊｦｦＺＮ 委任状 Ｑ Ｒ ｩ ｩｬｬＮ

福岡展示場開館その他今後の運営の件. 広島，松江[ 山j

t市に展示窃開設企画の件 事務局下JTl l 1 勺ならびIζ 箆

内主事停年退職に関する件. 本会の会1 ' ，検討後日本建

材協会と改称する件. 新年会開俄，入退会設後I その他

協議

一 会 員 動 勢 -

O電話番号変更

大阪耐火ボード KK ( 36)  5453- 6  

三友工業KK大阪営業所

(54)  0783 ・0961 . 1 278 ・1643

0 新築移転

清掃A 部門 ワックス会 16日 5 - 7H与談話盗 三友工業KK大阪営業所副区南姻江上辺1 - 35に移転

新 入 会 員 紹 介

社 名 ・代 表 者 取 扱
ロ口ロ 所 在 電 話

山 本代表石取材締工 業 制 I  
役 山 本 恒 太 郎 大理石，花岡岩，ァ ラゾー 福岡市北浜町 2 の 4 福岡③2214 ①2963

常; 骨陶所管制大阪谷出張所

長 川 正

陶管，衛流生陶器製造販売

タイノレ

大阪市北区梅ケ校町92 ⑧5717  

KK 二L オ ン

@ 6376- 8  

代 表 取 締 役 立 野 一 郎

高級建築建具金物 大阪市笠 屋町37

昭 和 金締 属 工 業 州 シ リンタ' ーフ' ッシーロック 大阪市東淀川区野中南通 3
@ 1757 

取 役社長 野 口 緋 夫 各車E引戸錠 の18

本 回 工 業 KK 鈴劫木 式|釣火 シャ ッター，簡 大大阪江市北区制1笠町16

取締役社長 本 田 史 郎 シャッタ ー ヒ: J レ 6101 ・7403

朝 日 合 成 工 業 所
硬管質 塩角化 ヒーニ - )1.1， 雨樋， 大阪市東 淀川区コじ今虫北通

@ 8290 

竹 田 圭 司 その他 2 の36

岡 本 化 成 制 メタアワリ J レ，フジ カク' ラ

大阪市北区曽根的 中 1 の32 @ 3689 ・4610

|  取締役社長 岡 本 寅 松 スメタラック 1 C 塗料

i章 田 産 業 KK ゴ- J レテ' ンインシ ユレーシ 大阪市i良泌区立葉町 1303の

@∞22 ・1555

代表取締役 律 問 良 太 郎 ヨンボ ー ドエク 卜ビー リング 4  

竹 原 産 業 KK 塩化 ビニールパイ プ， スチ

西'山市熊野町73 西宮①5815

代表取締役 竹 原 平 記 ロー ル板，ポ リシチム板

‘  

大
日 取鋼締 業 KK i黒i霊瓦斯七ie，白瓦: I Ifr管，特殊 大阪 市 西区立 ｾＧｾｬｩｩｩ ｬ 北 ｪ 盈 Ｗ の

@ 1721 - 3 ・3333

代表 役 中 井 光 夫 E 型銅 21  

小 代郷表取木締 材 川

ユアサボード，ユアサ ベニ

大阪市大刀 。|茎T&i; lfl J99 @ 108<L- 5 ・3862

役 小 郷 健 二 ヤ板， ラワン及北海道材

KK 桂 商 会 桂の軟質 ビニーJ レタイノレ製 大阪市大淀区天満橋筋 6 の

@“ 25 

代表取締役 jぶ 閲 古寺 造発売錠工 12  

岡田石材工業州大阪営回業蓄所ュ太
建築装飾材，大理石，テラ

大阪市西区本田P1r 1 の61 @ OO29 

所 長 吉 郎 ゾー

森 代村表 取金締 属 KK 
モリソンボ ードサ ッシュ 金

大阪市南区高律町四番了33 ( g5857  

役 森 村 長5 治 属ジョイナ ー

80 



世 界 的 に 認 め ら れ た

ラ イ ト ヲ 戸 Z斗

ライト " L K" は他の プライシド lζ 比してど ζ が

優れているか?

(1) 従来の設計常識を覆えし，どんな場所IC も簡

単IC美 しく取付ができます。

プライプ ドは値段の次い点にばかり惚れ込んでR え11必ず後悔 しま

す。 内部迄良心的に造るライ トのベ : l - ? i / ャY プライ γ ドは他の; ( J

従を許さない作動の軽快さと耐久性とを持 った段も信頼できるブラ

インドです 。 ，ライト ｌｋｾＱＱＴＰ 年の聾寓な経験と近代的 工 場施 ［ＡｬｬＺ

(2) しかも他のプライ γ ドのようにボ ックス内部

によって作られ. 1吐界各砲に取も大量に愉幽されてい 主す。

iζ ホコリが入らない完全防塵です。

(3) 塗装はオ ートメー ν ョシ赤外線焼付ですか ら，

サヒ・やはがれる心配はありません。

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

(4)  その他各部iζ は最高級品を使用しであります。

本社工場大阪市城東区野江東 3 - 7 8 T E L @代 1751- 4

東 京 ・広 島 ・和 歌 111

ベ ン チ レ ー タ ー

続 或

舎 i l

ス四ヲイh
ヌチーJ レ乙ぺ'ν ター

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出強所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 @0  5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城 東 ⑧0870 ・ω7 0

綿 糸 工 場 東 京 都 長 田 区 飢 系 町1/ 25 電 話本所@ O790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7  111 話 小 倉 0653 ・2833

川 崎 111 奴 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 間 3 / 4 3 電話 川崎②4540

札 幌 出 銭 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 / 4 悠結 札幌③0515

盛岡出張所岩手県盛岡市木伏 ＱＷＹ 電話盛岡 ＲＵＵｾ

名古原代理屈名古屋市西区西稲井町2ノ12岡 田 建 材 庖 電 話 酋@0121

設 計 施 工

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 34) 207- 8・4836- 7



一 一特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 側 そ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

.，6，. 

Z 玄株 式

止 -

ヌL浅 海 電

雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

包 括 北 浜 @5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1- 2  

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗濯機

修 理 販 売

工 、 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 笠 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

場大阪市西淀川区御幣島東一丁臼ニO

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4  7  8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

正海浅取締役社長

工

営業所

陽 電 気 株 式

取 締 役 社 長 山 本 博

大阪市北区中之島三丁目三 朝日巳ノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @9  5  3  ]， ( 大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @5 2 0 1 番( 代表) - 3

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

事

エ

エ

施

気

計

電

設

社
..0.. 

:zs::: 
朝

鵬

大阪市北区曾桜崎上一丁目凶ー

電話 大 阪 ⑧ 8131代表- 4

東 京ー ・ 新 宮 ・ 御

キサ

. 6.  

ーョ，
取締役社長

材:本

社本

営業所

坊営業所

ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

下1: 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 接 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 時 東 8 丁目 4 蕃地

全国燃料会館 ＶＰＷ 号室電話東京 ｾＷＴ Ｖ Ｔ

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 ILI ・橋 間

電 気 工 事 設 計 施 工

ヤ マ株式会社

来五Z営業所

本

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜 三 丁 目 四 七 電 話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支 ! 苫 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2  

出張所 東京 ・名古屋 ・神 戸・直方・回)11. 大 分・四日市

所

月7吸出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工工 事 設 計 施 工電 気

社

大

タケ ν

大 阪 市 北 区 絹 笠 町50務地( 賞ピノレ703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目 二審地

電 話 兜 町 i @1478 ・1479 ・1470務

大 阪 線 ・名 古 屋 ・下 関

興

井坪

一

一

一
取締役社長

株式会社

社本

社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話⑬5148 ・6460 ・回46

室 大 阪 市北区 絹 宝 町 5 0 ( 堂 ピノレ 8 階)

ー電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1  

庖 ' 東京都千代田区飯田町 2 ー15 ( 飯田橋

ピノレ 4 階) 電話⑧8520 ・8527 - 9

名 古 屋 ・ 光

. 6.  

ココE株 式機電宝

本

分

庖支

支

出5長所出張所

社

電気設備工事・設計・施工

4 企』

' : l X 株 式

A:::::' 

ヌL中 本 電

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

ま松+ 劉

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大阪市城東区新工西之町三丁目一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

宇土本

底

松 本 芳 太 郎

1明電 機

取締役村長

被穏工場

資材倉庫

大 阪 市 東 区 今 織 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代 表) - 3@8121

2  



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計 施 工

盟 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪@7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945- 6

神戸市生田区下山手通 六ノー ・電話神戸④5892

水道・衛生・媛冷房・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ループド レイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l順慶町通一丁目四四番地

電話大阪@ 代表4496- 8 ・4993- 4番

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 筋05- 8番

金沢営業所金沢市高間町三五電話金沢本局②2074

福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松5195

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・経 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・ 製 造 販 売

三 機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱制 ・電話代表26局 窓晃

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 5 (代)

東京司匹務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 岡 @ 5 2 8 1 ( 代)

暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 田 文 次

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 一 丁 目 七 ⑬代2613・2061

常業所神戸市生田区北長狭通七丁目ーのー④ 1778・4386

出張所名古屋市中区宮出町四七 @  5721 

東京都北区上十条一丁目 - 0 ぬ 2346

岡山市桜町七六 ② 295 

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会 社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 信 大阪市西区江戸堀南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 {;2ii 喜

支 広 東 京 ・ 名 古 屋

出 y  ｾ野 京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 . ー岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

和

生

七

白

調

衛

J

関

除

商

i

r

佑

=

一

換

械

'

・

機

省

房

諸

冷

院

接

暖

病

-

E

t

業

年

斎

正

司

地

創

大

事

霊

東 京 庖

大 阪 宿

本L 幌 庖

名 古 屋 広

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

白話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐沼通大間ピノレ714号

匂話土佐堀@ 1568 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・ 北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② ∞10・0956 ③ 4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田ピル 522 号 電 話 中 局 @ 1766

暖 房 ・ 冷 房 ・水道 ・衛 生 工 業 設 備

般 E十 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市福島区堂島浜通 4 丁 目

電 話 @ f 代 表 1 1 7 1 番

l 代 表 1 3 5 1 番

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田 村 町 6 丁目 電話⑮代表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話⑧代表 7856

京都支庖京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤1989・2255

神 戸 支 庖 神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通2丁 目 篭 話 ⑤ 代 表 5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表 4735

空気調和装置・巌針施工

株式

会社 建 材 社

大 阪 支 底

大 阪 市 北 区 中 ノ 島三丁目( 朝日ピノレ九階)

電話北浜@ω4 1 ( 代〉

本社及東京支庖 東京都中央区八重州三丁目七

W t健 所 名古屋市中区西万町二丁目ー

暖房・冷房・水道・衛生態備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商
必』

: a;  

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 一 四 @ 代表7031

出張所東京都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー ③1820

福井市宝永上町一O五 1596 

広島市石臭屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④1158 

〆

3  



一一特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 側 ぞ 御利 用 の 程 お 願 い 放 し ま す 一 一

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本筏兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 ｾ地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

施計設

社

庖

場

本

支

工

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 Ｔ 丁目 Ｒ ｾ 地本

房 ・ 冷 房 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電 @6671- 5 

東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2ー 7 電⑬ 7 3 4 1 - 5

北 海 道 出 張 所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電② 2 2  0  3  

仙 台 出 張 所 仙 台 市元寺小路( 五城ピ ル} 電 8  0  6  1  

名古屋 出 張 所 名 古 屋 市中区東陽町 6- 5 篭@1270 ・1484

広 島 出 銭 所 広 島 市 中 町 3 電② 1 4  2  8  

綱 同 出 張 所 福 岡 市 業 研 町 3 1lI:@0788 ・@O296

生

置

媛

温

株式会社

A

G

2

 

株式会社

広

本

支

出強所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生鮫備

設 計 並 施 工

社

京 都 市 中 京 区 両 替 町通リ姉小路上ノレ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37( 天満橋北詰)

電 話 @ 88  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7叩 3 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 3 6  1  0  

キ土本

大 阪 営 業 所

温 温 度 調 整 装 置 、 蝿 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市 北 区富田町 ぬ 電話大阪｀ ｻｾぞ叩 ηＷＰ
本 社東京都千代田区丸ノ内 2 - 10

電 話 ⑧ 2 6  3  l - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 .0

電 話 7 3  3  2  

名古屋市東区東門前町3- 6

電 話 ③ 2 8 9 3  

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

電 話 福 島 @ 3 3 9 1 - 5 審

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 通

電 話 ③ 2 1 7 7 - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁目 三三

電 話 元 町 o 3  0  3  5 番

. .6.  

ｾ＠⑨日本管工業株式

代 表 取 締 役 市 川 進 男

仙 台 支 庖

名古屋出張所 四日市営業所

湾 営 業 所

暖 ・冷 房 ・金 気 温 湿 度 調 盤 装 置 設 計 施 工

各種送緋風機・エロヒシヒーター ・キャビネ ッ トヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ デ ス タ ー ・ ア ネ モ ス タ ッ ト類 製 作

CONT RACT OR PAI NTI NG 

負請事工装塗

社

電話@1264- 6

電話@ 1 l 44 - 5

ｭ ｾ Ｂ｀Ｔ ＵＹＴ ・ ＵＱＱＸ

路( 寝屋川)04似

. .6.  

ｾ＠式

大阪市Ii ! l 区赤川町三丁 目二八

大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O

名古屋市東区駿河町一丁目 三

寝 屋 川 市 大 字 太 間 一九五

株エ鉄本

本 社 並 工 場

織 田 営 業 所

名古屋 出強所

寝 屋 川 エ 渇

藤

庖装塗林

式

社

株

会

TEL. 大 阪 @1756- 7・東 京 @1335 

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

ド床・床材料リグノイ

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

製造 ・販売 ・施 工

一

品

吉小

一u

m
東

計

一
閉

路

1

対

姫

主

諾

・

地

電

戸

附

一

川

品

川

脚

細

島

区

制

徳

，
4

A

L

b
峰
崎

際

司

庖

大

何

支

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南姻江上通一丁目三一

電 話 新 町 r@ 3 4 2 6 - 7

庖本

4  



「 鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

-
0

…
一

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

時五諾⑧ 0098 ・5837 ・8729
大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

陶管・ベンチレーター

. 6-

: ZJ :  

i

凶

4

ム

d

晶

C

E

v

，

J

司

A

恥

@

幸

糊

阪

回

大

三

附

話

大

程

式

社

株

会

容量耳

目-

雨水浸入量u落防止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ユヒ

だ い わ

雨 風 に 強 く I  ｾｾ同司、払 τ 工

緩勾配に最遁 ノ、-' TI-I ft-A . PL 

超軽量荷量 ( 坪当37貫〉和型より安い

発 売 元

大 仏 組 主 管 - J FF芸

京都 市 東 山 区 今 熊 野 池 田 町 九 ⑤3555

大 阪市 東 区 内 淡 路 町 一 丁 目 ⑧ 975 

本 庄

大阪営業所

ナニヲ緩勾配荒

_'I 品衛生陶器

禁 差 別 券 業 業

宮

と

働

む

町
叩

M

m

慢

士

冗

ん

よ

u

h

a

町

ト

ι値

ρ

資

芳

お

ボ

樹

容

面

白

山明

ツ

紺

滞

吉

立

飯

町

M

W

7

式

社

対

官

耐

天

A
戸

株

会

A 勺 商 月 報 帰 胸 逝 畢

。 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪港区西問手町ー.0 ー七密地漁町駅偏物J河内的

唱を銘 ( 5ヨ) 4 8  9 0  ・ ( 54)  0 8 0 8 - 9  

金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 里子監包停前

製 造 元 東 京 坂 巻 サ ン ヒ Y ト商会 沼 淀川φ 0417・4091

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

蹴

議

事

選

区

元

町

一

百

七

三

電

話

剛

き

室

株式会社

Standard 

5  



石 綿 セ メ ン

建築思待堂内件直錠.

ーー- --・〈GDAL)
::1;'1..3. - 回. ，' 7

日本住宅公団・ 公営住宅御指定

蓄 差 益 山 製 作 所

対E市耳! i i E川区三津屋北通四丁目 電話包7) 3117. 5871. 7 m

。司一
邑

君

臨
一

一'

A

一
“

H

一
。
一

申
一

回

伊

ガス風邑

大阪ガス会社指定

太田 速申 風 呂 狼 催 涙

一一速区元町1丁目 742 ・但 ν 賑橋電停前 電話⑧5313 ・8128

ｅ ヨヨ ｾｈｆＢ｜Ｎｾ

シヤν9・

大飯工渇 大阪市浪速区河原町 2丁 目 電 @ 5750 ・8444

東京工渇 東京都木田区椛谷町4丁目 電 ⑬10160 ・1733

⑬函堕む

妙シヂドメ1J' ル

スタンダードーメタルの大島化掌

エパープライトの大島化ｾ
( ア ル ミ第ル ー フ イ ン グ )

オ ー シ マ ラ イ ト の 大 島 化 学

( MI! ヱ 文 字 ル 樹 脂 積 層 極)
谷樋屋根民知t どうぞ

大 島 応 用 化 拳 工 鍋 鶴

製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ (硬質石綿板)

建 物内外壁、間仕司、 天井扉

電気室、発電所、配電室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカ ート 壁など

に最適

Asbesto.  Barri er 

呈カ タログ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 1 1  

電 話 . 掲 川 @ 3 4 4 2 ・4 0 7 8

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四 J 一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五o 1主ピル 5 師寺

T E I.; 大阪⑧初21 ・3486 ・1141

キ土

f.!i 

燃えない建築資桜

本

支

Ea昆置遇置: 1ぽ
タイガー悶

モデルルームへどうそ

厄i E7又粛~ド

努イ苅ートーｾ
絶対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

すで色時ィ鳴:'t lζ 統 Lょうど紛 t います

電話新町(53)

2201- 3' m 鴎 姐

大阪市浪速区

幸町通3丁目20

聞師事星野= -

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

本

出強所
東邦商会

同

一

情

。
一
O

O

一O

O

一O

R

d

一
A

M

置 璽 白. .  盟・

• 
-

』

・

‘

・

戸

京

一
-
Y

一

東

一
a

d

・
一

-

:

-

一
ペ
一

-

l

j

-

阪

一

$

一

大

戸

日

~

乾燥が早〈、密殖性が優れ、のぴカ1良〈、経済的である

7  



L S 型

パテ切リ不要ノ ，サッシュパー '

世

市

川

倉

田

加

引

a
h、

西

2

4
酬

晶

江

8

1

ド
ト

h

野

晶

W

剖

併

駆

東

業

持

鋼

言

、
議
珂

築

制

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化板

6尺 X 2尺4寸( 波型)

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスフ ァノレ ト防水 工 事 選

ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフ アルトタイノレ工事ミ

ミ耐酸モノレタ ノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大阪耐酸. : L ' 草原

大阪市北区浮 田町82番地 電話豊崎@1333番

阻 . G. C 試

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販売

内外玄業株式会誌

N.G. イγν ュライト断熱材製造発売元

8  



日本て初め亡の 年限仕様

(A) 2 2 qイド問水|

*Jl. メE 入Z  員 名 イ主 所 電 話

( 株) 久 保 商 回 大阪市北区真砂町 5 j t  ｾＲＰＷＭＸ ・ 必 ＳＶＭＷ

近
( 妹 ) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通 5 ノ3 5 土佐掘@ 5ω8・5佑6

( 株) 明 正 本土 大阪市北区樋ノ上回J 4 5 j t  @8157- 9 

• ( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸掘下通 1 ノ 7 土佐掘⑪お31

f 、
(株) 大 和 商 会 大阪市南区高津IIIJ 4 番了73 或 @1588・l 伺5・“渇7

!不頓
( 株 ) 石 田 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 箆 崎@i 334O・3切 5

同

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目
湊 川 ⑤2140・2697

、--' タ テ パ ヤ ν 商 底 京都市下京区四条大宮南入学校前 壬 生@4468

田島応用化工附大阪出張所 大阪市西区京間J 掘上通 1 ノ14 土佐猫@1773- 5・809- 10

東
( 資) 岡 回

建 材 庖 名古屋市西区西菊井町 2 ノ12 西 @2057・0121

( 株) 名 建 商 会 名古屋市中区宮出回IJ 41ノ 2 中 @1329・2817・2106

海
両 橋 建 材 庖 名古屋市中区材木町 l ノ12 本局 @3295 

ｾ ｴ＠
北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側 IIIJ 8  金 沢 ②4552- 3

北川 工 業 (株) i t ; 山営業所 富山市奥回新1 I 1J 2 8 宮 山 ②2218 ③ 1014

隆

小 島 工 務 応 ｾ ｪ 岡市大坪 ｪ 出 ｉｉ ｉ ｊ 2  T I =132ノ 3 1:<; I前f 2463 

小 品 工 務 庖 宮 山 営 業 所 富 山市事1
1通 III J 3 区1003 富 山 8221

中

育 長 主 建 材 株 式 会 社 広品市鉄砲町108 中 ②'2281- 4 

首- 盛建材( 株) 岡 山 常 業 所 岡山市東田町 3 l品 ILJ ②7911・8169

( 有 ) 小 野 甚 商! 苫 岡山市内山下 30 ノ10 l胡 山②4272

国

( 株) 浜原 22 商 庖 尾道市若宮間J 尾 道 2760

( 株) 浜原笠商庖 防府支庖 防府市大林寺 防1( . / 1037  

四 |古 市 断 熱 工 業 隊 式 制 | 高 松 閃 前2 2
高 松③4239

国 正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 務町21 P止 II( 525・1159・2159

九

ｾｾ＠

育 盛 建 材 (株)福 岡 営 業 所 福岡市万行寺前町14 1I 1  ③ 1225- 6 

腕 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市楽院町6 5
ヰT 0 4326 

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大黒II IJ 4 5 長 崎 ②9228

建設省阪建 22 号認可 出資金 510万

言 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台 町 六三三 ( 田島応用 内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 嶋 中 国 ・四 国 ・九 州

T E L  @ 代 表 1 7 7 3

T E L  @ 代 表 1 1 8 1

9  



昭 和 l ' ｊｾ＠ s:の

押 出 型 械

日召手口ア J レ

ア ル ミ ニ ウ ム の押 出 型 材 は 彼 維 な 型 状 の も の が 容 易

に 作 れ 製 品 コ ス ト を 下 げ 、 軽 〈 、 美 し 〈 、 釘i ぴず、

合 金 に よ っ て 鉄鋼 に 匹 敵 す る 強 度 を 持 ち ま す 。 品 近

は 盛 築 、 船 舶 、 航 空 機 、 そ の 他 軽工 業 平 家 庭器 具 苦手

緩 め て 広 範 囲 に 使 用 さ れ て い ま す 。

ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 に 於 て 伝 統 を 符 る 当 社 は 、 最新ョピ

押 出 機 に よ り 管 、 様 、 線 、 そ の 他 各 車nの 型 材 を 生; mー

し て い ま す 。

、 - ーL

、 一 口

、、 ーーー 二〆 ム 株 式 会 社

i包ヲ品ー事

石 膏 ポ

火

ド !ま

とに 遭 え ば 陶 器

水 に 遣 え ば

関 西 地 区 販 売 庖

進 化

な り

ス ν  

青 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

中 央 建 材 株 式 会 社 大阪市南区難波新地1- 36

株 式 会 社 室 谷 商 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50

本 社 1野 市 海 山 町 6 の 2 2 4

東 京 営 難 所 東 京 都 中 央l孟日 本 精 細 間 関 f 1 の 1 2

し ?こ
ノ

に な る

T E L 中② 2 2 8 1 - 3

T E L ⑮ 6531・2431

T E L ⑧ 2021・3486

- リー 7 レットの用意があります ご請求下さい • i草造品が一都市助に出ていますからご注意下さい

A - I O  

10 

理委古C 型1J - 干; ，ι -11--

東 京 裳 備 工 業 株 式 会 社 東 京 都 中 央 区 新 J 1 1 1・6 TEL  5510771 - 5  

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、そのよ 「アリノン 」は

協議

白アりに

くされ・かびにも特効があります 。

ヲ， - J  
， 

可E

; . 1 

国
山宗化学株式会社 説 叫 伯 尚tY4hzpp，品 2222・総 :総



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

( アイクエオ順)

(37)  6002 ・857

( 66)  8861 - 2  

( 9' )  44ω ・8288

( 47)  3l 3l - 2  

( 44)  809- 1 0・1773- 5

(77)  915 

( 39)  924- 5 ・2045

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 5 T 目9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 田 島 野 6 T 目 4 3

大阪市西淀川区 ＹＱｾ .G; 1I 1J 1  6  9  0  

大阪市西区 ｊｾｩ 11汀 郷 土 通 1 丁 同 14

大 阪 市 天 王 寺 区 煽 越 町 2 T 同 1

大 阪 市 東 淀 川 区 揃 上 通 3 T 11 3 9  

( 23)  1731f¥: ・293l f l:

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36) 侠)( )・ 2841 ・2966

(54)  3785- 7  

( 34)  8643 

( 53)  4520 ・8401

( 77)  915 

(36)  774 

( 34)  4305 

(44)  853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5223- 4 

( 73)  2514 

( 44)  025511:: .  53921'¥: 

大 阪 市 * 区 瓦 町 2( 三和ピノレ)

大阪市東区辺修田J l 丁目 1l (}J11繰ヒソレ)

大 阪 市 北 区 万 . . j - - 1I 1J 4  7  

大 阪 市 西 民 新 聞J 北 通 1 r  11 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 1 I 1J 4  1  

大 阪 市 岡 氏 l朽 郷 江 - i 時1I 1J 1 4  

大 阪 市 天 王 寺 区 焔 越 111r 2  

大阪市北区制校1 I 1f 5O ( 堂ピノレー附)

大 阪 市 北 区 老 総 111J 2  r  I1 7  

大 阪 市 北 IX Ｂ， 之 Ｉ Ｚｾ 6  r  11 8  

大 阪 i !l 来 氏 北 浜 4 T I I 1 9

大 阪 市 西 氏 江 戸 期 比 通 5 寸 11 3 5  

大 阪 市 生 野 区 生 野 m ｨｾ＠ 111J 94 

大 阪 市 西 1:><: 1- . 佐島11 1 T  11 1 3  

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

( 37)  3340 ・3505

( 53)  4050 ・4190

( 37)  1333 

( 33)  3679 ・4481 ・8471

( 35)  2922 

( 94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  207- 8 ・4e36- 7

( 37)  1383 ・2933 ・9377

( 26)  7195- 7 ・4464

( 44)  2148 ・4164

( 64)  1588 ・1905

( 35)  4779 ・ω9 7

( 64)  3434- 6 

( 53)  5281- 3  

( 34)  1804 

( 37)  3375 

( 35)  9231 

(45)  23ω ・2030

( 34)  8157- 9 

( 75)  7271 

湊川 ( 5 ) 2697 

;t 川 ( 5 ) 4630 

元町 ( 4) 6930 

元町 ( 4) 5総 4

( 2 )  4272 

尾道2760

中 ( 2 ) 2881- 2 

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 | 三 " } I ; J壬1 I 1f 3  8  

大 阪 市 内 民 江 戸 廊 下 辺 1 T  117 

大阪rl i %淀JII f.{ j じ今LTUヒ通 1T  113 1  

大 阪 ili 決 泌 lぎ 常 111f 通 2 T  I1 1  

大| 荻 -di 北 I X j 芋 川 1 I 1J 8  2  

大阪l I i 減京医野江 京 之111J 4 T 十1104

大阪 ｬｉｦ北 限 Ｇｊｾ 心 ＱＱＱｦ 1  T  I1 3 0  

大 阪 i li *  IX 船 越 111r 2  r  11 3  4  

大 阪 市 内 氏 江 戸 刷 出 迎 5 -J .  11 3 5  

大 阪 市 北 IX ｾＮＮＨ砂Ｑｉ Ｑｲ 5  

大 阪 市 北 区 的 野 111J 3  4  

大阪 ￯ ｬ ￯ 雨区 ｴｬｾ 1I 1J 通 2 r 円 1 3  

大 阪 市 例 区 江 戸 期 l二通 2 T I I 4 2

大 阪 市 南 区 南 Tl l fJ 4  iI¥' γ 7  3  

大 阪 市 都 品 区 部 品 。l' 通 6 1" 114 1

大 阪 市 阿 倍 野 民 地 1 I 1r 1  l 円 5 1

大 阪 市 西 区 新 II1J 北i ! ! 1 1  T  11 4 0  

犬 阪 市 北 区 白 川 1I 1J 4  0  

大阪市東淀川区木 川 西ノ 111)" 2 す目 6

大 阪 市 郎 ω|玄部 ぬ 本 通 7 了 伺 4 5

大 阪 市 街 山 区 上 初 ぬ 州 通 1 丁 目152

大 阪 市 北 限 樋 ノ t 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 1 I 1J 4 3  

神 戸市兵 ｾ ｴｲ 区荒日 Ｑ II1J  1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 了 目 9

神 戸 市 兵 隊 区 神 田 II1J 4  3  9  

神戸市生田区北長狭通 6 事1

'

織共栄ピノレ

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  
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松 山 市 一 番 目I
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4 製 造 難 社

箇 和 建

k .k . 工

k. k. 工

大 恵

因 島 応 用

東 亙

目 涯 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k .k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k. k.

内 因 商 会

侮 本 石 油 k. k.

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 渡 膏 k .k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k. k. 大 阪 支 広

中 西 渥 膏 産 業 k .k . 大阪営業所

k. k. 長 野 商 庖

日 本 E聖 位 興 業 k. k.

前 回 商 庖

村 井 工 業 所

山 文 商 事 k. k.

‘ 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k. k.

k .k. 井 上 ;争 夫 商 庖

k. k . 石 田 建 材 底

オ リ ヱ ン タ ル ア ス フ アル ト 工 業 k. k.

大 阪 耐 酪 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 庖

共 栄 渥 膏 工 業 k.k.

k .k. 木 下 誼 三 商 庖

k .k. 久 保 衛 広

清 水 興 業 k .k.

k. k. 新 光 商 広

高 野 ア ス フ ア ル ト k .k.  

k. k. 大 和 商 会

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k .k.

日 新 工 業 k.k.  大 阪 支 底

日 本 渥 膏 工 業 k. k. 大阪営業所

k. k. 双 葉 商 会

松 本 遷 育 工 業 k. k. 大 阪 支 庖

マＩｾヱス工 業 ｫＮｫＮ

k. k . 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 村 有 限 会 社

k .k. 中 出 商 会

三 億 工 業 所

中 村 遷 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k .k . 浜 原 豊 商 庖

青 盛 建 材 k . k.

古 市 断 熱 工 業 k .k.

正 和 商 事 k . k.

k. k. 山 本 商 会

砂 賛 助 会 員

丸 普

k. k.  

社

社

業 k. k.

k. k. 大阪出強所

者革 k. k.  

k.k.  大阪営業所

• 
英

盛

工材

エ

化 工

工

業

( 27)  1251 (代)

1. . . 人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 ［く ｴ［ＮＮ￭Ｇ ｉ｟ｪＧＺＧＨ［ ＧＨ｟ ＧＢ ｾｾ［Ｇｾ 9  f !  ｾ ＲＴ＠ '，I_i}"  (印刷-

大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目k.k.  j由石
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軽量、緩勾配屋根氏

軽快た近代建築枚

日涯ヌ Ｍ， ｲＭ ｩＧ ｉｾ｜Ｑ イド

日涯 ]':"ILテンIL-7..f i lJ

伸 縮 目 地 材 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクヰ完 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 測 1 - 3  大阪営業所及大阪工場

T E  L (27) 7 0 0 0 ・5 4 6 3 - 5 大 阪 市 東 淀川区姻上通り 3一39

営業所及東京工場 東 京 都 涜 川 区 尾 久 町 6 ー 10  1  T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079

T  E  L  (807) 代 表 0 1 6 1 - 5
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耐党断熱保jE 保; き防音

吸音結露 F万 止 に

③ 日 書 蛭 眉 株 式 会 社
1R傾市息& u 稽3 - マTELC2J ) ＱＶＰ ＱＮ ＱＷＰＴＮＵＶ ＧＲＮＷＮ ＵＶＲ 止表 ｾｉｉ エ塙・大阪市Ａｉｒ［，ｴ川区宣 ＮＮｊｊｉｉｊｉｉｓ TEL  (36) 31  01 

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種)

パーチカルペンヲ三レーター ( 電動式)

波 型 碕 子 屋 担 完 全 葺

般 針 施 工

40f事の伝統と経取を跨る

体 育館ア ー ケ ー ドに最ｾ

稼 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピ ル) T E L  (44)  3鎚 3 ・4396

最新 1 機械設備

最高/ 設計ト技術

不続 J 研究ト政良

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R E司E ヨE

ド] 1 - 。サッシェ。メタルラス

椋式会誌岩佐鍛工聞

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 照 二 丁 目 三 一 番 地

T E L 淀 川 (47) 代表 5 1 2 3 ・3 0 0 0
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14、毎タイト 1
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( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板)

S  I Z E  

中細木毛 3句 6' 1 0 mm 12 mm 1 5 mm 

1 8 mm 2 5 mm 5 0 mm 

極細木毛 3' X6' 1 0 mm 12m m  1 5 mm 

1 8 mm .  2 5 mm 

製 造 元

日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

大 阪 出 彊 所

大 阪 市 北 区 高 垣 間J 8  0  ( やよひピ ノ".)

電 話 大 阪 ( 代 ) ⑧ 1 7  8 ・4 1  6  1 番
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気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

晶

由

元

製規新

優 秀 な

製 品

所作製建汎株 式 会 社

2  g- 0  3 ・4 4  6  1  ⑧ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

鉄材が少〈 てすみ施工簡易な格納庫 ・工場 ・体育献の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

設計の御依頼に応じます ( 胞エは御自由です〉
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

自 粗 し !と 高 性 能 を 発 揮 し ま す 。

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 娼 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

底
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特許サンワ印

べ

竹 島 式 固 定 型

ン チ レ ー タ

全国各地有名金物庖 lζ 有り

?宝?

効力絶対責任付

回転式の三倍強

カタログ送呈

製 造 三

発 売 一
三和金物株式会社

大阪市南区南綿屋町

.電 話 ( 27) 4755ー7

亡

ルドローJI，，=. よる

I  ，_.，- 7
0  

特 姉 錠 量 形 鋼

[ 口口門

l

.:.¥= 凹_ .

日 本 特 殊 形 鋼 株 式 会 社

発 売 元 大 日 鋼 業 株 式 会

大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 七 丁 目 ニ ー

電 話 (54) 1  7  2  1 ・1 7  2  2 ・1 7 2 3  

社

ム
Eコh も

浪建式

ヌ予 Ｍｊｾ サ ｅ リシュ・ドアー

シヤ' ツター・オペレーター

J  ¥c:..力ライジンクa処理I場完戚

一製造販売

d  

創以出; 主

建 骸

浪速建枚Z業様式会社

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 ー 丁 目 九 番 地 包括城東⑪1171- 3番

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 荻 問 機 堤 町 四 一 番 地 電信城東@ 6153 ・ω24骨

東京営業所 ・東京都中失区銀座東六丁目木挽館ピル六号館 007号室 電話東京⑧4611番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( ナ シ ピ ル 内 ) 電話相関 (!) 8462番

張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分
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板 の 間 鹿 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

110丸 約 ー 白

ま 円 ・ 十 升 木

す で 半 玉 ・ 液

約 ，j( 'l I I ' 国体

五 y ・九7

JI'  l' 0' "  

み = 円 F

が 九 で タ

電話 ⑧1658 ・1416

0864- 行

監
K Kケシ ト考大阪市東淀川区新高南通 1- 14

自家設備一貫作業

l立

トをボ ン デ ラ イ

防 錆 処 理

t  

‘  大 阪 造 材 エ 業 株 式 舎 社

営 業 所 大阪市南区九郎右衛門町21番 地 電 話 ⑮ 代 83&-839 ・830

本社工場 堺 市 松 屋 一 丁 目 6 番 地 電 話 堺1586・3323・4800- 1

工 事 録 大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7番 地 電 話 ⑮ 7 0 4 7 ・7 1 2 7

出 彊 所 名 古 屋 金 沢
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附官]34年正月号
回 顧 五 十 年 正 誤 表

個 所 誤 正

65頁 左段下より 13行目 使われるはかりでなく 使われるばかりでなく

70n  右段上よ り 19行自 でつあた。 であった。

70n  右段上より 26行目 F ee  On  Boar d F ree On  Boar d 

7111 左段上より 1 行自 1升25. 6円とうい 1 升25. 6銭という

71:ri 左段上より 24行自 八ソフ ....，:，. ' フ

73頁 左段上より 20行目 力 γ 八一 カ - yパ ー

7m 右段下 より 3 行目 にな っいること になっていること

78:ri 左段上より 1 行自 生んだこはと 生んだことは

78ri 左段上より 16行自 だったでのある。 だったのである。

78 n  左段上より 23行自 忠、っ Tょこど泊: ある。 思ったこと方: ある。

78頁 左段上より 犯 行自 考えたここである。 考えたことである。

78頁 右段上より 22行自 遮ってている 逃っている

85頁 右段上より 20行自 残るまで迄に 残るまでに

1110頁
左段上より 8 行目 持株整理姿員会 持株整盟委日会

l l on  右段上より 8 行目 特殊墜迎委民会 持株控理委民会



生建材足場痢鍋答

三L一一一一一

住 友 金 属 工 業 株 式 会 枇

ｅｅ 歪�Ｎｾ

あ5ゆる3Fヤッターの零門メー力一

d e  
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緯式会社

日本シャッター

製 作 所

川的市新丸子東 3 丁目 1159 ( 電) 047- 5350 

福 岡 市 援 出 町 1 2 6 8  ( 電) 2  - 6708 

大阪Tli 東淀)111市i I 川 j!li 6 J E138 ( 屯) 代37- 8565 ・ 東 京 工 場

代，'，・ 'i i. di '1' 1><: ': :'; 11¥ Ulr 2  3  ( 屯) 24- 4811 ・ 九 州 工 場

本 社 工 場

名古屋支庖

セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

'1. - 9イ阻害

稼式会批日本セメント防水剤製謹所

日本建築怖会優良詰明
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E霊 童 . "' f:蓋茎週
E 差 遣 董 宮 司1

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

八 幡 メ タ ル ホ ー ム 区 区 推 奨 品

東京都品川区二葉町 1 - 4 4 1 電話荏原⑧1 7  1  5芸

大阪市東成区西今里町 2 - 48 電話@ 47白・ 側 3 :

圃・園田国園田園圃園田・ーーーー一ー- - - - .  

日 ミ 由 脂 化 工 社本社

矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 . 所取締 役社長
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各製品毎のカタログ見本御請求下さい4町

表 1 1  8  1  

表 1 7  7  3  

T E L 王 子 (91) 代

T E L 土佐期 (44) 代

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 電 話 北 浜 ⑧ 9648 ・9649 ・9640

銀 管 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

東京 ・東 京 都 足 立 区 小 台 回J 6 3 3  

大阪 ・大 阪 市 西 区 京 s1J J.Ii i i上通 1 - 1 4  

御 入 会 の 御 申 込 は ・・・・・. . . . ...

「建 簸 と 社 会」 実 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会


